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序章　最後の魔ま女じよ







　その女ひ性とは僕ぼくに《最後の魔女》と名乗った。

　喪も服ふくみたいな黒い服に、灰を被かぶったようなくすんだ白はく髪はつ。たしかに〝魔女〟らしい外見だったが、彼かの女じよの瞳ひとみに宿るのは神秘さとは無む縁えんの人ひと懐なつっこさだった。

「よろしくね、ライル・バルトシュタイン」

　差し出された手を握にぎり返すと、《魔女》は満面の笑えみで僕の不安を吹ふき飛ばした。

　僕はエル――もちろん《魔女》にも本名があり愛あい称しようがある――に、

「本当に魔女なの？」

　と問うた。

　エルの棲家は森の奥おくの隠かくれ家がではなく日当たりの良いお屋や敷しきで、そこで働く人々もお伽とぎ噺ばなしに登場する妖精フイエルや人形オートマタには見えなかった。

　その頃ころの僕は《最後の魔女》が稀代の天才科学者に贈おくられた異名とは知る由よしもなかった。

　エルは、そんな幼く無む邪じや気きな僕を、

「さぁて、ね？〝答え〟は貰もらうものじゃなくて得るものだよ？」

　と、意地悪く笑った。

　僕はすぐに屋敷を探検しだした。何の成果も得られない僕をエルは笑い、僕はますますムキになって答えを探し求めた。

　ひと月もした頃だろうか。僕は隠し扉とびらと地下への階段を見つけた。

　ランプを持って地下室に入り、僕は快かい哉さいを叫さけんだ。そこには疑いながらも期待していた、ガラスの標本入れや古びた書物の並んだ〝魔女の部屋〟があった。

　そして、机の上には魔ま術じゆつの源とされる神秘の魔ま石――『琥こ珀はく』が転がっていた。

　僕は琥珀の一つを握り込んで頭上に掲かかげた……が、何も起きなかった。炎ほのおどころか明かりすら漏もれない。

　僕は人目を忍しのんで隠し部屋に入り浸びたった。羊皮紙の巻き物や手書きの古文書、エルの研究ノートといった書物を片かたっ端ぱしから読み解いた。

　さらにひと月後、僕は琥珀の魔ま力りよくを呼び覚ます事に成功した。

　琥珀から漏れ出す黄たそ昏がれ色の魔ま力りよく励れい起き光の輝かがやきは、いまでもはっきり覚えている。

「ライル……お前……」

　声がして振ふり向くと、エルが顔を驚きよう愕がくに染めていた。

「六つ七つの幼子が、暗号を読み解き琥珀の魔力まで……天才、ってヤツか」

　その日から、エルは自分を『師せん匠せい』と呼ばせた。彼女は厳しい師匠だったけれど、僕がちゃんと覚えると笑いながら頭を撫なでてくれた。

　僕はエルの笑え顔がおが嬉うれしくて、ますます魔術にのめり込んだ。

「でも、ね」

　晴れて〝魔女の弟で子し〟となった僕に、エルは皮肉げに笑って、

「こんな魔も術のは、とっくの昔に時代遅おくれ。消えるのを待つばかりなのさ」

　そう言って、僕を自分の〝仕事場〟に連れて行った。

　彼女の仕事場は至る所にパイプが這はい、その隙すき間まから蒸気が漏れ出す大工場だった。

「見な。あれが世界を変えた機から構くりさ」

　工場の奥にあったのは、分厚い鉄で造られた巨きよ大だいな窯かまだった。黄き味みの強い黄昏色の炎が、その内側でごうごうと燃え盛っていた。

　屈くつ強きような男たちが山と積まれた純度の低い琥珀をスコップで掬すくい窯の口へと放ほうり込む。火の勢いが増し、窯に接続された太いパイプが蒸気を漏らしながらぶるぶると震ふるえた。

「『琥珀アンバー・炉リアクター』。蒸気機関を稼か働どうさせるのに必要な大量の熱エネルギーを取り出す、現在の〈蒸機革命〉の立役者だ。半世紀前、あたしが考え出した。

　――この琥珀炉を組み込んだ蒸気機関の利点、お前はすぐに分かるか？」

「……個人の資質に関係なく、大きなエネルギーを自由に活用できる……」

　使い手の個人的資質に左右される魔術と違ちがい、この蒸気機関はあくまで機械――馬車や水車と同じもの。正しい扱あつかい方さえ学べば誰だれにでも扱えるのだ。

「そう……魔ま術じゆつ師しという限られた一部の人間にのみ引き出されていた琥珀のエネルギーを、誰もが使える〝燃料〟として扱う――再現性のある技術、すなわち『科学』だ」

　そうしてエルは、僕に科学を教えはじめた。

　科学とは体系化であり、それはさながら世界の因数分解だった。

　畏い怖ふを込めて《魔女》の名を冠かんされた天才科学者を教師として、僕は物理や化学、生物学といったあらゆる科学知識を叩たたき込まれた。僕は驚おどろきと喜びとともにそれらを理解していった。

　……同時に、エルの秘ひめた憂うれいも。

「自分が世界を変える切っ掛かけになるってのはなかなか恐おそろしいもんさ。『何てへんてこな知も識のを造り出してしまったんだろう』ってね」

　科学によって魔術の時代を終わらせた《最後の魔女》は、そんな風に零こぼした。

「お前も他人事じゃないぞ、ライル」

　十三になった僕のレポートを捲めくりつつ、エルは予言するように言った。

「――その気になれば、ライル・バルトシュタインの名は歴史に残るだろう。お前には〝力〟がある。場合によっては武力や魔力よりも巨大な〝力〟が。だからライル――お前にはあるかい？　世界を変える覚かく悟ごが？　世界を変えない覚悟が？」




　……その問いを発したおよそ一年後、エル――エルルーア・アゾートは多くの難問と一台の懐かい中ちゆう時計を僕に残し、ふらりと姿を消してしまった。







一章　最後の魔女の弟子







１




　小鳥の不ぶ躾しつけな囀さえずりで、ライル・バルトシュタインは目を覚ました。

　研究室のソファ。顔に載のっかっている書類を退どかすと、カーテン越ごしの朝日が目を焼く。

「んん……」

　寝ね癖ぐせの付いた鉄色くろがねいろの髪かみを掻かき回し、十六の年ねん齢れいに見合わぬ童顔をごしごしと擦こする。

　眼鏡めがねがないのに気付き、寝ねぼけ眼まなこのライルは手て探さぐりで付近を捜そう索さくしだした。

「ん……眼鏡眼鏡……」

　捜そう索さく範はん囲いを拡大すると、鳩尾みぞおち辺りに伸のばした手が何か柔やわらかいものを掴つかんだ。いったい何だろうとまさぐると、柔らかい何かは手の中でふにふにと形を変えた。

「んにゃ……ぁあん……」

　また小鳥だろうか？　今日は変な鳴き声だ。

　しかし、この芸術的な弾だん力りよく係数の物体は何なのだろうか？

　ライルが手を開いたり握ったりして柔らかい何かの感かん触しよくを確かめていると、

「ぃ……ゃん……ライルったらぁ……」

　今朝の小鳥は本当に変な鳴き声である。しかも名前まで呼んで、南方諸島に生息する鸚鵡オウムでも紛まぎれ込んだのか――

「……んんっ？」

　ようやく意識が覚かく醒せいし、ライルは目を見開いた。

　ライルの近眼にもはっきり分かる目と鼻の先にあったのは、鮮あざやかな赤しやく銅どう色いろの髪が飾かざる、さらに鮮やかな美び貌ぼうだった。繊せん細さいな輪りん郭かくの細ほそ面おもて。硬こう質しつに整った顔立ちだが、それ故ゆえにか桜色の唇くちびるの柔らかな肉感が、やけに生々しく目に飛び込んでくる。

「なっ、マ――」

　ライルは動転して身体を強こわ張ばらせた。

　すると当然、ライルの手は柔らかい何かを握り込んでしまうわけで。

「はぅ、んっ……んん、ライルぅ～」

　毛布の中でくねりながら、少女が柔らかな体をライルに押おし付けてくる。

　ライルは悲鳴を上げそうになり――自制心を総動員して、悲鳴を喉のどの奥に押し戻もどした。

　少女にかかった毛布に突っ込んだ右手を慎しん重ちように引き抜ぬくと、まだ柔らかな何かの感触が残った手の平を、少女の幸せそうな寝ね顔がおへ翳かざし――

「んん…………んにゃっ？　なにゃにゃなやや？」

　思いきり鼻を摘つままれ、少女は手足をばたつかせて毛布を弾はじき飛ばした。安息から無理やり引き上げられた少女は翡ひ翠すい色の眼を瞬まばたかせたが、ライルの顔を認めると優ゆう雅がに――ただし、鼻は摘ままれたまま――微笑ほほえんだ。

「うぉふァひょう、ふぁひふ」

「おはよう、マリーア」

　摘まんでいた指を放し、ライルはソファから立ち上がった。腕うでを組み、少女の顔を――顔だけを見て眉まゆを顰ひそめる。

「……これでちょうど六十回目だけど……人前でぽいぽい裸はだかにならないでくれ！」

「裸じゃないわよ？」

　赤しやく銅どうの髪の少女――マリーアはそう言って、ソファの上で脚あしを組み変えた。

　たしかに黒いガーターストッキングと絹の下着を身に付けてはいたが、その中ちゆう途と半はん端ぱさがかえって目の毒である。

「はしたない真ま似ねは止めてってば！」

「そんなこと言っても、ライルにも責任があるんじゃない？　研究室のドアに鍵かぎを掛けてないんだから、これはもう誘さそってるとしか思えないわよ？」

　マリーアはからからと笑って肩かたをすくめた。豊かに育った双そう丘きゆうも一いつ緒しよに揺ゆれる。

　いつの間にか視線が移動してしまったのに気付き、ライルは慌あわてて視線を戻した。

「……確かに君の性格を考えると、鍵を掛けて置かなかったのは軽けい率そつだったかも」

「でしょ？」

「けど、君は仮にも子し爵しやく令れい嬢じようじゃないか。もっと慎つつしみをだな……」

「ふふん？　ハイライン子し爵しやくって言っても、所しよ詮せんは金で買ったものじゃないの。成金貴族が慎みを持ったところで、陰かげ口ぐちの種が増えるだけよ」

　マリーアは切れ長の眼を鋭するどく閃ひらめかせ、赤銅色の長ちよう髪はつをばさっと掻かき上げた。無造作で荒あらっぽいのに、どことなく気品がある。

〈蒸機革命〉によって富を得た産業資本家ブルジヨワジーたちには、誰にでも分かりやすい肩かた書がきとして爵しやく位いを求める者も多い。ハイライン家もそうした『資本貴族』――口さがない者が『成金貴族』と呼ぶ一類である。

　だが、そんなものとは関係なく堂々としているのがマリーア・ハイラインだった。

「……それなら年とし頃ごろの娘むすめらしくって言い直すよ。身持ちは固くしないと」

「ライルこそ年頃の男の子に似合わない物言いよね。朝起きたらこんなイイ女がすぐ傍そばに寝てるのよ？　涎よだれを垂らすぐらいしてもいいんじゃない？」

「イイ女って……」

　ライルはマリーアに悟さとられぬようこっそり苦く笑しようした。実際にイイ女なのだから自画自賛とはいえない。とびきり、と付け足してもいいくらいだ。

「そんなこと言っても……お互たがいの裸なんて見み飽あきてるじゃないか。君が僕の服を引っぺがして川に叩きこんだのを忘れた？　君も下着すら付けないで僕を淵ふちに引きずり込むし、そのあとファーストキスだって済ませたろ？」

「それって下手すれば十年も昔のことじゃないのよぅ！　それに人工呼吸はノーカンよノーカン！」

「そう。十年来の腐くされ縁えん。いまさらどぎまぎしたって仕方ない」

「だったら何で顔を逸そらすの？」

「親しき仲にも礼れい儀ぎあり。僕は誰かさんと違って慎み深ぶかいんだ」

「なによぅ。まるであたしが慎みのない尻しり軽がる女みたいじゃないのよぅ」

「そう思うんだったら、さっさと服を着き替がえたら？」

　ライルが窘たしなめると、マリーアはぶぅぶぅと文句を吐はきながら着替えはじめた。

　ごそごそと衣きぬ擦ずれの音が部屋に響ひびく。

　旺おう盛せいな想像力を誤ご魔ま化かすべく、ライルは床ゆかに這い蹲つくばって眼鏡の捜索を再開した。

「何してるの？」

「眼鏡を探してるんだ」

「眼鏡？　それならここにあるけど？」

「そう？　それはよかっ――ッ！」

　振り返ったライルは言葉を呑のみこんだ。

　さっさと着替えたものと思っていたマリーアだが、まだビスチェを身に付けただけの状態だった。適度に胸むな元もとを押し上あげる下着のお陰かげで、さっきより胸の谷間が強調されている。

　しかもライルの眼鏡は、よりによってその柔らかなふくらみの間に挟はさまっていた。

「ほら、こんな所にいつまであっても困るから、さっさと取ってくれる？」

「……普ふ通つうに渡わたしてくれない？」

「あら？　あたしは貴族のお嬢じよう様さまだもの。羽根ペンより重い物なんて持てないわ」

「さっきと言っていること逆じゃないか……」

「ほらほら、早く着替えて欲ほしいならさっさと眼コ鏡レを取ってくれなきゃ」

　マリーアは身を乗り出すようにして胸元を強調する。にまにま笑った表情からして、すげなくされた意い趣しゆ返しのつもりらしい。

　――上等だ。いまさらこの程度でひるんでたまるものか。

　ライルはまっすぐと視線を固定し、マリーアの悪いた戯ずらめいた顔を睨にらみ返した。

「……昔っから、とんでもないはねっかえりのお嬢じようさまだよね、マリーアは」

「お褒ほめに与あずかり光栄の至り」

　翡翠の瞳を細め、心底うれしそうに笑うマリーア。

　ライルは何でもない顔で、けれど細心の注意をはらいながら手を伸ばした。




「……やれやれ」

　ほてった身体を冷ますべく、ライルは早春の空気を思いきり吸い込んだ。

　眼鏡を取り戻したライルだが、童顔の彼かれが掛けると背せ伸のびした中等生みたいだった。

　ライルが所属する王立ヴェルゲンハイム学院は、イルゼシュタイン王都ヴェルグの東郊こう外がいに広がる学芸機関だ。その広こう範はんで充じゆう実じつした教育課程カリキユラムから、「ヴェルゲンハイムで学べない事はない」とまで言われている。

　朝あさ靄もやと蒸気でけぶる学院の庭園を歩いていると、芝しば生ふの広場で動く人ひと影かげが見えた。昼間から燃え盛る篝かがり火びの様子を見ている。
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「――おはよう、ヘイゼル」

「あん？　おう、おはようさん、ライル」

　挨あい拶さつを返したのは着古した野の良ら着ぎを着た、絵に描えがいたような金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年だった。

　ヘイゼル・クレイリー。ライルの同級生で、寮りようでは相部屋でもある。

「寮へ帰るのか？　俺おれも飯にしようと思ってたから一緒に行こう」

「うん。けど、君は何をやってたんだい？」

「『春しゆん炎えん祭さい』の管理係になっちまってな」

　歩きながら、ヘイゼルはこきこきと肩を鳴らした。

　春炎祭はイルゼシュタインで行われる春先の祭事だ。冬の寒さを追いやるべく、三日三晩にわたって篝火を燃やし続けるのである。

「けど、それって生徒会の仕事だろう？」

「臨時のバイトだよ。春炎祭に合わせた短期休きゆう暇かでどいつもこいつも遊び回ってるから、人手が足りなくなるのさ。火の番だけじゃなく、生徒会主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいの準備とかもな」

「ヘイゼルは何ど処こかへ行かないの？」

「学校通うのも奨しよう学がく金きん頼たよりの貧びん乏ぼう貴族だぜ？　稼かせげる時に稼がないとな」

　マリーアのハイライン家のような資本貴族が増えるのに合わせ、利り潤じゆんを失った没ぼつ落らく貴族が増える世情だ。貴族が貴族というだけで食える時代は終わりつつある。

　もっとも、マリーアとは別の意味で『貴族』にこだわらないヘイゼルはあっけらかんとしたものだ。見た目だけならいかにも貴族らしい金髪碧眼、紅顔の美少年なのだが。

　おかげでいろいろ複雑なライルも友人として付き合えるのだった。

　古ふる臭くささだけは一級品の寮に戻り、二人は食堂に向かった。普ふ段だんは腹を空すかせた寮りよう生せいで混こみ合ってるが、さすがに休暇でがらんとしている。

「ちぇ。みんなとっくにくり出しちゃったワケね」

　ご飯を作ってくれる寮りよう母ぼさんもいないが、つい最近導入されたばかりの冷蔵庫――小型蒸気機関で冷れい媒ばいのアンモニアを循じゆん環かんさせる――に保存の利きく食材が詰つまっていた。

　二人は簡単な朝食をでっち上げ、もそもそと食べ始める。

「そういや、ライルは休みの間どうするんだ？」

　ヘイゼルが塩しお漬づけキャベツを齧かじりながら問い掛ける。

「僕も、こづかい稼ぎに計算手の下した請うけをして過ごすつもりだったんだけど、ね」

　ライ麦パンを薄うすいスープに浸ひたしながらライルが答えた。

「あー、教授たちに評判のやつね。民間業者の半分の時間で算出してくれるって」

　現在多くの研究室が、大量の実験結果の計算処理を『計算コンピユーテイン工場グフアクトリー』と呼ばれる民間の計算手コンピユーター会社に請うけ負おってもらっている。もっとも、素しろ人うとが計算表と睨み合いながらの人海戦術なので、細かな間ま違ちがいも度たび々たび報告されていた。

　これを回かい避ひする為ため、蒸気駆く動どうの『階差デイフアレン機関ス・エンジン』と呼ばれる機械式自動計算機も研究されているが――実用化につながる成果はいまだ発表されていない。

「おかげで休み中も退たい屈くつしないで済むと思ったんだけど……マリーアに無理やり祭り見物に誘われちゃったんだよね」

「あの赤銅の髪のお嬢様か」

　マリーアの名前が出てくると、ヘイゼルがにやにやと笑った。

「……なに？」

「ぶっちゃけお前、あのお嬢様と何ど処こまでイったのよ？」

「何処へも何も、マリーアとは幼おさな馴な染じみだって言ってるだろうに……」

「あんな最優良物件に何もしてないの？　お前の根っこ腐ってんじゃね？」

「……何度も言うけど、やたら話を下へ下へ持って行くのは止めた方がいいと思うよ？」

「分かってねぇな。貴族はシモネタ好きって相場が決まってんだよ。ウチの五代前のじいさまなんか『貴族の男は女の腹の上以外で死ぬこと罷まかりならず』って名言を遺のこしてる」

「……理解できないけど納なつ得とくしてしまう迷言だね」

「しかもお前が何度もお手付きを逃のがしてるのは、鉄鋼や鉄道を中心とした重工業の雄ゆう、ハイライン財団の一ひと人り娘むすめであるマリーア・ハイライン。躊ちゆう躇ちよする理由が何処にある？」

「まさしくそれが理由だよ。僕みたいなぺーぺーの若造じゃ、周りの人たちが許さないよ」

「謙けん遜そんが過ぎるぜ。《最後の魔ま女じよの弟子》どの？」

「……その呼び方、こそばゆいから止めて欲しいんだけど？」

　ライルは顔を顰めた。

《最後の魔女》エルルーア・アゾートの名は、西方諸国に知れ渡っている。

　そのエルルーアに育てられたライルは、ヴェルゲンハイム学院で《最後の魔女の弟子》という、実に背中がかゆくなる仇あだ名なを付けられているのだった。

「そもそもお前のお師匠さんの財産は相当なもんだろ？　支し度たく金きんには事欠くめえ」

「師匠の考え付いた発明の特許は、全部ハイライン財団に譲渡したよ」

「なぬ！」

「先代の総そう帥すい――マリーアのお祖じ父いさまは僕の後見人だし、そもそも師匠の最大の出資者パトロンだったからね。残ったのは数年前からほったらかしの田舎いなかの屋敷だけだけど、それも半年前に買い手が付いて処分しちゃったし」

「けど、ほれ。未発表の〈最後の魔女の遺産〉ってのがあるんだろ？」

「またそれか……」

　世間には〝稀き代たいの天才科学者〟と知られるエルルーアは、正しよう真しん正しよう銘めい〝本物の魔女〟でもあった。その真実を隠いん蔽ぺいする為、彼かの女じよはほとんどの研究を一人きりで行い、その秘密主義が皮肉にも《魔女》の二つ名を与あたえられる遠因ともなった。

　そんなエルルーアであったから彼女の失踪後、『最後の魔女には秘ひ匿とくされた、あるいは未発表の知識や技術がある』とまことしやかに噂うわさされた。

　それが〈最後の魔エルベ・デア・女の遺産ラストヘツクス〉と呼ばれる、現在進行形の都市伝説だった。

（たしかに、あの師匠ならいろいろ隠かくしてても不思議じゃないけど……）

「……師匠の研究や財産を当てにしたんじゃ、弟子としてあまりに不ふ甲が斐いないよ」

〈遺産〉云うん々ぬんの信しん憑ぴよう性せいとは関係なしに、それがライルの正直な気持ちだった。

　ライルにとって真に重要なのは、エルルーアに教えられ鍛きたえられた知ち恵えと知識だ。それを誇ほこりにすればこそ、遺産などに頼たよるなんてまっぴらごめんだった。

「……お前のそういうとこ、感心する反面、つくづく利口じゃねぇと思うね」

「ほっといてくれ。――マリーアも、そのうちそれなりの貴族なり資本家に嫁とついでゆくよ。疵きず物ものにするなんてとんでもない」

「あのお嬢様がそんなタマか？『女らしく』なんて旧きゆう弊へいな考え方に真っ向から斬きり掛かってくタイプだぜ、ありゃ」

「…………」

　もちろんそんな事はとっくに知っているので、ライルは無言でスープを啜すすった。

「そういや……お前、ヴィルヘルム・ゼストって知ってるか？」

「五回生の先せん輩ぱいだろ？　昨年に弱じやつ冠かん十八歳さいにして軍ぐん閥ばつの名門、ゼスト辺境伯はくを継ついだ不世出の傑けつ物ぶつ――という噂うわさ程度なら僕ぼくも知ってるけど？」

「おれなんかとは違う本物の貴族で、学院でも有力貴族の子し弟ていを大勢取り巻きに引き連れてる。そんな辺境伯どのが休暇明けの舞踏会に誘うためマリーア嬢を口説いたんだが……どうなったと思う？」

　愉ゆ快かいそうに笑うヘイゼルに、ライルは嫌いやな予感がした。

「スパーンと伊だ達て男おとこの頬ほおを張って『御お目めは覚めましたかしら？』ときた。あまりの鮮やかさに、驚くよりも感心する生徒の方が多かったって話だ」

「そんなことが……」

　ライルは額を押さえて眩暈めまいを堪こらえた。

　自じ由ゆう奔ほん放ぽうで憚はばかる事のない性格は熟知していたが……

「……無む茶ちやをするにも程がある」

「そんなお嬢様と唯ゆい一いつまともに付き合えてるのがお前なのよ。だからさっさと既き成せい事実作っちまえって。だいたいオメー、あんな完かん璧ぺきなおっぱいを据すえ膳ぜんされて我が慢まんできんの？　素す直なおになれ。おっぱいが嫌きらいな男はいるか？　いません。そうだろ、兄弟？」

　ヘイゼルはきししと笑い、両手をなんともヤらしくにぎにぎと動かした。

「……ヘイゼル。あんまりしつこいと僕にも考えがある」

「へぇ？　どんな？」

「金輪際ノートは貸さないし、試験のヤマも教えてやんない」

「んなっ！　そ、そりゃ困る！　お前のノートがなかったら落第だ！　おまけにノートの書き写しの販はん売ばいが出来なかったら、あっという間に餓が死ししちまう！」

「試験の前後で微び妙みように食事のレベルが上がるのはそのせいか……で、何か言うことは？」

「へへぇ、お許し下せえライル様。この憐あわれな仔こ羊ひつじに聖典ノートと予ヤ言マをお与え下せぇ」

「よろしい」

　平身低頭するヘイゼルを見下ろし、ライルはちょっとだけ胸がすっきりした。




２




　窯かまに火を入れて熱いシャワーを浴びると、ライルは外行き用の服に着替えた。といっても普段からシャツにベストにスラックスという格好なので、外がい套とうを羽織るだけである。

　学院指定の黒い外套は野や暮ぼったいとして人気がないが、ライルには魔ま術じゆつ師しのローブっぽく見えて割とお気に入りだった。

「――っと。忘れるところだった」

　狭っ苦しい相部屋（ヘイゼルが綺き麗れい好ずきなのが唯一の救い）を出る間ま際ぎわ、ポケットにいつもの感触がないのに気付き、慌てて机の上の懐中時計を手に取った。精せい緻ちな銀細工で飾られた外装ケースの蓋ふたには、磨みがきこまれた琥こ珀はくが鈍にぶく輝かがやいている。

　ライルの師、エルルーアから姿を消す直前に贈られた時計だった。最先せん端たんの機械式時計に魔術師に必ひつ須すの琥珀を仕込むあたり、《最後の魔女》らしいといえばらしい。

「これが〈最後の魔女の遺産〉と言えなくもないかな……っと、いけないいけない」

　蓋を開いて時間を確かく認にんしてみれば、すでに結構な時間が過ぎていた。

　ライルはポケットに懐中時計を突っ込んで寮を飛び出した。

　寮は広大な学院の北ほく端たんに位置する。ライルは広大な学院内を西へ突つっ切った。

　頑がん丈じようで古めかしい鉄製の正門の前には一台の馬車が停とまっており、腕を組んで仁に王おう立ちしていた少女が息を切らし到とう着ちやくしたライルに口を尖とがらせた。

「――遅ぉーい！」

　朝からライルを騒さわがしてくれたマリーアだが、さすがに今はちゃんとした格好である。

　上品な薄うす桃もも色いろのドレス。こつこつと地面で音を立てるのはぴったり測って造られたオーダーメイドブーツ。頭にはつばの広い日ひ除よけ帽ぼう子しを載のっけている。どこからどう見ても、やんごとない良家のお嬢様だ。

　いつもこういう格好だったら文句ないのにと、ライルは溜ため息を吐きたくなった。

「いきなり誘ったのは君だろ？　遅おそいだの何だの言うのは理り不ふ尽じんってものだよ」

「何をいまさら。そんなの昔っからでしょ？」

「……そういえばそうか」

　やれやれと首を振ふると、馬車の御ぎよ者しや席から首を伸ばす少女と目が合った。ぱっちりとした翠みどりの目に、南方人を思わせる小麦色の肌はだの持ち主で、淡あわい金きん髪ぱつにはメイドの象しよう徴ちようである純白のヘッドドレスを被かぶっている。

「おはよう、ミラ」

「おはようございます、ライルさま」

　マリーア付きのメイドであるミラ・ゴーシュは、向日葵ひまわりを思わせる笑え顔がおで返事した。

　彼女もライルとは幼い頃ころから知った仲で、マリーアに振り回された戦友と言ってもいい。

「ほーらほら、何してるの。さっさと乗りなさい」

　マリーアがライルの背を押しやって客車に乗り込むと、ミラが馬にぱちんと鞭むちをやって馬車が動きはじめた。

　郊こう外がいから中心部へ向かうにつれ活気は増し、政庁街に至ると春炎祭特有のバカ騒ぎに巻き込まれる。そこかしこに良い香かおりを撒まき散らす出店が並び、昼間から麦芽酒ビールのグラスを打ち鳴らす音が響く。

　おかげで馬車どころか、路面汽車トラムまでまともに動けない有様だった。

「進まないね」

「まだまだ掛かかりそうね……と、そうだ。ちょうどここに暇ひま潰つぶしに良いものがあったわ」

　マリーアはそう言うと、横に置かれていた鞄かばんを開いてひとつの封ふう筒とうを取り出した。

「あたしが出資してる研究所の報告なのだけれど……ちょっと手こずってるらしくてね。なにか意見を貰もらえる？」

「……この為にわざわざ混んでる中心街を？」

「さあ？　それよりも、ね？　オ・ネ・ガ・イ♪」

　昔からマリーアの〝お願い〟を断れた例ためしはない。ライルは早々に降参して封筒を受け取り、中の書類を取り出した。

「…………これは……電波を使った通信装置？　それも音声を伝える……」

「実用化されたら『電話テレフオーン』とでも呼ばれるかしらね。のんびり待つからゆっくりやって」

　窓から蜂はち蜜みつ酒のソーダ割りを購こう入にゆうしたマリーアが気楽に言うが、ライルはすでに書類へ集中していた。

「音を受ける膜まくを……豚ぶたの腸を使うなんて古典的だな…………薄はく膜まくそのものに電気抵てい抗こうがあれば……炭素か金きん属ぞく膜まくを使う？　けどそれだと接せつ触しよく式に……そう言えば、ちょっと前に電気学教室の教授から水すい晶しようを用いた圧電効果の計算を頼たのまれたな。あれを応用すれば非接触式にできるが……デリケート過ぎて実用化には………………」

　ライルの指が書く物を探して無意識に彷徨さまよっていると、狙ねらい澄すましたように万年筆が差し出される。すぐさま引っ手た繰くって書類に突き立てた。

　蓄ちく積せきされた知識が結合と反発を繰くり返し、練られた思考は記号と計算式によって次々と形を顕あらわした。ライルは字を覚えたばかりの赤子のごとき純じゆん粋すいさで筆を躍おどらせる。

「…………できた」

　思い付く限りのアイデアと、出来得る限りの設計案を書き終える。

　達成感に満ちた顔を上げると、マリーアは手て持もち無ぶ沙さ汰たに髪かみをいじっていた。馬車の外も中心部から郊外の景色に変わっている。

　ライルが懐かい中ちゆう時計を取り出して時間を確認すると、

「――一時間も？」

「ほんと、凄すごい集中力ね」

　マリーアは呆あきれたように苦笑するが、書類のメモを読むや驚きよう愕がくに早変わりした。

「……一時間しか、と言うべきね。わざわざ中心街を通り抜ぬける必要はなかったわね。この短時間で方式の違ちがう手段を三つも提起した上で工業的な問題点まで指し摘てきして……すぐにでも試作品を作製できるわ」

「そこまでじゃない。音を電気信号に変へん換かんするマイクロフォン部分はすでに明記されてる。僕がやったのは土台の上に掘ほっ立て小ご屋やを造ったようなものだよ」

「ものすごく立派な掘っ立て小屋ね。なんなら今すぐ、この小屋の主にしてあげるけど？」

「とんでもない！」

　ライルは慌ててぶるぶると首を振った。

「評価は実績の積み重ねでされるべきだ。こんな走り書き程度でそんなことされちゃ、分不相応だよ」

「謙けん虚きよというか何というか……もうすこし頼って欲しいんだけどね」

　マリーアは『分かっていたけど』みたいな顔で肩かたを竦すくめた。

　馬車はほどなく目的地に到着した。

　王都西郊外は、かつては軍直ちよつ轄かつの造船工場があった。かなり大規模な施し設せつだったが、三年前に突とつ然ぜんの火災ですべてが灰になってしまった。工場の再建は当時建設中の第二造船場の拡張として統合され、残った焼け野原はこれといった活用計画が立たないまま多目的広場という曖あい昧まいな使われ方に落ち着いた。

　その王都西郊外の多目的広場は現在、いくつもの色とりどりのテントが張られて人々が行き交い、王都中心部に負けないほどの熱ねつ狂きようが立ち昇のぼっていた。

　大道芸やサーカスなどが一堂に会した合同曲芸祭だ。旅芸人たちが王都で営業するにはいろいろと面めん倒どうな手続きがあるが、この場では割合簡単に見世物が許されている。

　馬車を決められた場所に止め、ライルたちは見物を開始した。

「わっ！　見て見てライル！　剣牙虎サーベルタイガーなんて初めて見たわ！」

　マリーアはさっそく、道みち端ばたに寝ねそべっていた二メートル強の猫ねこ科大型獣じゆうに抱だき付いた。及および腰ごしのライルとは正反対のはしゃぎようである。

「可愛かわいいわね。ねぇ、ウチでも飼いましょうよ」

「残念ですが」と、語り掛けられたミラがやんわり笑って、「当主様は猫ねこ嫌ぎらいですから、お許しになられないと思われます」

「ちぇー。こんなに可愛いのに」

　マリーアに撫なで回され、剣牙虎が薄うす目めを開けた。心ここ地ち良よいのか嫌がる様子もなく、首筋をくすぐられると欠伸あくびをするように口を開く。

　ライルは大型ナイフのような牙きばの列を目にし、ふっと気が遠くなった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　顔を青くしたライルの背をミラが擦さすった。メイド姿に相応ふさわしい甲か斐い甲が斐いしさだが、ライルも一応男なのでちょっと情けなくなってくる。

「うう……ごめん、ミラ」

「どういたしまして」

「ほらほら、次行くわよ次！」

　珍めずらしい猛もう獣じゆうを堪たん能のうしたマリーアは、やがて今度は射的屋に目を止めた。

「へぇ？　よく出来てるわね？」

　普通はボールやら玩おも具ちやの弓矢が使われるものだが、この射的屋はライフルを模したばね仕じ掛かけの玩具を使うらしい。最近になって実用化されたばかりのボルトアクションの機構まで再現された、なかなか凝こった玩具である。

「いらっしゃーい。銅貨七枚で三発だよ」

「ちょっと高過ぎじゃない？」

「商品を見て下さいよ。隣りん国ごくガレアで名高い香こう水すいやら、工芸都市イマータ謹きん製せいの髪かみ飾かざりやら。高いのにはちゃんと理由があるんです」

「なるほどね。それじゃ――ライル」と、マリーアは玩具のライフルをライルへ寄よ越こした。「あたし、あの耳みみ飾かざりが欲ほしいわ」

「自分で取ればいいじゃないか。射しや撃げきなんてお手の物だろ？」

「むしろあたしはライルの為を思って言ってるのよ？　男性に見せ場を譲ゆずるのが女性の甲か斐い性しようだものね」

「そういうものかなぁ……」

　今ひとつ納得できないが、珍しい遊びに興味がないわけではない。

　銅貨を払はらってコルクの弾たまを詰め、ライルは玩具のライフルを構えた。賞品の代わりに倒たおす木の札の真ん中に狙いを定めて引き金を引く。ポンッと間ま抜ぬけな音がしてコルク弾が飛んでゆくが、一発目は大外れだった。

「ああ！　しっかりしてよライル！」

　マリーアが背中を叩たたいて発破を掛ける。あの耳飾りがよほど気に入ったのだろうか？

　よく狙い、二発目。一発目で癖くせは掴つかんだしそれほどの距きよ離りでもない。当たるだろうと思ったが、弾はてんで見けん当とう違ちがいの方へ飛んで行った。

「これは……」

　さっきとまったく違う放物線から、コルク弾に細工がしてある事にライルは気付いた。狙いを掴ませないよう、重りを仕込んで重心が故意にずらされているようだ。

「さ、あと一発ですよ？」

　安心顔の店主の言葉に、ライルは憮ぶ然ぜんとしながら最後の一発を込める。

（……しょうがないな）

　あまり気が進まないが、こっちもちょっと細工をしてやろうじゃないか。

　ライルは玩具の銃じゆうを構えつつ、ポケットの中の時計に手を伸のばし、蓋に仕込まれた琥珀へと指先を触ふれさせた。

「――――〝光の果て、闇やみの果てに在りしもの。風の始まり、火の始まりを示すもの。朽くちぬ黄たそ昏がれ、まつろわぬ黄金。其は時の揺よう籃らん〟――」

　ライルは周囲の喧けん騒そうに紛まぎれるほど小さい声で呟つぶやいた。琥珀に閉じ込められた魔ま力りよくを励れい起きさせる〈祈オラ呪シオ〉と呼ばれる呪じゆ文もんだ。

　やがてポケットに差し入れた手、懐中時計の蓋に仕込まれた琥珀へ触れる指先に、熱ともいえぬささやかな温ぬくもりが生まれた。励起した魔力の感かん触しよくである。

　人知れず琥珀の魔力と精神を共きよう振しんさせ、ライルは〝魔ま法ほう〟を構築しはじめた。

（重力加速度を9.806m/s²と既き定てい――弾だん丸がん質量、風速――掌しよう握あく。〝魔法〟を仮定――）

　魔ま術じゆつとは、魔力で歪ゆがめられた法則である〝魔法〟に則のつとり現実に干かん渉しようする業。その為には現実の理ことわりを深く識しる必要がある。基準がなければ、何が歪みかは分からない。

　すなわち、使い手の知識がそのまま〝力〟となる。

　望んだ結果の為に現実の理すら歪める魔術だが、もちろん万ばん能のうではない。あまりに無茶な〝魔法〟を仮定すれば魔術は破は綻たんし、歪みの反動はすべて術者に返ってくる。

　だが、今回誤ご魔ま化かすのはコルク弾の弾だん道どうで、なんともささやかなものである。

　ライルは〝魔法〟に則った弾道を幻想イメージした。幻想が現実感を持ち、確信が閃ひらめき――

　――ポンッ。

　撃うち出されたコルク弾はライルの幻想通りに矯きよう正せいされ、的のど真ん中へ命中した。

　ぱたんと音を立て、あっさり的が倒れる。

「お、大当たり……」と、店主がポカンとしながらからんからんと鈴すずを鳴らす。

（……ちょっと大人げなかったかな）

　ライルは少しだけ反省した。

〝魔術は秘するべし。けして人目に晒さらすことなかれ。幻まぼ想ろしを空そら事ごとと化さしめよ〟――かつて教会の『魔ま術じゆつ狩がり』が蔓延はびこった暗黒時代から続く、魔術師たちの暗あん黙もくの掟おきてだ。

　バレる恐おそれはなかったが、祭りの射的に使うのはいささか軽けい率そつだったかもしれない。

　だが耳飾りを受け取ったマリーアが喜ぶのを見れば、ライルも悪い気はしなかった。

「似合う？」

　良品といっても、いくらでも高価な装そう飾しよく品ひんを持つマリーアだ。服装と比べると若じやつ干かん見み劣おとりする気がしたが、彼女の瞳ひとみとおそろいの翠色のビーズの耳飾りは、赤しやく銅どうの髪の中でしっかりと映はえていた。

「うん。似合ってる似合ってる」

「そう？　なら行きましょ！　――と、忘れるところだったわ」

　マリーアはぽんと手を叩くと、射的に使った玩具のライフルを手に取った。

「これ、どこで作ってるの？」

「は？　ウチが世話になってるちいさな工場が手て慰なぐさみに、と」

「そう。――ミラ、この玩具よく出来てるわ。使いを走らせて、今すぐこれを作ってる工場と専属契けい約やくを取り付けて」

「かしこまりました」

　マリーアとミラのやり取りに射的屋の親父おやじが目を丸くする。

　ライルもその判断の素す早ばやさに感心した。

　もともと商才に恵めぐまれたハイラインの一族だが、マリーアはその中でも群を抜く嗅きゆう覚かくと度量の持ち主だ。彼女の祖父と父親も「女であるのがもったいない」とよく零こぼす。

　――もっとも女だの男だのなんて、マリーアにはまったく関係ないんだろうけど。

　ライルの視線に気づき、マリーアがくるりと振り返った。

「ん？　何？　見み惚とれちゃった？」

「まさか。見み飽あきるほどいつも顔合わせてるじゃないか。耳飾りを見てたんだよ」

「ふぅん？　ま、そういう事にしておくわ」

　マリーアは悪いた戯ずらっぽく笑うと、ご機き嫌げんそうに玩具の銃をくるくると回した。
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　昼を回り、ライルたちは燻くん製せい肉とジャガイモの串くし焼やきなどを購入しつつ見物を続けた。

　彼かれらの目に留とまったのは、ナイフや剣けんを使った曲芸舞ぶ台たいだった。それなりに観客もいて盛せい況きようのようだ。

　男が縦長の箱に首だけ残してすっぽりと収まり、相方の男が剣を次々と突き刺さしてゆく。

「わっ。あれ、ど真ん中刺してるじゃない！」

「真正面からですよ？　よく無事ですね」

　マリーアとミラの主従や、周りの観客たちは箱に剣が刺さる度たび驚おどろきの声を上げるが、

「あれって実は予定通りに剣を刺して、打ち合わせ通りに避よけてるだけなんだよね」

「そうなの？」

「あっちのほうで軟なん体たい曲芸やってたでしょ？　ああいう人がいると仮定すると出来るように思えない？　観客は剣の鋭するどさばっかりに注目するから、一種の心理トリックだね」

　と、律りち義ぎにタネを解説してしまうライル。

　それを耳にした観客たちがタネの正体を耳伝に広げ、場がだんだん白けはじめる。

「ちょ、ちょっとお待ち下さいお客さん方！　そこまで言われちゃこっちも黙だまっていられません。とっておきのヤツを披ひ露ろうしましょう！」

　そう言うと、マジシャンの男は荷車に載のった大箱を持ってきた。

「これより、この箱に入った男の身体を一刀両断に――」

「あ、あれって初めから足を出す人間が箱に入ってるんだ。中が空に見えたのは鏡が斜ななめに入ってるんだよ」

　舞台の男たちのビジネススマイルが固まる。

　完全に白けた観客たちがぞろぞろと舞台から去っていった。

「な、なんて事してくれるんじゃガキぃ！」

　男が激げき怒どして舞台から降りて来る――手にした剣を振り被りながら。

「やばっ！　逃にげるわよ！」

　マリーアとミラが即そく座ざに駆かけ出し、ライルも慌あわててそれに続く。

　頭に血が昇った男が剣を振り上あげ追い掛けて騒ぎになる。

　何度も通路を曲がり人ひと混ごみを掻かき分け、ようやく怒ど声せいが遠のくと、ライルは両りよう膝ひざに手を突いてぜぃぜぃと息を整えた。

「やれやれ……そういえばマリーアと一いつ緒しよに走り回るなんてのも久しぶり――？」

　辺りを見回すが、赤しやく銅どう色いろの髪の幼おさな馴な染じみもそのメイドも、影かげも形も見えなかった。走り回るうちにはぐれてしまったらしい。

「まいったなぁ……」

　ひとまず馬車まで戻もどろうかと思ったが、さっきの男の怒声がまた聞こえてきて、ライルは慌てて手近なテントの入り口に潜もぐり込んだ。垂れ幕の陰に隠かくれてじっとしていると、怒おこった男は素す通どおりして向こうへ消えていった。

「――お客さん？」

　振り向くと、集金係らしい男が、出入り口で突っ立ったライルを胡う散さん臭くさそうに見ていた。

「……いくらですか？」

　そのまま出てくのも気が引ける。ライルは入場料を払ってテントの奥おくへ進んだ。

　テントの中には二十人強の観客が長なが椅い子すに座すわっていた。なぜか、ほとんどが男性である。

　ライルで人数が揃そろったと判断されたらしく、ほどなくしてテントが閉しめ切られた。明かりは舞台の燭しよく台だいだけとなり、司会然とした男が舞台に出て頭を下げる。

「どうも皆みな様さま方がた。今からご覧頂きますのは、類まれな美び貌ぼうの歌うた姫ひめが披露する天上の美声！　束つかの間まの幻想の一時をご堪能下さい！」

　ああ、なるほど、とライルは得心した。妙みように男性客が多いのは『美貌の歌姫』という呼び文句のせいだったらしい。

　意図せずとはいえ参加した事をかるく後こう悔かいしていると、テントの照明が落とされた。

　次に照明が灯ともった時、舞台には大きな鳥とり籠かごが照らし出された。もっとも鳥籠の中に囚とらわれていたのは鳥ではなく、一人の小こ柄がらな少女だった。

　ほぅ、と溜め息が観客たちから漏もれ出した。

　さきほどの文句は嘘うそではなかった。鳥籠の中の少女はなんとも可か憐れんで美しかった。

　緩ゆるく波打つ、腰こしまで届く蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつが目を惹ひく。華きや奢しやな身体に纏まとったドレスは黒い薄うす布ぬのを幾いく重えにも重ね合わせたもので、波打った裾すそが鳥の翼つばさにも見える。

　ドレスの裾からのぞく手足は折れそうなほど細く、蝋ろう燭そくの火でさえ溶とけ出しそうな淡あわ雪ゆきの白さ。そのせいか、細い首に巻かれた首輪や鎖くさりが、彼かの女じよを拘こう束そくしているとの印象を強めた。囚われた小夜啼鳥ナイチンゲール、といった演出のようだ。

　少女が顔を上げた。

　歳としの頃はライルより二つ三つ下だろうか。白磁のごとき滑なめらかな輪りん郭かく。小さな鼻や口、長い睫毛まつげで翳かげった大きな瞳が愛らしい。

　だが、全体的に表情に乏とぼしく、作り物めいた無機質な印象である。

　――まるで出来の良い人形みたいだ……

　そんな風に考えていると、壇だん上じようの少女がライルに目を向けた。

　眼めが合う。

　こちらを見る少女の黄こ金がね色いろの瞳にライルは息を呑のんだが――彼女はすぐに目をそらし、やはり無表情なまま正面に向き直った。

　観客の男たちはニヤつきながら少女へ不ぶ躾しつけな視線を送っていた。肩や背中の大きく開いた黒いドレスは少女の白く儚はかなげな姿態を際きわ立だたせる。人形のような無表情と相まって、どこか倒とう錯さく的てきな色いろ香かを醸かもし出していた。

　やがて、

「……ａ――――――」

　少女が歌い出した瞬しゆん間かん、テントの中の雰ふん囲い気きは一変した。

　好こう奇きの視線を注いでいた男たちは、一様に驚おどろき呆あつ気けに取られた表情になる。

　ライルも、我知らず目を見開いていた。

　――なんて……

　戦せん慄りつに似た感情に首筋の産うぶ毛げを逆立たせながら、ライルは思った。

　――なんて綺き麗れいな音こ声えだ。

　まるで真冬の夜空を爪つま弾びいたような――高く高く伸び上がる高ソプ音ラノ。蒼あおい月光を反射する水晶のような――なんとも透とう明めいな音こ声えであった。

　響ひびき渡わたる少女の声が、ライルの肺の空気まで共鳴させる。

　感動していると気付いたのは、少女の歌が終わってからだった。ライルは真っ先に拍はく手しゆを送った。魂たましいが抜かれたようになっていた観客たちも、遅おくれて一いつ斉せいに手を叩く。

　少女は表情を変えずに一礼する。

　拍手の響く中、先ほどの司会の男が舞台に姿を現した。

「お楽しみいただけたでしょうか？　しかしながらまだショーは終わっておりません！　皆みなさん――魔ま女じよはご存じでしょうか？」

　ここだけの秘密ですよと語り出した男のセリフに、ライルは思わずしゃっくりをしてしまった。テントの中の視線が集中し、ライルは笑って手を振ふってごまかした。

「……おほん。誰だれもがおとぎ話で聞いた事でしょう。この少女、類まれな美貌と天上の歌声ばかりでなく、古き魔術の使い手でもあるのです！　その力をとくとご覧あれ！」

　男が語り終えると、少女は鳥籠から出て舞台に立った。そっと目を閉じ、ゆっくりと両りよう腕うでを持ち上げる。

「……おおっ！」

　観客が驚きの声を上げた。舞台の両りよう脇わきに置かれていた燭台がふわりと宙に浮うきあがったのだ。二つの燭台は蝋燭の炎を揺ゆらめかせながら、観客の頭上を縦横に飛び回る。

（これは……）

　観客たちがどよめく中、ライルはまったく別種の驚きに身を震ふるわせていた。

（視覚的なトリックや、糸の仕掛けなんかじゃない。だけどだからと言って……それに琥珀を使っているようにも見えないし……）

　ライルはそこでようやく思い至って、ポケットに手を伸ばした。懐中時計の蓋ふたに仕込まれた琥こ珀はくが、〈祈呪〉もなく淡あわく発光していた。
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（魔力が共鳴してる？　……手品なんかじゃない。これは本物の魔術だ！）

　確信したライルが舞台を見ると、少女に異変が起こっていた。額にびっしりと汗あせを掻き、さっきまで無表情だったのがわずかに眉まゆ根ねを寄せている。

「……うっ」

　少女が呻うめき、身体がぐらりと揺れる。

　飛び回っていた燭台がぴたりと空中の一点で止まり、

「あちっ！　熱い！」

　落ちてきた燭台の火で火傷やけどをした観客が悲鳴を上げる。

　テントの中が大おお騒さわぎになり、見世物は即座に中止となった。




「どうしてくれるんだ？　ええっ？」

　テントの外で、火傷をした少年が声を荒あらげた。身なりが良く、一目で貴族かそれに準じる富ふ裕ゆう層そうだと分かる。

　先ほどの司会の男はひたすら頭を下げ続けた。

「これはとんだ事で……お代はお返ししますので――」

「その程度で済むか！　この髪をどうしてくれる！」

　少年は焦こげた髪――といっても前まえ髪がみの先をほんの少し――を摘つまんで凄んだ。

「我わがシュバッテン伯はく爵しやく家けは、イルゼシュタイン建国からお仕えする伝統ある家いえ柄がら！　その血筋に火を向けておいて、それだけでやり過ごすつもりか！」

　野や次じ馬うまの人混みに紛れたライルは、居い丈たけ高だかな少年の様子に眉まゆをひそめた。

　しかも、そんな輩やからは彼一人ではなかったらしい。彼の仲間らしい身なりの良い少年たちが四人ほど、司会の男に詰つめ寄った。

「い、いかように詫わびれば……」

「そうだな」

　貴族の少年たちは良い事を思い付いたとばかりにニヤリと笑った。

「あの粗そ相そうをした娘むすめ――あれに直接詫びてもらおうか」

「は？　それは――」

「引き取ってやろうというのだ。お前らとしても、あのような失敗をした者を置いておくワケにもゆくまい？　頷うなずけば此こ度たびの事は水に流すし、それ相応の気付けもしないでもない」

　ようするに『あの娘を売れ』という事だ。あまりに強ごう引いんなやり口である。

　ライルは人混みから抜ぬけ出た。

　外の騒さわぎで空になったテントに気配を忍しのばせて潜り込み、舞ぶ台たい袖そでに足を踏ふみ入れる。垂れ幕で仕切られた小さな控ひかえ室しつに、先ほどの少女が静かに椅い子すに腰こし掛かけていた。

　銀髪の少女が閉じていた瞼まぶたを開き、流れるような動きでライルに顔を向ける。

「――なんの用でしょうか？」

　やはり綺麗な――綺麗すぎるほど落ち着いた声だった。

「……さっきの君が燭台を落としてしまった男、貴族だったみたいだ」

「はい」

「座長さんに詰め寄ってた。君を寄越せって」

「はい」

　まったく変化のない少女の声と顔に、ライルは眉をひそめた。

「それでいいの？」

「非は私にあります。拾っていただいた一座の方々にご迷めい惑わくはかけられません」

　恩義を感じている――とはとても思えない、遠い他人事のような声だった。

　さらにライルが言い募つのろうとすると、背後で人がやってくる気配があった。

　まずい――そう思う間もなく、ライルは銀髪の少女に垂れ幕の陰かげに押おしやられる。

　少女が椅子に座り直したところで、先ほどの貴族の少年が呼よび掛かけもなく入ってきた。

「ふん、いたな？」

　貴族の少年は何憚はばかることのない足取りで少女に近づき、彼女の顎あごを無造作に上向かせた。

「場末の歌唄うたいにしておくには惜おしい美しさだ。それになんとも言えぬ気品がある。もしや何処いずこかの没ぼつ落らく貴族の令れい嬢じようか？」

「…………」

「言いたくないか？　まあ良い。喜べ。これからは食うにも着るにも事欠かんのだからな」

「………………」

　少年がむっと顔を歪めた。少女が脅おびえるか媚こびると思っていたのだろう。

　だが、少女は静かに見つめるだけだった。

　貴族の少年はぎりっと歯ぎしりし、少女の頬ほおをいきなりはたいた。

　少女の華奢な身体が、蒼褪めた銀髪を靡なびかせて椅子から転げ落ちる。

「この……不敬な眼を！」

　少年は着き飾かざっていた貴族の余よ裕ゆうをあっさり捨て、少女に圧し掛かった。少女の首に手を掛け、少女が苦しそうにすると優ゆう越えつ感かんに満ちた笑いを浮かべる。

「ふふ、そうそうその顔だ。そういう顔で啼ないてくれればッ――！」

「いったぁあっ！」

　椅子を少年の背に振り下おろしたライルは、反作用の衝しよう撃げきに手が痺しびれて顔を歪めた。

　ライルの接近に気付きもしなかった貴族の少年が、少女の上からずり落ちる。

「行くよ！　早く立って！」

　朧気な表情の少女の手を取り、ライルはテントの外へ飛び出した。

「ま、待て！　に、逃げたぞ――ッ！　追え！　追えぇ――ッ！」

　ライルは少女を引き摺ずるようにして、ざわめく広場を突つっ切った。

　一ひと先まずテントとテントの間に滑すべり込んで身を隠すと、貴族の少年たちが息を切らせ走ってきた。

「どこだ！」

「いないぞ。なかなか素早い」

「この……ッ！　コケにしやがって！」

　貴族の少年たちが口々に罵ののしり声を上げながら駆けて行く。

　ライルは止めていた息をようやく吐はいた。

「……何な故ぜこんな事を？」

　ライルとともに隠れていた少女が、無表情のまま小首を傾かしげて声を掛けた。

「何故って……あんな光景見せられたら、黙ってなんていられないよ」

　その答えを聞いて、少女は理解できかねるように口を閉ざした。

　ライルは頭を出して様子を見、追手の姿がない事を確かめて再び走り出した。

　引っ張られるままでまるっきり『自分』というものがない少女だったが、彼女は陶とう器きみたいな顔にあるかなしかの疑問を浮かべ、ライルに再度問い掛けた。

「あなたが魔ま術じゆつ師しだからですか？」

「気付いてたの？」

「あなたから微かすかな魔力の残ざん滓しを感じました。私が魔術を使った時には、はっきりと琥珀の魔力を……それに気を取られたせいか、魔術の制せい御ぎよを失ってしまったのですが」

「それだけじゃないだろう？　そんな弱っていたら、無理が出るのもしょうがない」

　握にぎった少女の腕うでの細さ。体格だけではこの細さ頼たよりなさは説明できない。表情は変わらないが、走る足取りだってフラフラしがちだ。

「君は――」

「いたぞ！」

　人混みの向こうで、ライルが椅子で殴なぐりつけた貴族の少年が怒いかりの声を上げた。

「……今日は追い掛けられてばかりだ！」

　後ろから追い掛けてくる怒ど号ごうを聞きながら、ライルは逃げ道はないかと周囲を見回す。

「あれだ！」

　ちょうど道の先に、大がかりなトリックショーをやっている舞台があった。その舞台に、ライルは少女を抱かかえて飛び込んだ。

「ちょ、ちょっとお客さん？」

「棺かん桶おけをお借りします」

　ライルは少女と一緒に、舞台の真中に置かれた棺桶の中に潜り込んだ。マジシャンが目を白黒させていると、ライルたちを追って来た少年たちも舞台の上に飛び乗る。

「追い詰めたぞ！」

「こんな程度で隠れられると思ったか！」

　少年たちは握り拳こぶしの用意をして、棺桶の蓋を勢いよく引き剥はがした。

「！　い、いないぞ！」

　少年たちが一斉に棺桶の中を覗のぞき込むが、ライルと少女の姿は影も形もなかった。

『おお～！』

　一連の騒ぎを演出と思った観客たちが拍手する中、貴族の少年たちは途と方ほうに暮れる。

「いったい……」

「おい！　あれを見ろ！」

　少年の一人が指した方角には、まんまと脱だつ出しゆつして逃とう走そうするライルと少女の姿があった。

「こ、この！」

「ええい！　どけお前ら！」

　拍はく手しゆ喝かつ采さいする観客たちを押し退のけようとするが、彼らが手間取るうちに走り去る二人の背中はどんどん小さくなっていった。
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「……どうにか撒まいたかな？」

　一先ず、さっきの貴族の子息らは振り切ったようだ。ライルは安あん堵どのため息を漏らした。

「――もし」

　ライルは横を向いた。

　蒼褪めた銀髪の少女は、感情の見えない無表情でライルを見み詰つめていた。

「撒いたのなら、この合間にあなたはこのままお帰りになった方が良いでしょう」

「……君は？」

「私は戻ります。一座の方々に、ご迷惑はかけられません」

「君が戻る場所は、あそこじゃないだろう？」

　ライルは少女の瞳ひとみを見ながら言った。黄金色とも飴あめ色いろとも言うべき、その独特の色合いの瞳を。

「琥珀を使わずに行使した魔ま術じゆつと、その『琥こ珀はく眼がん』――幻想種フアンタズマなんだろう？」

　少女の無表情が、ほんの少しだけ揺れた。

　幻想種フアンタズマ。

　琥珀から魔ま力りよくを取り出さねばならない人間の魔術師と違ちがい、生まれつき魔力を持った人ならざる者たち――妖精フイエルや獣ライ人カン、魔人といった種族の総そう称しようだった。かつては人と寄り添そい、人の傍かたわらに在った隣りん人じんたちだ。

　しかし、魔術がお伽とぎ噺ばなしとされているように、彼らもいまや空想の産物と思われている。

　教会の弾だん圧あつ激しい暗黒時代、魔術師が身を守るため己おのが知識を隠いん匿とくしたように、幻想種は降りかかる火の粉を嫌きらって人の立ち入らぬ深しん山ざん幽ゆう谷こくに隠いん棲せいしたのだ。

「どうしてこんな所にいるのかは分からないけど、そこまで弱っているのは魔力不足だからだろう？　今すぐ君の所属する隠れ里ざとに帰った方がいい」

「……そうですね」

　と、少女ははじめて感情らしきものを白い顔に浮かべた。幽かすかで曖あい昧まいで、ライルにもはっきりと判別できたわけではないが――自じ嘲ちよう、したようであった。

　ライルはさらに問い質ただそうとするが、そんな時間もなかった。

　人混みの向こうから、またもや怒声が聞こえてきた。呆あきれるほどのしつこさである。

「近ちか頃ごろの貴族はよほど暇ひまなんだな。質問は後にして今は逃げ――君!?」

　少女の顔色はいよいよ血の気を失い、息は荒く立ってるのも辛つらそうだ。

　ふらりと揺れる彼女のやせ細った身体を、ライルは慌てて受け止めた。

「…………私に構わず、どうぞお逃げくださ――」

「とんでもないね」

　自分を顧かえりみない少女の言葉に、ライルは少しばかりむきになって言い返した。

「困ってる人を見過ごすなんて出来るわけがない」

　そう言って進もうとするが、通りの向こうからも追手の掛け声ごえが聞こえてきた。身動きできないライルを、貴族の少年たちが包囲した。

　周囲の人々が、何だ何だと遠巻きに避さけつつ見物の態勢になる。

「この無礼者が」

　一番はじめに難なん癖くせを付け始めた、前髪の焦げた少年が言った。

「近頃は四民平等だなんだと調子づく輩が多くて困る。しっかりと、その思い違いを身体に教え込んでやらねばな」

　じりっと近付いてくる少年たち。

　逃げ足だけはそこそこ自信のあるライルだが、動けない少女を抱えては何度計算しても逃げ切れそうにない。せめて少女が暴力に巻き込まれないよう背後に庇かばうと、少年たちの一人が何かに気付いた顔になる。

「こいつ……ライル・バルトシュタインじゃないか？」

「なに？《最後の魔女の弟で子し》か？」

　どうやら彼かれらもヴェルゲンハイムの生徒だったらしい。

　前髪を焦がした少年が、凶きよう悪あくな笑えみでライルを睨にらみ付けてくる。

「そうか……あの、ライル・バルトシュタインか」

「……どのライル・バルトシュタインかは知らないけど、たしかに僕ぼくの名前だね」

「そいつはいい。いろいろと目め障ざわりだったからな」

　それは仲間全員の意見だったらしい。彼らはいよいよ暴力的な視線でライルを睨んだ。

「たかが平民の分際で特待生など……生意気が過ぎるぞ」

「いまの時代、たかが貴族ってだけで威い張ばり散らすのもどうかと思うけど？」

「こいつ……！　平民の分際で言わせておけば！」

　俄にわかに憤いきどおる貴族の子息たちを見て、ライルは良しと胸中で頷いた。連中の注目はどんどん自分ライルに向いている。このまま少女の存在を忘れてくれれば殴られる甲か斐いもあるだろう。

　冷静に思考するライルだったが、彼の計算は早くも破は綻たんした。

　銀髪の少女が音もなくライルの前に歩み出て、貴族の子息らに深々と頭を下げたのだ。

「……もともと騒ぎの原因は私です。この方は半ば巻き込まれたに過ぎません。どうぞ、お怒りをお収めになって下さいませ」

「な――」

　ライルは驚くよりも呆れるよりも憤ふん慨がいした。倒たおれそうなほど弱っているのに、この少女は何を言っているのだ。このまま彼らに連れられたらどうなると思っているんだ。

　後ろに下がらせようと手を伸のばすが、それより早く少女の眼がライルを捕とらえた。

　蒼褪めた銀髪の合間で、少女の瞳がうっすらと光を放った。黄たそ昏がれ時どきのような色の――

　――魔ま力りよく励れい起き光……！

　そう認にん識しきした瞬間、ライルの身体がぎしっと固まった。

（〝影かげ縫ぬい〟……いや、〝魅み惑わく〟の魔術か！）

　やはり彼女は幻想種だ。魔力励起光が漏れ出す琥珀眼がその証明だった。

　ライルの身体を縫ぬい止めた少女は、苦しみに耐たえるようにその細い眉を歪ゆがめた。しかしすぐさま元の無表情に戻もどると、再び貴族の子息たちに頭を下げる。

「……私に出来る事でしたらいかようにもお詫びします。どうか、この場はこれにて」

「……」

　前髪を焦がした少年が、無言のまま歩み出た。頭を下げたままの少女の前で立ち止まると、容よう赦しやなく腕を振るう。弱っていた少女はなすすべなく地面を転がった。

「貴様にはあとでたっぷりと詫びてもらう。だが……いまはこいつが先だ」

　少年はそう言ってライルを睨んだ。

　少女が叩たたかれると同時に金かな縛しばりが解けたものの、ライルは背後に回り込んでいた貴族の少年たちに羽は交がい締じめにされてしまった。

「……生意気な平民風ふ情ぜいが。立場をわきまえさせてやる！」

　身動きの出来ないライルへ嗜し虐ぎやく的に笑い、貴族の少年が腕を振り上あげる。

　絶対悲鳴は上げないと決意し、ライルは奥おく歯ばを固く噛かみ締しめた。

　――が、ライルの頬に拳が打ち込まれることはなかった。

　突とつ如じよ飛んできたコルクの弾たまが、貴族の少年の眉み間けんに撃うち込まれる。

「痛っ……な、なんだこれは」

「はいはい。おいたはそこまで」

　大きくはない、けれどよく響く声に、場の視線が集中した。

　見物人を割って、一人の少女が歩み出た。手には玩おも具ちやのライフルが握られ、それで先ほどのコルクを撃ち放ったらしい。

　少女は燃えるような赤しやく銅どうの髪かみをざっと掻かき上げ、翡ひ翠すい色の瞳で一同を睥へい睨げいした。

「マリーア……」

「マリーア・ハイライン！」

　ライルの呟つぶやきに被かぶせるように、貴族の少年が驚きの声を上げた。

　名を呼ばれたマリーアは、皮肉げな笑みでそれに答えた。

「これはこれはゲリム・シュバッテンどの。こんな往来でいったい何の騒ぎです」

「……たいした事ではない」

　前髪を焦がした少年――ゲリムは、先ほどまでの居丈高な態度を若じやつ干かん抑おさえて答えた。

　対するマリーアは、むしろ憐あわれむような顔で、

「『たいした事ではない』？　大勢でたった二人を追い掛け、この楽しい祭りに水を差したのが『たいした事ではない』と仰おつしやりますの？」

　揶や揄ゆするようなマリーアの言葉に、ゲリム達たちはぐうの音もない。

「……まぁ、良いでしょう。たいした事がないというのなら、私もこれ以上言うますまい。その二人を置いて行けば、この場は見み逃のがして差し上げます」

「二人だと？　馬ば鹿かを言うな。バルトシュタインはともかく、この娘は我々が――」

「我々が？　なんです？　まさか買ったとでも言うつもりですか？　時じ代だい錯さく誤ごも甚はなはだしい。それではまるで奴ど隷れい売買じゃないですか」

「ぐっ……」

「ああ、そう言えば先ほど旅芸人の一座に多額の寄付をしまして。そうしたらその座長さん、わたくしに興行の権利の一部を譲渡していただけると確約してくれました」

「なっ！」

　歌うた姫ひめの少女を買った――端たん的てきには変わらないワケだが、商取引的にはマリーアの方が数段スマート且かつ大だい胆たんだった。

「いかがします？　もしまだやると言うのでしたら、あたしも黙だまってはおりませんが？」

　マリーアが言い切ると、彼かの女じよに同調した聴ちよう衆しゆうたちも「そうだそうだ！」「帰れ貴族のボンボンが！」などと声を大にはやし立てた。

　ゲリム達は歯は軋ぎしりしてマリーアを睨み付けた。さっさと立ち去りたいのが本音だろうが、おめおめ逃にげるのは貴族の矜きよう持じが許さないようだ。

「この……！」

　ゲリムが一度は下ろした腕を振ふり上げようとして――

「――そこまでにしておけ」

　落ち着いた低い声が響ひびき、貴族の少年たちが一様に動きを止めた。

「女性に対し拳を上げるなど、それこそ貴族の風上にもおけまい？」

　そう言って歩み出てきたのは、引き締まった長身の青年だった。ゲリムらと同様整った身なりをしているが、腰こしに帯びた長ちよう剣けんのせいか、それとも自信に満ちた足取りのせいか、纏まとった風格は一段も二段も上だ。

「ヴィ、ヴィルヘルム様……」

　ヴィルヘルム・ゼスト。

　学生の身でありながらすでに家か督とくを継つぎ、ゼスト辺境伯はくと呼ばれるべき人物だ。

　そんな若き辺境伯に口説かれたというマリーアが、いかにも面めん倒どうそうな顔になった。

「……そういえばこいつらはあんたの取り巻きだったわね、ゼスト卿きよう？」

「そういえば彼は君の幼おさな馴な染じみだったな、マリーア嬢じよう」

　ヴィルヘルムはライルに目を向けた。研とぎたての刃はのように隙すきのない、力強い瞳だった。

「――こちらが騒ぎの元なら、すぐに退散するとしよう。……行くぞ、ゲリム。マリーア嬢の言うとおり、これ以上祭りに水を差すものではないよ」

「し、しかしヴィルヘルム様。たしかに騒ぎを起こしたのは無ぶ粋すいでしたが、この髪の詫びをしてもらうまで引くわけには……」

　と、焦げた前髪を示すゲリム。

　ヴィルヘルムは気のない様子でふむ、と頷き――目にも留らぬ速さで剣けんを引き抜いた。

　銀光一いつ閃せん。

　残光のみを残して剣が納められると、ゲリムの焦げた前髪がはらりと舞まい散る。

「――髪がどうかしたか？」

　神速の剣けん捌さばきを見せたヴィルヘルムだが、その声は実に穏おだやかだった。その穏やかさが、己が剣けん腕わんへの自信と自負を言外に示している。

　誰だれよりも度ど肝ぎもを抜かれたゲリムが、がくがくと音が聞こえるほど激しく首を振った。

「なら結構。――どうも皆みな様さま、お騒がせいたしました。この拙つたない芸で無ぶ聊りようを慰なぐさめいただければ幸いです」

　目を見張った野や次じ馬うまたちへ優ゆう雅がに一礼すると、ヴィルヘルム・ゼストは颯さつ爽そうと去って行った。ゲリムら取り巻きの少年たちも慌あわててそれに続く。

　おかげでライルもようやく羽交い締めから解放された。

「まったく。相変わらずね」
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　力任せに拘こう束そくされた首や肩かたをほぐすライルに、マリーアは苦く笑しようしながら玩具のライフルで小こ突づいた。

「知ち恵えはあっても利口じゃないんだから。そんなんじゃ楽な生き方出来ないわよ？」

「知ってるよ。それよりも迷惑かけてごめん、マリーア」

「慣れてるわよ。ライルのお人ひと好よしは今にはじまったことじゃないもの」

　溜ため息混じりのマリーアだが、ライルを見る目はどこか誇ほこるような光を湛たたえていた。

「――で？　その女の子が？」

「ああ、うん……」

　叩き飛ばされた銀ぎん髪ぱつの少女の方に目をやると、いったいいつの間に現れたのか、当然の如く居合わせるミラが手て際ぎわ良よく少女を介かい抱ほうしていた。

「気を失ってます。しかも衰すい弱じやくが激しいですね。すぐにお医者様に見せた方が……」

「いや、医者は役に立たないよ」

　ミラの見立てを遮さえぎり、ライルは声をひそめた。

「それよりも、魔力を与あたえた方が良い。それで大たい概がいの傷は治るし、体力も戻る筈はずだ」

「その娘こ、なんなの？」

「詳くわしい事は分からないけど……」

　マリーアとミラの視線を受け、ライルは少女の顔を見み据すえて、言った。

「〝魅惑〟の魔術を使う幻想種。おそらく――《夜闇の血族ノスフエラトウ》だ」

　いつの間にか傾かたむいた太陽が、琥こ珀はく色いろの光で彼らを照らした。
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　逃げた。

　少女は逃げた。

　逃げて、逃げて、逃げて――――――逃げ続けた。

　何から逃げているのか。何者から逃のがれようとしているのか。何ど処こから遠ざかろうとしているのか。それすら置き去りにして、少女は逃げて、逃げて、逃げて――唐とう突とつに気付く。

　逃げることはない。逃げる必要などないのだ。逃げる理由なんて、ありはしない。

　そうして少女は、逃げるのをやめた。




※　※　※




「……ふぅ。ひとまずこれで大だい丈じよう夫ぶかな」

　ライルが〈祈オラ呪シオ〉の詠えい唱しようを止めると、懐かい中ちゆう時計に仕込まれた琥こ珀はくは日が沈しずむように光を潜ひそめていった。本と書類の山が連なる研究室を照らす役目が、オイルランプの明かりにバトンタッチされる。

　合同曲芸祭会場での騒さわぎから、ライルは助けた少女を学院の研究室に運び込んだ。彼女に行う〝治ち療りよう〟を考えれば、下手な場所に運べなかった。

　ソファに少女を横たえると、ライルは琥珀に〈祈呪〉を吹ふき込んだ。弱り切っていた少女は琥珀の魔力を受けてみるみるうちに回復していった。

「お疲つかれ様さま」

　一部始終を見ていたマリーアが労ねぎらう。ライルの正体を知る数少ない一人であるマリーアだが、琥珀の光でみるみる生気を取り戻した少女には驚おどろきを滲にじませた。

「……ほんとうに人間じゃないのね」

「琥珀の魔力を吸収して生命力に転化する。間ま違ちがいなく幻想種だね」

「ふぅん。まあ、魔ま女じよや魔術師がいるんだから、幻想種ってのもいるんでしょうね。――で？　この娘どうするの？」

「できれば隠かくれ里に帰してあげたいけど、ひとまずは事情を聞いてからかな」

「そ。なら、あたしはいったん帰るわね」

「正門まで送るよ」

　外がい套とうを羽織り、ライルはマリーアと連れだって正門へ向かった。

「……ライル。あの娘を助けたのは、あなたが半分は魔ま術じゆつ師しだから？」

「きっかけはそうだね。けど実際は『気付いたら助けてた』ってのが正しいかな。彼女がゲリムって貴族に圧し掛かかられてるのを見て、思わずこう――」

「手がでちゃった、と」マリーアは呆れ顔がおで苦笑した。「まったく……いざとなると考えるより先に動くのは昔から変わらないわね。利口じゃないんだから」

「そうだね……もっと利口で融ゆう通ずうがきけばいいんだろうけどね」

　自分でもそう思うライルだが、こればかりは生来のものだからどうにもならない。せめてもうすこし能天気なら、マリーアの期待にも応こたえられるのに――

「――――そう、よね。別に深い理由なんてないわよね……？」

「？　何か言った？」

「イエ、ナニモ」

　考えに没ぼつ頭とうしていたライルが問い掛けると、マリーアはぶんぶんと首を横に振った。

　そうこうしてる内に学院の正門に辿たどり着く。待機していた馬車に乗り込み、

「お休みライル」

　と手を振るマリーアに、ライルもおやすみなさいと手を振った。

　御ぎよ者しや席のミラが鞭むちをやり、馬車は学院から遠ざかって行った。




　――馬車が学院から遠ざかり、ライルの姿も見えなくなると、

「……………………ああああああっ！」

　マリーアは突とつ然ぜん髪かみを掻きむしり、客車の中を転げまわった。

「ライルが女と！　ライルが女とっ！　ライルが女とぉおおおおおおッ！」

「――そんな盛大に悶もん々もんとするなら、いっそお嬢じようさまも泊とまり込めば良かったのでは？」

　主の突とつ然ぜんの奇き行こうにも、御者席のミラは流れ作業的な落ち着きようだった。

「だってだって……余よ裕ゆうのない女だと思われたら嫌いやじゃないの！」

「余裕ぶるのは余裕のある時だけにすべきでしょう。あの少女、とても綺き麗れいでしたよね」

「ぐっ、うううっ……あ、あたしのどこが悪かったの？　立派な女になる努力は欠かさなかったのに！　美容の為ために食事に気を遣つかって、理想的な体型を――ハッ！　この胸か！　この胸かぁっ！　ライルに喜んでもらえるように一いつ生しよう懸けん命めい育てて、張りを保つように胸筋鍛きたえて、形が崩くずれないよう夜だってブラを付けて寝ねてるのに……なのにライルは全然襲おそってくれなくて！　そんな事はないと考えないようにしてたけど…………ライルが、ライルが貧乳好きだったなんてぇぇええええッ！」

「落ち着いて下さいお嬢さま。大丈夫です。ライルさまは高い確率で巨乳好きです」

「…………本当？」

　いますぐ自分の胸を引き千切らんばかりの慌て様ようを見せていたマリーアに、御者席のミラは仕切り窓まど越ごしに力強く頷うなずいた。

「はい。ライルさまはお嬢さまの胸を見て、しっかり鼻の下を伸ばしていらっしゃいます」

「…………よ、よかったぁ……」

　ずるずるとへたり込むマリーア。

　落差激しく一いつ喜き一いち憂ゆうする主を、ミラはにこにこと眺ながめながら、

「――可愛かわいいなぁ」

　と小声で呟いた。

　余裕のある魅み力りよく的てきな〝女〟を気取ってみても、自分の主はまだまだ〝女の子〟である。これが可愛くなくてなんであろうか。こういう部分を素す直なおにさらけ出せば、あの真ま面じ目めな少年も「くらっ」とくるだろうに。

　ミラは冷静に分ぶん析せきするが助言はしない。代わりに、

「ああ、けれど、もしかしたら……まったく別の属性があるのかも」

「そ、それは？」

「それは――」

　声を潜めるミラに、マリーアがごくりと息を呑のむ。

「――――幼女趣味ロリイタ、です」

　ミラの言葉に、マリーアは雷かみなりに打たれたように目を見開いた。

「そんな……ライルがロリィタ……よりによってロリィタなんてええええ！」

　痛々しい悲鳴を背に、ミラは向日葵ひまわりの如くほがらかに笑って仕切り窓を閉めた。




「…………」

　マリーアを送り出したライルが研究室に戻ると、部屋の空気は一変していた。

　窓から白けた半月の光が降り注ぐ中、少女はソファの上に立ち上がっていた。月光は彼女の蒼あお褪ざめた銀髪を滑すべるように流れ、剥むき出しの白い肩を滴したたり落ちる。

　本の山ばかりの雑然とした部屋が、あまりに幻げん想そう的てきな舞ぶ台たいに早変わりしていた。

　そして少女の大きな両の瞳ひとみが逆光の中、鬼おに火びのように黄たそ昏がれ色の光を放っている。

「……此こ処こは……？」

　少女の小さな唇くちびるから澄すんだ声が流れ出す。見知らぬ場所で目を覚ませば戸と惑まどいくらいあるものだが、その声はまったくと言ってよいほど平へい坦たんだった。

「ここは僕の研究室。安心していい。散らかってはいるけれど、安全だよ」

「……あなたが私に魔ま力りよくを注いでくれたのですね」

　小さく頷き、少女がソファからふわりと降りた。薄うす絹ぎぬのドレスが翼つばさのようにはためく。

「……申もうし遅おくれました。私はルーナリア……ルーナリア・Ｄ・ネブラブルート。イルゼシュタインの東に居を構えし〝夜闇の王ノスフエラトウ〟の末す裔え、〝霧の血族ネブラブルート〟の末席に連なる者です。

　……あなた様のお名前をお教え願えますか？」

「――ライル。ライル・バルトシュタインです」

　名乗りながら、ライルは自分の予測が当たっていた事を悟さとった。

　吸血鬼ヴアンパイア、夜の狩人ナハツエーラー、長命種メトセラ――様々な呼び名を持つのはその力の多た彩さいさ強大さが際きわ立だっていた証明に他ほかならない。夜を統すべる貴族とも称しようされる《夜闇の血族ノスフエラトウ》は、幻想種フアンタズマの中でも特に有名で、もっとも畏おそれられた存在だ。

　そして彼女――ルーナリアは、《夜闇の血族》でもかなり高位の眷けん族ぞくのようだ。

《夜闇の血族》にとって血族コミユニテの銘イ・ネームは特別な意味を持つ。血族の銘を姓フアミリーネームに持つ彼女は血族の長に連なる、いわば姫のような立場にある筈だった。

　――そんな彼女が何な故ぜ独りで、それもよりによってあのような身分に甘あまんじていたのか。

　疑問は尽つきなかったが、今この場でライルが問いを発することは出来なかった。

　ルーナリアは突とつ然ぜん膝ひざを突つき、深々と頭を床ゆかに擦こすり付けた。蒼褪めた銀髪が床に広がり、艶なまめかしいほどに白く細いうなじが露あらわになる。

「……若じやく輩はい者ものではございますが、この身で出来得るあらゆる方法を以もってお仕えします。どうぞ存分にお使い下さいませ、ライル様」

「ちょ――」

　まるで使用人――いや、はっきりと奴隷の如き言動に、ライルの頭が真っ白になる。

「あ、頭を上げて！　なんでそんな風に――」

「何故と言われましても……」

　ルーナリアは顔を上げ、硝子がらす玉みたいな瞳を向けてきた。

「……ライル様が、私の新しい所あ有る者じではないのですか？」

「所有者って……」

「ライル様は私に魔力を注がれました。私を〝使い魔サーヴアント〟として飼われる為でしょう？」

「…………」

　ライルは混乱のあまり絶句した。

《夜闇の血族》は誇り高く強力な幻想種だ。彼かれらが人間を〝使い魔〟にすることはあっても、その逆などは考えもしない筈である。

「それで、私は何をすれば良いのでしょう？　触しよく媒ばいの提供ですか？　身の回りのお世話ですか？　それとも夜よ伽とぎに尽くせば良いのですか？」

「……あー、うー……んむ…………」

　ライルは何かを言おうとするのだが、適当な言葉は出てこなかった。驚いたのもあるが、疲れも溜まって上う手まく頭が回らない。結局出てきたのは、

「……それじゃ、子こ守もり唄うたでも歌ってくれる？」

「子守唄、ですか？」

　ルーナリアは無表情のまま首を傾けた。きょとんとしていれば可愛げもあるが、まるで操あやつり糸が切れたような動きだった。

「……正直、今日は疲れた。だからなるべく優やさしくて静かな子守唄で、気持ち良く寝ね付つきたいんだ」

「……それが最初のご命令ですか？」

「命令じゃないよ。ただのお願い。嫌なら別にいいよ」

　ライルは部屋の片かた隅すみの本を退け、人一人が横になれるスペースをつくった。外套を毛布代わりに体に巻き付け、手近にあったガレア語辞書を枕まくら代わりにして床に横になる。

「ソファの裏に毛布があるから使っていいよ」

　ルーナリアは、床に横になったライルを感情のない目でじっと見下ろした。

「――ｕｈｈｈｈ――――」

　やがて、彼女は歌いはじめた。

　柔やわらかな声が霧のように部屋の中を漂ただよう。しっとりと包みこまれるような歌声に、ライルの疲ひ労ろうした意識がさらさらと解けてゆく。

　――けど、どこか悲しい声だ……

　ぼんやりと、深い霧の中で迷う女の子の姿を幻げん視しした。

「…………おやすみ、ルーナリア……」

　霧の中の女の子に声をかけ、ライルは子守唄に誘さそわれて眠ねむりに落ちた。




　――この人ひ間とはなんなのだろう……？

　眠りこけた少年の横顔を眺め、ルーナリアはぼんやりと考えた。

　ほんの数時間前まではほとんど魔力も尽き、見世物芸がせいぜいの拙い魔ま術じゆつですら青あお息いき吐と息いき。最さい期ごもそろそろだろうと思っていた。

　恐おそれはなかった。もともと間違いで生き長らえていたようなものだ。

　貴族の少年に圧し掛かられた時でさえ「ああ、いよいよか」と納なつ得とくさえしていた。

　それを、なぜこの少年は危険を冒おかしてまで助けたのだろう。てっきり何かの意図があると思ったのだが……

　ルーナリアは頭を振った。どうでもいいことだった。

　ソファの裏側から毛布を引っ張り出すと、ドレスを脱ぬぎ捨てて毛布を被かぶる。

　――このにおいは何だろう？

　毛布には生き地じとは違ちがうにおいがあった。

　生活臭しゆうとは微び妙みように違うようだったが、ぼろ布だろうがなんだろうが問題はない。自分はそんな事を気にする必要などないのだ。

　ルーナリアは人の世で迎むかえた幾いく度たびもの夜と同様、何も考えず瞼まぶたを閉じた。




※　※　※




　甘あま酸ずっぱい匂においがその部屋を包つつんでいた。

　革かわ張ばりのソファで天てん井じようを仰あおぐ若者は、鍛え抜ぬかれた上半身を惜おしげもなく晒さらしていた。強きよう靭じんさと美しさを両立させたその肉体は、人間の黄金比の生きた見本だった。

　若者の傍かたわらには、シーツを巻き付けた半はん裸らの女が寝そべっていた。汗あせにまみれた姿し態たいが、蝋ろう燭そくの明かりで艶あでやかに光っている。

　若者は、男の理性を溶とかす女の姿態を横目に見て、

「…………ふぅ」

　と吐と息いきを漏もらした。その吐息が引き金だったように、部屋の扉とびらがノックされる。

「……開いている」

　若者はソファの裏に立て掛けられた長剣に触ふれながら許しを出した。

「――――お疲れのところ申し訳ありません、ヴィルヘルム様」

　扉を開け入ってきた少年たちの先頭、不自然に前まえ髪がみを断たたれた少年が頭を下げた。

　合同曲芸祭でライルとルーナリアを追い回したゲリム・シュバッテンである。

「ああ、君らか。場を収める為とはいえ済まなかったな。今夜は楽しんでもらえたかな？」

　此処は王都の歓かん楽らく街がいの完全会員制倶く楽ら部ぶ――つまりは貴族御ご用よう達たしの高級娼館である。

　他ならぬ若者――ヴィルヘルム・ゼストの紹しよう介かいで出入りを許された貴族の少年たちは十分に満足した様子だったが、

「――ヴィルヘルム様のおかげで、実に楽しい夜でした。……ですがやはり今回の事はこのまま捨て置けません。あの場は引きましたが、やはりそれなりの対応は必要です」

「と、いうと？」

「ライル・バルトシュタインです」

　ゲリムの言に、他の貴族の子し弟ていたちも頷いた。

「平民の身でありながら特待生として学院に在ざい籍せきし、教師に媚こびを売るばかりが達者な輩やからに振ふり回されたとあっては、我々はもとよりヴィルヘルム様の名にも傷が付きます」

「元より傷付くような大層な名でもないが、ね」

「なら、マリーア・ハイラインはどうです？」

「ああ、マリーア嬢ね……彼かの女じよの平手打ちは、確かになかなか強きよう烈れつだったな」

　頬ほおを撫ぜながら、ヴィルヘルムは愉ゆ快かいそうに笑った。

「成金貴族の小こ娘むすめに目に物見せてやりたいとは思いますが、いかんせんハイライン財団総そう帥すいの一ひと人り娘むすめ。目立ったことはできませんが……あの小娘のお気に入りの小こ僧ぞうなら……」

　熱の籠こもった視線を注がれ、ヴィルヘルムは鷹おう揚ように頷いた。

「ふむ……そこまで言うのだったら、君たちなりのやり方で好きにやってみるといい。俺おれも君らには期待している。見守らせてもらうよ」

「――はっ！」

　ヴィルヘルムの許しをもらい、ゲリムらはほくそ笑えんだ。

　王立機関であるヴェルゲンハイムの特待生は、イルゼシュタイン王国、ひいては国王陛下に未来を期待されている証あかしだ。そんな地位に居い座すわる目め障ざわりな小僧に身みの程ほどを教えてやる――などといった使命感に燃えているのだろう。

「……下げ劣れつな者たちは、その下劣さ故ゆえに扱あつかいやすいな」

　意い気き揚よう々ようと引き揚あげていった無む邪じや気きな少年たちに、ヴィルヘルムは苦笑した。

　――それも良かろう。ヴィルヘルムは葡ぶ萄どう酒しゆの注がれたグラスを手に内心呟つぶやいた。

「……機が来ればアプローチを仕し掛かけるつもりだったからな。連中がその下準備をしてくれるなら手間も省ける」

「――なにかおっしゃいまして、ヴィルヘルムさま？」

　笑いを含ふくんだ呟きに、寝そべっていた女が声を掛ける。

　ヴィルヘルムは「なんでもないさ」とにこやかに笑い、女の髪かみを弄もてあそぶように梳すいてやった。それだけで、女はぞくぞくと陶とう酔すいした表情になる。

　女たちを悦よろこばすのはヴィルヘルムにとって造作もない。女ばかりではない。人は皆みな誰だれかに支配されたがっている。価値を与えてもらいたがっている、と言い換かえてもいい。

　大事なのは価値を認めてやること、価値を見誤らないことだ。

「……君の価値はどれほどかな？〈遺産〉を継つぐべき《最後の魔女の弟で子し》、ライル・バルトシュタインくん？」

　若き辺境伯はくはうっすらと笑い、葡萄酒を飲み干した。




２




　朝起きると、ライルは真っ先にソファへと視線を投じた。

　部屋の奥おくのソファにはちゃんと毛布のふくらみがあり、蒼褪めた銀ぎん髪ぱつがカーテンの隙すき間まから差し込んだ朝陽を浴びてきらきら輝かがやいていた。

「……ちゃんとまだ居る、か」

　ライルは複雑な顔で呟くと、音を立てぬよう研究室を出る。ひとまず顔を洗うべく、廊ろう下かの奥の洗面所へ向かった。

　……一方、ライルの消えていったのとは反対、階段の設しつらえられた廊下の端はしから、

「そんなに急ぐなら――」

「はいはい！　格好付けました。意地張りました。けど女には格好も意地も必要なのよ！」

　赤しやく銅どうの髪をひるがえし、マリーアが姿を現した。いつもは凛りんとした翡ひ翠すいの瞳だが、今はすこしばかり血走り、目の下にもうっすら隈くまが出来ている。

　その少し後ろにはメイドのミラが続き、

「けれど、ライルさまだってお年とし頃ごろですからね。過あやまちのひとつふたつくらい――」

「あたしが迫せまっても何もしてくれないのよっ？　い、いまさら過ちなんて……！」

　マリーアは壁かべに向かい、脅おびえきった幼子のようにガタガタ震ふるえ出した。

「落ち着いて下さいお嬢じようさま。ほーらほら、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　まるで慈じ母ぼの如く抱だきとめて頭を撫なでるミラに、マリーアが半泣きの顔を上げる。

「だ、だいじょうぶ……？」

「ええ。ライルさまの事を一番知っているのはお嬢さまではないですか。お嬢さまが信じなくて誰だれが信じるのです？」

「……そう、そうよね。ありがとうミラ。そう、そうよね。何も問題はないわ！」

　ぐぐっっと拳こぶしを握にぎり決意を新たにするマリーア。ミラが斜ななめ後ろからニコニコと生温かく眺めているが、とんと気付かない様子である。

　ずんずんと廊下を踏とう破はしたマリーアは、慣れ親しんだ研究室のドアを勢いよく開いた。

「おはよう！　ライ、ル……」

　マリーアの笑え顔がおが凍こおり付く。

　いつもはライルが寝ているソファには、蒼褪めた銀髪の少女が横になっていた。

　少女がゆっくりと起き上がる。ずり落ちた毛布の下から、一糸纏まとわぬ華きや奢しやで繊せん細さいな身体が露わになった。

「う、うん…………おはようございます」

　朝が弱いのか、少女が呆ほうけたように頭を下げる。

「…………」

　マリーアは無言で扉を閉しめ直した。

　そして一秒――二秒――きっかり三秒後、

「お嬢さまっ!?」

　糸が切れたように崩れ落ちたマリーアの顔は、完全に脱だつ力りよくしきっていた。口は霊れい体たいやら魂こん魄ぱくやらが抜け出そうなだらしない半開き。瞳どう孔こうも開ききり、腐くさりかけの深海魚みたいだ。

「うわっ、おもしろ――いやいや、何ておいたわしい……」

「マリーアっ？」

　折りしも顔を洗ったライルが戻もどってくる。ひっくり返った幼おさな馴な染じみに駆かけ寄るが、指を鳴らしても手を振っても、頬をぺしぺし叩たたいても反応はない。

「……いったい何があったの？」

「さあ？　昨晩は寝ね不ぶ足そくでしたから、そのせいでしょうかね？」

「マリーアが寝不足？　寝ね起おきはともかく寝付きはものすごく良いのに珍めずらしいね」

「……そうですねぇ」

　ほんの少し、困った顔をするミラであった。




「――それで？」

　本の山を隅すみに寄せて椅い子すと机を引っ張り出し、ミラに運び込ませた朝食を摂とって後。

　食後のお茶を嗜たしなみながら、マリーアがごく自然な様子で口を開いた。

「それでも何も、僕ぼくもまだ、詳くわしい話は聞いてないよ」

　ライルは部屋の奥、ひとまずワイシャツを羽織ったルーナリアに目を向けた。

「――ルーナリア」

「はい、ライル様」

　ライルは顔をしかめた。

　ルーナリアにはすでに何度も〝様〟付けはやめてくれと言ったのだが、聞き届けられてはいない。

「……《夜闇の血族》でも高位にいる筈はずの君が、どうして旅芸人の見世物小屋なんかに？」

「拾われたのです」

「拾われた？」

　何かの比ひ喩ゆかと思ったが、ルーナリアは説明し終わったとばかりに口を閉じた。

「……その娘この言う事、まったくその通りらしいわよ」

　首を捻ひねるライルに、眉まゆ根ねを寄せたマリーアが付け加えた。

「その娘を使ってた一座が、東部の巡じゆん業ぎよう中にふらふらして倒たおれたのを保護したんですって。往ゆく当てもない身元不明だけど、見目も良いし声も良いからって使う事にしたそうよ」

「いつの間にそんな話を？」

「昨日、この部屋から辞去した後に曲芸祭の会場へ戻って改めてね。ゴタゴタを収める為の緊きん急きゆう処置だったとはいえ、名目上は移い籍せき金きんを払はらった身元引受人だし。それで背後関係を訊きいて『拾った』ってだけしか分からなかったときは流石さすがに唖あ然ぜんとしたけど」

　と、改めて部屋の視線がルーナリアに集中した。

　注目を浴びたルーナリアは、しかしやはり顔色も変えず淡たん々たんと答える。

「それですべてです。私は、只ただの浮ふ浪ろうの小娘――それ以上でも、それ以下でもありません」

「それで納得するのは……」

「お手に余るようでしたら、放り出して下さって結構です」

　戸惑うライルに、ルーナリアは他人事のように言い放った。

「なんでしたら奴ど隷れい商か娼館にでもお売りください。幾いくばくかのお金にはなるでしょう」

　ライルは今度こそ言葉を失った。

　冷めているとか諦あきらめてるとか、他人事なんてものじゃない。自じ暴ぼう自じ棄きになって自殺を試みる方が建設的とすら思えるほどだった。

「……気に入らないわね」

　苛いら立だたしく赤しやく銅どう色いろの髪を掻かき上あげ、マリーアは勢いよく立ちあがる。ルーナリアの眼めの前に仁に王おう立ちし、不ふ機き嫌げんを隠かくすことなく鼻を鳴らした。

「あたしみたいな世間知らずが口にするのも恥はずかしいけど――舐なめてるんじゃない？　生きる為ためには身を売らなきゃならないことだってある。けど、あんたのそれは違うわ」

「……それが何か？」

「そんなあんたが奴隷だの何だの言う権利はないってことよ。魂たましいの抜けた死人が、一いつ生しよう懸けん命めいに生きる人たちを馬ば鹿かにするな！」

「……でしたら、死人に相応ふさわしい処置をなさってください」

　ルーナリアは『死人には聞きとる耳などない』とばかりに、微み塵じんも堪こたえた様子がない。

「私は消え去るべき存在です。何も文句は申しません」

（消え去るべき存在……？）

　ライルは引っ掛かかりを覚えた。すべてを諦めた者になら相応ふさわしい言葉かも知れないが、

（なんだか……そう思い込もうとしているような……？）

「……あっそ」

　マリーアはもう一度鼻を鳴らし、勢いよくライルに向き直った。

「――で？　どうするの、これ」

「これ、って……」

「物を『あいつ』なんて呼ばないでしょ？　だったら『これ』、よ」

　マリーアがこんなに憤ふん慨がいするのも珍しい。容よう赦しやはなくとも、こういう当て擦こすりみたいな物言いはしないのだが。

「君が名目上の身元引受人なんだろう？　女の子だし、君の家に引き取って――」

「い・や・よ。あたしに預けたら『処分お願いします』って衛生局に投げ込むわよ」

「本当にやりそうだな……かといって浮浪の身の上だって言ってる以上帰る場所も往く当てもないんだろうし……だからといってこのまま此こ処こに置いとくのも……」

「あら、いいんじゃない？　いっそ馬車馬のようにこき使ったら？」

「そんなこと言っても、僕はただの学生だよ？　住まいだって寮りようだし」

「忘れたの？　ライル、あなたはこのヴェルゲンハイムの特待生なのよ？　あなたにはいろいろな権利が与あたえられているわ。学費の免めん除じよ、奨しよう学がく金きんの支給、王立図書館の閲えつ覧らん許可――そして専用の研究室を与えられるのと一いつ緒しよに、秘書を雇やとう権利も」

「そんな権利まであったの？」

　学費の免除と奨学金目的で試験を受け、いざ入学して驚きよう愕がくしてばかりの特待生の待たい遇ぐうに、新しい項こう目もくが加わった瞬しゆん間かんであった。

「正確には教員要よう綱こうの範はん疇ちゆうだけど、研究室の管理の為に秘書を雇っても良い事になってる。もちろん給金は研究室の管理者からだけど……奴隷だって構わないってなら話は早いわ。最低限の屋根と食事で、せいぜいぼろ雑ぞう巾きん代わりに掃そう除じでもさせときなさいよ」

「ぼろ雑巾って……」

　ライルが眉根を寄せてルーナリアを見ると、彼女はやはり無表情のまま頷うなずいた。

「私は構いません。すべて、ライル様のよいようになさってください」

「だって。せいぜい扱こき使いなさいな」

　マリーアはそれだけ言うと、スカートをぱんぱんと払いながら立ち上がった。

「もう帰るのかい？」

「これ以上『それ』を見ていたくないのよ。後はあなたのいいようにしなさいな」

　微妙にルーナリアと似た事を言うマリーアに、ライルは降参したように両手を挙げた。

「わかった。僕がはじめた事だ。最後まで責任持つよ」

「ええ、それじゃ、ね」

　ミラを伴ともない、マリーアは研究室を去って行った。




「あああああっ！　ライルが！　ライルがあんな不ふ感かん症しよう女とぉぉおおおっ！」

「まったく……」

　馬車の中で毎度のごとく悶もん々もんとするマリーアに、御ぎよ者しや席のミラも呆あきれ顔がおになった。

「そんなに嫌いやなら無理やりにでも引っ張ってくればよかったじゃないですか？」

「ぐぬぅううう……そりゃあ、出来るならそうしたかったけどね！」

　呻うめいたり叫さけんでいたマリーアだったが、荒あらくなった息を無理やり整えて座すわり直す。

「……けど、いい刺し激げきにはなるわ。あの研究室に閉じこもってるライルを揺ゆさぶる、ね」

　ヴェルゲンハイム学院の特待生という立場を手に入れたライルだったが、彼は専もつぱら本を読んで過ごしていた。もちろん授業も真ま面じ目めに受けるのだが、それらのすべてはライルにとって『当たり前』の知識でしかない。

　ライルは《最後の魔ま女じよ》から引き継いだ膨ぼう大だいな知識も、卓たく越えつした知性も振るうことなく、隠いん者じやの如く静かに日々を過ごしていた。
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「ライルの才能はあんな物じゃない。エルルーア先生をして『本物の天才』と言わせしめたライル・バルトシュタインは、もっとでたらめな代しろ物ものだわ。その気になれば、今すぐにだって〝切っ掛け〟を――第二の〈蒸機革命〉をつくれる」

　確信をもって言うマリーアは、どこか剣けん呑のんな気配を瞳ひとみに宿していた。他人を動かすことに慣れた冷れい徹てつな指導者、あるいは他人の思考を読むのに長たけた老練の指し手チエスプレイヤーに近いだろうか。

「できるなら、ライルにはこの蒸機文明をさらに推おし進める革新の旗手になってもらいたい。その為には、必要な資金も環かん境きようも用意するし――刺し激げき剤ざいも投入する。ある意味、あの諦めきった眼をした不感症女はちょうど良いかもね。ライルは才能云うん々ぬんの前に、困ってる人がいたら何かせずにはいられないもの」

「そうですね……昔から、ライルさまはそういう人です。――しかしお嬢じようさま。だとするとひとつだけ懸け念ねんが」

「……なに？」

「ライルさまにやる気を出させるのはいいですが、すべてを諦めた少女に世話を焼く少年――これってロマンスの典型例では？　別の方向にやる気が向けられたら……」

「…………あああああああああっ！　しまったぁあああああ！　万が一その気になったらどうしようどうしよう……うっ、うううううっっ！　ライルぅぅううううう！」

　再び頭を抱かかえて暴れまわるマリーア。

　ミラは安心したように頷くと、客室の仕切り窓を静かに閉めた。
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　ライルは早さつ速そくルーナリアに学院を案内した。

　ルーナリアは私服に着き替がえている。昨晩の内にマリーアが引き取って来たものだ。

　ヴェルゲンハイム学院の敷しき地ちはとにかく広大である。新入生の〝遭そう難なん〟が風物詩になるほどだ。

　あちこち案内していると、休きゆう暇か中とはいえちらほらと人ひと影かげも見受けられた。読書していたり手て持もち無ぶ沙さ汰ただったりと様々だが、ライルたちが通りかかると一様に顔を向けてくる。中には魂を抜かれたように呆ける男子もいた。

（まあ……そうだろうなあ）

　ライルはすぐ横を歩くルーナリアを見下ろして内心呟いた。

　着ている物こそ放ほう浪ろう生活の長さを示すようにくたびれているが、品の良い顔立ちや蒼あお褪ざめた銀髪の輝きは失われていない。没ぼつ落らくした貴族の令れい嬢じようといった風ふ情ぜいであり、それがまたルーナリアの静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを際きわ立だたせていた。

　目を奪うばわれてもしょうがあるまい。

（傍はた目めにはそうでも、こっちは……）

　ライルは目印になる建物や植木などを指し示して説明するのだが、ルーナリアは理解しているのかしていないのか分からない顔で頷くばかりだ。

　風を網あみで捕とらえるみたいな空くう虚きよさばかりが積もってゆく。

　複雑な面おも持もちで歩いていると、昼間にもかかわらず燃え盛る篝かがり火びが目に入った。春炎祭の名の由来である冬やらいの炎である。

「よう、おはようライル。昨日はどうだったい？　お嬢様と楽しんできたか――――」

　昨日と同じように火の番をしていたヘイゼルが、こちらを振り向いた瞬間に凍り付いた。彼かれの視線はライルの傍らに立つルーナリアに注がれている。

「……ライル。そのお嬢さんは？」

「ああ、彼女はルーナリアって言って――」

「ルーナリア！　何と素す敵てきなお名前だ！」

　感かん極きわまったように叫ぶと、ヘイゼルは素す早ばやくルーナリアの前に跪ひざまずいた。

「――お美しい。まるで白みかけた空に浮うかぶ月のように儚はかなげな美び貌ぼうが、わたくしの胸を強く強く締め付けます……。申もうし遅おくれました。わたくしはヘイゼル、ヘイゼル・クレイリーと申します。突とつ然ぜんのことで驚おどろかれているとは存じますが――ルーナリアさん。是ぜ非ひわたくしと、結けつ婚こんしてください！」

　ライルが唖あ然ぜんと見守る中、ヘイゼルは感極まったようにルーナリアの手を握り込んだ。

「何を言っているのだと思われるかもしれません。我々はまだ若く、いまのわたくしはただの一学生。ですがルーナリアさん、貴女あなたさえ傍そばにいてくれれば、わたくしはどんな試練も困難も乗り越こえられます！　どうか、わたくしに尽つきぬ事のない勇気を与えてはいただけませんか？」

　まるで喜劇のようなセリフだが、当ヘイ人ゼルはいたって真しん剣けんな顔だ。

　これに対し、告白されたルーナリアはというと、

「――申し訳ありませんが、私はライル様以外に奉ほう仕しすることは出来ませんので」

　と、度ど肝ぎもを抜ぬくようなことを淡々と言った。

「…………ライルぅぅ～？」

　ひび割れた笑顔で、ヘイゼルはライルに向き直った。

「……このいたいけな少女、君のなに？」

「なにって……」

「私のこの身は髪一本から爪つめ一枚までライル様の所有物ものです。ですので、あなたとお付き合いするわけにはまいりません」

　とどめだった。

　ヘイゼルはよろよろと後あと退ずさり、祈いのるように跪き天を仰あおいだ。

「おお、おおっ！　神よ！　何な故ぜあなたは一人の人間に二物も三物も与えるのですか！　零こぼれんばかりの豊乳だけでは飽あき足たらず、か弱く華奢なぺったんこまで……おお、おおっ、おおおぅ！　もはや神はなし！　神は死んだ！　死んだのだ！」

「あの、ヘイゼル……？」

「うるせぇムッツリ変態が！」

　滂ぼう沱だと流れる涙なみだに気付かぬまま、ヘイゼルはライルを睨にらみ据すえた。

「お前なんかお前なんか……腐り落ちちまえばいいんだぁっ！」

　何が腐り落ちるのか訊く暇ひまもなく、ヘイゼルは涙を散らしながら走り去っていった。

「……聞いたか？」

「……ああ、聞いた。おのれライル・バルトシュタイン……」

「……特待生だからって研究室にハーレムを……ぐっ、目から汗あせが……！」

「…………」

　周囲から注がれる刺とげ々とげしい視線に、ライルは脂あぶら汗あせを流した。

「ルーナリア……ああいう言い方は……」

「なにか間ま違ちがっていましたか？」

　ルーナリアはこれといった感情もなくライルの視線を受け止めた。

「ライル様に仕える以上、私は何も間違った事は言っていないと思いますが」

「本気で言ってるようだね……まぁ、ヘイゼルの事だから明後日には忘れてるだろうけど……と、そう言えば」

　ヘイゼルの台詞せりふで思い至った疑問があり、ライルはルーナリアに問い掛けた。

「女性にこんな質問は失礼だけど、ルーナリアは何なん歳さいなんだい？」

　幻想種フアンタズマは概おおむね長命だ。たとえば《貴き妖精エルフ》などは千年生きた個体も少なくないという。しかもその永い生ゆえか、容姿の変化もあまり見られない。

　ルーナリアも見た目は人間なら十代前半という程度だが、実際はライルより年上という事もありうる。その場合、呼び捨てにするのも考えものだった。

「十と六です」

「十六!?　僕と同い年なのっ？」

「はい。血族の中では最も若じやく輩はい者ものでした」

　ある意味見た目は当てにならないと実証されたが、同い年というのは驚きだった。

　幻想種にしたところで、精神の成熟具合は人間と大差ない筈だ。もっと興きよう味み津しん々しんで無む邪じや気きな性格でもいい筈である。

「……どうしました？」

　唖然とするライルに、ルーナリアは虚うつろな木こ霊だまみたいな声で問い掛けた。

　いったい何があれば、十六の少女がこんな風になってしまうのだろう？　人形でさえ顔を顰しかめるような、生きる屍しかばねみたいに冷え切った無表情に。

　そう思うや、ライルはなんだか腹が立ってきた。

　なにやら只ならぬ出自がありそうとはいえ、こんなのは間違っていると強く思う。消えて行くのが当然とばかりの虚ろさは、ライルにはとうてい我が慢まんの出来ないものだった。

「……そうだ」

　ライルは半ば強ごう引いんにルーナリアの手を取り、これまでと違ちがう方向へ歩き出した。

「……ライル様？」

「街に行こう。ちょうど春炎祭で何ど処こも彼処かしこも賑にぎやかだから」

　有う無むを言わさず歩くライルに、ルーナリアはぼんやりとした顔で引き摺ずられていった。




　郊こう外がいのヴェルゲンハイム学院には、路面汽車トラムの路線が通っている。

　寮からあぶれた下宿組にとって、この路面汽車は大きな味方だ。なんせ、学生証を示せば基本無タ料ダである。

　ライルは学生証を見せ、ルーナリアの分の料金を払って空き空きの座席に腰こしを下ろした。もっとも空いていたのは最初だけで、進むに従い乗客は格段に増えていく。発車時の汽笛も息切れを起こしているように聞こえた。

　ライルの目的地である旧外がい壁へき跡あと付近の商業街は、春炎祭のこの時期は稼かせぎ時の一つで、見物客の多い中央官庁街に負けぬ人々の行き交いがあった。

　降り立ったライルがルーナリアを最初に連れていったのは、馴な染じみの服ふく飾しよく店てんだった。

「……ここは？」

「僕の知ってる女性服のお店の中で一番品数が多そうなところ」

「そうではなく……なぜ服飾店に？」

「服を売ってる所に来るのは服を買う為だろうね、普ふ通つうに考えて」

「いらっしゃいませ、ライル様」

　顔見知りの女性店員が声を掛けてきた。彼かの女じよはライルの横にいるのが赤しやく銅どうの髪かみのお嬢様でないと見て取ると、共犯めいた笑顔で耳打ちしてきた。

「――二ふた股またですか？」

「変な勘かん繰ぐりはしないで、彼女に服を見みつ繕くろってください」

　睨むと、女性店員は怖こわい怖いと笑いながらルーナリアの背中を押おした。

　――数十分後。

「こんな感じでいかがです？」

　お披ひ露ろ目めされたルーナリアの姿は奇きか妙みようか、ライルが初めて彼女を見た時の黒のドレスに似た装いだった。純白のブラウスに、裾すそや襟えりが控ひかえめに飾かざられた黒のスカートとジャケット。胸むな元もとにはワンポイントで赤いリボン。

　やはりルーナリアの容姿で最も目を引くのは、緩ゆるく波打つ蒼褪めた銀ぎん髪ぱつと、淡あわ雪ゆきのように白い肌はだだ。それを際立たせるのは、やはり夜空の如き黒色なのだろう。

「あの……ライル様……」

「お金なら気にしないでいいよ。つい最近昔住んでいた屋や敷しきを売り払ったんで、お金を持て余してたところなんだ」

　こんな服ものは無用ですと言い出しそうなのをそう言って封ふうじる。

「……ライル様がそうお望みでしたら」

　多少の戸と惑まどいを見せたようにも思えたが、ルーナリアはすぐさま着せ替かえ人形のように黙だまり込んだ。

（買い物作戦は失敗か……）

　第一ラウンドが空から振ぶりに終わったと悟さとったライルだが、まだまだ戦いは始まったばかりだと心を入れ替える。

　格好を調ととのえたルーナリアを連れ、ライルは次の目的地を模も索さくした。
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　――ワケが分からない。

　カフェで初めて口にする珈琲コーヒーという飲み物の苦味を味わいながら、ルーナリアはぼんやりと対面の少年を眺ながめた。

　――この魔ま術じゆつ師しの少年は、いったい何の意図があって自分を連れ回すのだろうか？

　目下、自分を雇う主人となった少年――ライル・バルトシュタインは、大量の砂糖を珈琲に投入し、念入りにスプーンで掻き回している。

　現在では滅ほろびかけた魔ま術じゆつの徒であり、学生の身分でありながらかなりの待遇を得ている。だが、本人はいたって善良というかお人ひと好よしというか――普通の少年だった。

　まるで、何の見返りもなく助けたようである。

（……なんて無む為いなことを）

　この少年は善意から自分を助けたようだが、そんな優しさモノはまったくの無む駄だだった。

　マリーアという少女が評したように、自分ルーナリアは〝死人〟だ。

　死人にはなにもない。

　だから何を与えられようが素す通どおりするだけだ。服だってぼろ布でも一向に構わないのだ。

「美お味いしいかい？」

　自分は大量の砂糖で味もなにもないだろうに、ライルは無邪気に問い掛けてくる。

「……はい」

「そう？　それは良かった」

　ライルは頷いて笑い掛けた。これといって特別な意図のない、ごく自然な笑え顔がおだった。

　この少年はきっと、優しさで他ひ人とが救えると思っているのだろう。

　だが、そんなもので死人は救われない。そもそも、救われる必要が無いのだから。

（それならいっそ〝消しよう耗もう品ひん〟として使えばよいものを……）

　冷めた胸の内で同情めいた感想を持つものの、ルーナリアはそれを指し摘てきすることもなかった。どのように扱あつかわれようと、どうでもよい。

「じゃ、行こうか」

　ライルが小こ銭ぜにをテーブルに置いて立ち上がった。

　ルーナリアも、黙ってライルの後に続く。

　どうでもいい。悪意だろうと善意だろうと、自分にはどうでもいい事だった。

　――だから、

「ぁ………………」

　突とつ如じよ口を塞ふさがれ無理やり後ろに引っ張られるのも、どうでもいい事だった。




「ん？　ルーナリア？」

　ふと後ろを向くと、ルーナリアの姿がない。すぐに周囲を見み渡わたすが、あの目立つ容姿が影かげも形もない。

　どうしようかと顎あごに手を当てていると、目の前に粗そ末まつな身なりの男の子が割り込んできた。

「ライルってのはあんた？」

「うん、そうだけど？」

　男の子は手紙をライルに突つき出した。

　怪け訝げんに思いながらも手紙を開いたライルは、表情を硬かたくして男の子を見返した。

「……これ、誰だれから？」

「エラっそーで無駄に身なりのいい、見るからに貴族のボンボンが渡わたして来いってよ」

　それだけで、何となく事情は分かった。ライルは手紙に挟はさまれていた数本の髪――透すけるように輝かがやく銀髪を摘つまみ、憤ふん然ぜんと息を吐はいた。

「……分かった。案内してくれるかい？」

　男の子はぶっきらぼうに頷き、ライルを先導した。

　いまでこそ活気溢あふれる商業地区だが、元は貧困層の溜たまり場ばだった。

　王都の拡張に伴って地価の安いこの一帯は集中的な開発地区になったが、表から数本奥おくへ行けばいつ倒たおれてもおかしくない安やす普ぶ請しんの建物だらけである。

　ライルが連れて行かれたのは、そんな薄うす暗ぐらい路地裏だった。

「もうそろそろ着くぜ。逃にげるんなら、今のうちだと思うけど？」

「かもね」

「ふぅん？　けっこう根こん性じようすわってるんだな」

「いつもじゃないけどね。ああ、そうだ。今の内に渡しておくよ」

　ライルは懐ふところから銀貨を一枚取り出すと、男の子に差し出した。

「たぶんこのあと、君のお使い代は値切られるだろうから、その分は僕ぼくが払はらっておくよ」

「……おれはあんたを痛い目にあわそうとしてる奴やつらの片棒担かついでるんだぜ？」

「それは僕と彼らの問題で、君は関係ない。そして労働には適切な対価が支し払はらわれるべきだ。こういった相場は知らないけど、彼らの思考を試行トレースするのは簡単だ」

　男の子はライルの手の平の銀貨を見つめていたが、やがて無言で受け取った。

　そうして行き着いたのは、建物に囲まれぽっかりと開けた空地だった。資材置き場だったのがそのまま放置されたらしい。

　置きっぱなしの石材や木材に腰こし掛かけていた少年たちが、ライルの姿を見て立ち上がった。全部で五人。男の子の言葉通り『無駄に身なりがいい』。

　一番奥の少年が、ルーナリアを羽は交がい締じめにしていた。

「来たな」

　この場を仕切っているらしい少年がライルを睨む。見覚えがあった。ルーナリアを助ける切っ掛かけになった貴族の少年――たしかゲリム・シュバッテンといったか。

「ご苦労だったな」

　ゲリムはライルを連れてきた男の子に傲ごう然ぜんと頷うなずくと、銀貨を一枚投げ放った。

「……銀貨二枚の筈はずだぜ？」

「だまれ下げ郎ろう。もたもたした分を差し引くのは当然だ。さっさと去れ」

　男の子は憮ぶ然ぜんとゲリムを睨み、そのあと感心したようにライルを見た。男の子はすこし申し訳なさげに「あばよ」と言って背中を向けた。

　男の子が去ると、自然と出入り口が塞がれる。

「さて……ライル・バルトシュタイン。なんでこんな処ところに呼ばれたか、分かるか？」

「さあ？　生あい憎にくと期待されるほど頭が良くないもので」

「よく言ったな。そう、それだ。それが理由だ」

　ゲリムは軽けい蔑べつするように言った。周囲の者たちも蔑べつ視しの目を向ける。

「貴様みたいな平民が栄はえあるヴェルゲンハイムの特待生など……腹に据え兼かねる。たかだか名を知られた師がいただけの理由で」

　十科目もある問題をそれぞれ三ヶ国語で受け、面接だけでも五次まである試験が師匠エルルーアの名前だけで通るものだろうか――などと理り屈くつを言っても、この手の輩やからには詮せん無ない事だろう。

「……別に、師せん匠せいの名前を利用なんて――」

「黙れ！　たかが平民が、貴族である我々に知った口を利きくな！」

　なんだ、とライルは納なつ得とくした。

　何かよほど気に障さわる事をしたのかと思ったが、要するにやっかみなのだ。何代も続いた貴族の気位はよっぽど高いらしい……とんでもなく軽くはあるが。

　ライルは呆あきれて口を閉ざすが、ゲリムたちはライルが気け圧おされたようだと勘かん違ちがいして嘲ちよう笑しようした。

「まぁ……確かに師の名前だけでは無理だろうな。エルルーア・アゾートがいかに天才と持て囃はやされてもぽっと出の平民にすぎん。おそらくは、もっと別にあるのだろう？　お前に優ゆう遇ぐうを約束する物が。噂うわさにある〈最後の魔女の遺産〉とやらが」

「…………」

「どんな物かは知らんが、師の遺産を食い物にして利を得ているわけだ。所しよ詮せん、貴様ひとりでは何も出来んのだ。そうだろう？《最後の魔ま女じよの弟で子し》？」

「……よくもまぁ、ペラペラと」

　ん、と貴族の少年たちが眉まゆを顰ひそめる。

　この時、ライルは常になくかちんときていた。

　少なくともヴェルゲンハイムの特待生は、ライルが自分の力で勝ち取ったものだ。

　そう――エルルーアに鍛えられた知恵と知識で。

　それをありもしない〈最後の魔女の遺産〉だか何だかの力と言われるのは、エルルーアまで馬ば鹿かにされているようで聞き逃のがすわけには行かなかった。

　ライルはぞっとするような凄せい絶ぜつな嘲笑を、相対する少年たちに投げ放った。

「……ひとりでは何も出来ない？　それはお前たちの事だろう？　徒党を組まねば女の子一人攫さらえない、お偉えらい貴族のご子息さま方？」

「こ、こいつ……！」

「言わせておけば！」

　ライルの馬鹿にしきった口調に、少年たちは怒いかりに顔を赤くした。そこらに転がる角材や金属棒を手にし、凶きよう暴ぼうな表情でライルを睨む。

「……こんな薄うすら臭くさい所で我々が待っていた理由が分かるか？　ここで何かあっても、ゴロツキどもの仕し業わざになるからだ。貴様が何と言おうとも、な。――逃げるなよ？　逃げたら、その責はあの娘むすめに払ってもらう事になる」

　ルーナリアを押さえた少年が、見せつけるように彼女の顎を持ち上げた。

　ルーナリアは無感動な表情で、自分から何もしようとはしていない。

　ライルの胸がさらにムカムカした。

「……ひとついいかな？」

「良いとも。捨てゼリフは弱者に許されたたったひとつの権利だ」

「今すぐルーナリアを放せ。今すぐ彼女を解放して今後関わらないと誓ちかうなら、君らも痛い目を見なくて済む」

　貴族の少年たちはぽかんと口を開け、すぐにげらげらと大笑いした。

「ははっ。馬鹿かお前？　痛い目を見るのは貴様だけだ！」

　ライルに最も近かった大おお柄がらな少年が、手にした角材をライルの肩かたへ向け振ふり下おろし――空を切る。

「おっ？」

「――人間の視野角は水平方向に二〇〇度前後」

　勢い余って上体が泳いだ少年の耳に、右斜ななめ後うしろから声が掛かる。

「即そく応おうできる視野はもっと狭せまい。注意が寄っていればなおさら――」

　少年はすぐさま後ろを向こうとして、

「人間は精せい巧こうな機械。だから――」

　手首を掴つかみ、足元を払う。それだけでライルは自分より大柄な少年の身体をあっさり押し倒していた。

「重心、体幹、体勢、可動限界――精巧な機械には、かならず構造上の弱点がある」

　背中の一点に膝ひざを載のせ、ライルは組み敷しいた少年の動きを完全に封じた。

　少年の手から飛んだ角材が地面に落ちて乾かわいた音を立てる。

　鮮あざやかな手並みに、周囲の者たちが――ルーナリアでさえもが――目を見張った。

「期待を裏切って申し訳ないけど、これでも昔は喧けん嘩か三ざん昧まいだったんだ」

　何しろ男おとこ勝まさりの幼おさな馴な染じみに連れ回された子供時代だ。喧けん嘩かに巻き込まれたことは数知れない。おかげで人体生理学の正しさは、物理的衝しよう撃げきとともに体得している。

「くっ……この……」

　じりっと周囲の少年たちが間を詰つめてくる。一いつ斉せいに掛かれば何とでもなると思っているのだろう。

　それは正しい。多少喧嘩慣れしているだけの生なま兵びよう法ほうでは、できるのは不意を突くだけだ。

　だから――

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ！」

　組み敷いた少年の首筋の一点を人差し指で押し込む。

　耳をつんざく悲鳴があがり、周囲の敵が狼ろう狽ばいする。

「……人体には神経叢そうという各種神経の交差点がある」

　ごく平へい坦たんに、授業でもするような声とともに、ライルは人差し指をさらに捻ひねった。

「いぎぃぃぃいいいいいいいいいいいい！」

「東方でいう『ツボ』と呼ばれる急所だ。僕が今押さえてるのもその一つ」

　ぐりぐり。

　断だん末まつ摩まもかくやの叫さけびが路地裏に響ひびき渡る。

「それを踏ふまえて、取引を続けよう。彼女を解放してくれたら、これ以上彼かれを苦しめるのは止める。断るなら、彼が味わう苦しみを、君たちにも味わってもらう事になる」

　皆みなが皆、スイッチを切り替えたようなライルの豹ひよう変へんぶりに目を見張った。

　――こいつはほんとうにあのライル・バルトシュタインなのか？

　善良でお人好しな優等生じみた雰ふん囲い気きは掻かき消え、まるで路ろ傍ぼうの石を――否いや、紙に書かれた〝数字〟でも眺めるようだった。淡たん々たんと計算を積み重ねる平静さと、感情の交わらない平等さがあるだけだ。

　ライルの視線を受けたゲリム達は、実体を喪そう失しつしたような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　そして当のライル本人も、そんな自分を自覚している。

　徒党を組む人間の思考は実に読みやすい。彼らは『自分が被ひ害がい者しやになるかも』と頭にちらつくだけで動こうとはしない。有利な自分が傷つくのに耐たえられない、浅くて薄っぺらな思考、性せい癖へき――微び積せき分ぶんよりもずっと容易たやすい。

　冷静に相手の心中を読みながら、ライルは自分が嫌いやになった。

　数式を解くように他人の心を読むなど、人間の魂たましいを貶おとしめてるようで自己嫌けん悪おしてしまう。

　――そう思いつつ、急所にねじ込む指は緩めない。

　それが殊こと更さら、ライルに手て練だれの如き凄すごみを与あたえていた。

「さあ、どうする？　彼が発はつ狂きようする前に決めてくれると嬉うれしいけど？」

　淡々と物ぶつ騒そうな言葉を重ねる。落ち着きようから『こいつは言った通りにやる』と思わせればしめたものだ。

　もっとも、こういう場合――

「こ、この……！」

　ゲリムが手にした金属棒を捨て、懐から金属の塊かたまりを――黒光りする小型の拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

　――やっぱり、自や棄けになるやつが出てくるか。

　混乱したまま震ふるえる銃じゆう口こうを向けるゲリムに、ライルは憂ゆう鬱うつな溜め息をついた。




　逃げようと思えば逃げられた。

　魔ま力りよくの尽つきかけた以前ならいざ知らず、十分な魔力がある今なら容易いことだ。

　だが、いまさら抵てい抗こうして守りたい何かがあるわけでもない。

　ルーナリアはなされるがままに連れて行かれた。連れ込まれた先では、曲芸祭でルーナリアを追いまわした貴族の子息たちが待っていた。

「大人しくしていれば悪いようにはしない。貴様もあんなつまらん小こ僧ぞうに飼われるより、我々に愛めでられた方がいいだろう？」

　ルーナリアは肯こう定ていも否定もしなかった。どうでもいいと思った。もしこの場で服を剥がされ押し倒されても、それはそれで構わなかった。

　だから、あの少年が馬ば鹿か正しよう直じきにやってきた時、

（徒労とも知らず、なんてお人好しなんでしょう……）

　と、ルーナリアは心から同情してしまった。

　いっそ痛い目を見れば、あの少年も目が覚めるだろうかと思い――直後、ライルは殴なぐりかかってきた一人を地に薙なぎ伏ふせると、人ひと質じち交こう換かんを要求した。そのやり方たるや、いっそ感心するほどの容よう赦しやのなさだった。

　発狂寸前の擦かすれがちの絶ぜつ叫きようが響くたび、周囲の貴族の子し弟ていたちが目に見えて動どう揺ようする。

「こ、この……！」

　この場を取り仕切るゲリムとかいった少年が、懐から何かを取り出した。取り出された黒光りする金属の塊に、ルーナリアは目を奪うばわれる。

「この、この……ふざけるな！」

　勢いで拳銃を取り出したゲリムに、銃口を向けられたライルは脅おびえるでもなく、いっそ憐あわれむような顔を向けた。

「いいの？　鈍どん器きならまだケンカの延長かも知れないけど……それを出したら、もう事件の範はん疇ちゆうだ。恫どう喝かつと殺人未み遂すいで、僕は十分君を罪に問えるんだけど？」

「うるさい！　余よ裕ゆうぶって知ったような口を！」

　言い聞かせるようなライルに、ゲリムは唾つばを飛ばして叫び返した。周囲の仲間たちも「おい、それは拙まずいんじゃ……」と呼び掛けるが、ゲリムは銃じゆうを下ろさない。

「……貴様はいつも……余裕ぶった顔をして、のうのうとして……見下しやがって！」

「そう思うのは勝手だけど……見下されてると思うのは、君らが貴族だからじゃない。君らが既き得とく権益でぬくぬくしたいだけの怠なまけ者ものだからじゃない？」

「なっ！　こ、ここ、この……」

　怒りで力み、銃口の震えが激しくなる。

「認めなよ。ひとりじゃ何も出来ない自分の不ふ甲が斐い無なさを、さ」

「きききっ、きっ、貴様ぁああああああ！」

　怒りに震えた指先が、あっさりと引き金を引いた。

　銃じゆう声せいが響き、ライルが背後に吹ふき飛ぶ。

　最初ライルに痛い目を見せようとしていた少年たち、いまのいままでライルに組み敷かれていた少年も、突とつ然ぜんの凶きよう行こうにそろって顔色を失った。

「……な、なんて事を……」

「おい、やばいぞ、本気でヤバイ！」

「うるさい！　ここまで来たらしょうがない！　ひとまず、死体を隠かくす場所を――」

　騒そう然ぜんとなる中、ルーナリアは倒れたライルを凝ぎよう視しした。

　鼻に付く、焦こげ付いた鉄と油の臭におい。

「あ……あ…………」

　――列をなす銃口――闇やみを裂さく砲ほう火か――次々飛び散る赤い血――倒れてゆく同どう胞ほうたち――脳のう裏りにひるがえる悪夢のような記き憶おくが、目の前の光景と重なった。

「あ、ああ……あぁぁあ…………」

「？　なんだ……？」

　ルーナリアを取り押おさえる貴族の少年がいぶかしんだ。突然ぶるぶると震え出したルーナリアが、まるで気が違ちがったように見えたのだろう。

　急激な発はつ汗かんと震え、揺ゆれ動く瞳ひとみ。それはとても典型的な、パニックの症しよう状じようであった。

「あ、ああ…………あああああああああああああああああああアアああああああああアアアアああああああああああああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ルーナリアの絶叫とともに突如、爆ばく発はつ的てきに『霧きり』が噴ふき上あがった。

「なっ！」

「うああっ！」

　ルーナリアを拘こう束そくしていた少年が『霧』の圧力に吹き飛ばされた。

　物理的な圧力を備えた『霧』は、頭を抱かかえるルーナリアの周囲で渦うずを巻く。渦を巻く『霧』は蛇へびのごとく鎌かま首くびをもたげ、拳銃をもったゲリムに襲いかかった。

「うわああああ！」

　引き金を引くのも忘れて反射的に投げられた銃を、『霧』の蛇は曖あい昧まい模も糊ことしたその顎で噛かみ砕くだいた。暴発した弾たまが飛び散り、路地の壁かべや道を穿うがつ。

　茫ぼう然ぜんとした少年たちが、鉄クズとなって転がった拳銃の音で一斉に身を竦すくめた。

　意思あるように蠢うごめく白い『霧』の中心で、少女は幽ゆう鬼きのごとくゆらりと佇たたずむ。風もないのにざわめく銀ぎん髪ぱつの合間から、黄たそ昏がれ色の眼光が閃ひらめいた。

「ば、ば……化物――ッ！」

　人知を超こえた光景を目まの当あたりにし、貴族の子息たちは一目散に逃げ出した。

　ルーナリアの輝く琥こ珀はく眼がんが、動いた彼らへ反射的に向けられた。

　拳銃を噛み砕いた『霧』が無数の蛇となって、逃げゆく少年たちの背中へと迫せまる。

「――待った！」

　声とともに走った無形の衝しよう撃げき波はが、『霧』の蛇を文字通り霧む散さんさせた。

「――殺すのは駄だ目めだよ、ルーナリア」

　魔ま力りよく励れい起き光を発する懐かい中ちゆう時計を握にぎりしめ、ライルはルーナリアの前に立ち塞がった。
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「――まいったな」

　怒りで震えた銃口はてんで出で鱈たら目めな方向へ弾を吐き出し、ライルには傷一つなかった。

　あとは隙すきを見て逃げ出そうと思っていたライルだったが、突然暴走し出したルーナリアを見ては死んだ振りもしていられなかった。

　ルーナリアは青ざめた銀髪の合間から黄昏色の眼光を爛らん々らんと輝かせている。

　意思を持ったように蠢く『霧』を纏まとわせ、《夜闇の血族》に相応ふさわしい鬼き気き迫せまる姿だ。

「――――ァ……ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

（来る！）

　飛び退のいたと同時に、『霧』がライルの立っていた地面を削けずり取った。どれほどの圧力がかかったのか、削り取られた土は『霧』の口こう腔こう内で石のように圧縮される。

「捕とらわれたら、全身の骨が粉々だな……！」

　銃を向けられても冷静なライルだったが、さすがに今は顔を強こわ張ばらせた。

　ルーナリアの身体から吹き出ているあの『霧』は、霧のように見えるだけで実際は魔力そのものだとライルは見当を付けた。さきほど単純な魔力の塊を叩たたき付けて一時的に散らせたのがその証左だ。

　魔力は現実を歪ゆがめるエネルギー。

　魔力を体内に貯ため込んだ幻想種フアンタズマは、それ自体がひとつの〝魔ま法ほう〟と言っていい。いちいち現実の物理法則から〝魔法〟を構築する魔ま術じゆつ師しとは、比べようのない速度と制せい御ぎよ力。

「アアアアアアゥウウァァァァァアアアアアッ！」

　次々襲いかかる『霧』を、ライルは走ったり転がったりと紙かみ一ひと重えでかわす。広場に積まれた資材があっという間に砕け散ってゆく。

「何とか避よけられてるけど……！」

　ルーナリアは正気を失っているようだった。
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　魔力励起光を漏もらす琥珀眼だが、その焦しよう点てんは霧がかったように曖昧だ。精神に強きよう烈れつな衝撃を受け、パニックを起こしているらしい。

　冷静な思考を失った反射と本能だけの行動なら読むのはた易やすい。だからこそ避けられるのだが――相手は『霧』だ。

　いかようにも形を変える不定形の力が地面を滑すべり、上空に枝を伸のばすようにしてライルを包囲してゆく。

「――〝光の果て、闇の果てに在りしもの。風の始まり、火の始まりを示すもの〟――」

〈祈呪〉を唱えて琥こ珀はくから魔力を引き出すのと並行し、ライルは歪められた法則体系たる〝魔法〟を構築する。

（筋力改変――！）

　筋肉繊せん維い一本当たりの出力を底上げし、数倍近い運動能力の〝強化〟。

　ライルはバッタの如く飛び上がって石材の陰かげに飛び込んだ。じっと息を殺し、懐中時計の蓋ふたを鏡代わりに物もの陰かげから差し出す。

　蓋の裏面に映り込んだルーナリアは、突とつ如じよ速度を増したライルを見失ってゆらゆら彷徨さまよっていた。やはり判断力はなく、目に付いた物を反射的に攻こう撃げきしているだけのようだ。

（正気を取り戻もどすまで待つ……なんてのは高望みし過ぎか）

　今の彼かの女じよが表通りに出て行ったら大おお騒さわぎだ。すみやかにこの場で取り押さえるしかない。

　ライルは手て頃ごろな石を握り込み、新たな魔ま術じゆつの行使をはじめた。

（土ど壌じよう組成――温度――湿しつ度ど――反はん響きよう――把は握あく。〝魔法〟構築開始――）

　ライルは物陰ごしに石を投げ放った。ルーナリアとはてんで見けん当とう違ちがいの方向――だが、地面に落ちた小石は、けして立てる事のない落下音を響かせた。

　パンッッ――

　先ほどの銃声そっくりの音。

　ルーナリアはびくりと身体を震わせ、音のした方へと『霧』を叩き付けた。ありもしない拳銃を壊こわそうと『霧』が殺さつ到とうする。

　ライルは物陰から飛び出てさらに石を投げ放つ。

　今度はルーナリアに向けて投げられた。我を失っているとはいえ反射的な防衛行動で、ルーナリアは振り向きざまに投げられた石を『霧』で粉ふん砕さいし、

　――ずるっ。

　突如発生した泥ぬか濘るみが、振り返ったルーナリアの体勢を崩くずした。突然の事態に、『霧』がひとつの行動に――身体を支える条件反射に費やされる。

　空気の粗そ密みつを利用した音の調整イコライザと、水分密度の誤ご魔ま化かし。

　たったそれだけの些ケ細チな魔術で『霧』を黙だまらせたライルはすんなりとルーナリアに走り寄り――正気を失った者への至し極ごくまっとうな対応を行った。

「――ごめん！」

　ぱんっ！

　頬ほおを叩かれよろめいたルーナリアの身体を、ライルはさっと抱だき留とめた。

「………………ライル、さ、ま……？」

　ルーナリアが茫然と呟つぶやく。琥珀眼は輝かがやきを潜め、『霧』も文字通り霧散した。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい……」

　返事をしたルーナリアだが、すぐに頭を揺らしてぐったりしてしまう。突とつ発ぱつ的てきな魔術行使のせいか、心に受けたショックのせいか、一気に疲ひ労ろうが襲ってきたらしい。

　ライルは脂あぶら汗あせをかきながら、気絶したルーナリアを必死で支えた。小こ柄がらな少女の重さに耐えるように眉を歪める。

「……きっついなぁ……」

　千切れた筋肉線せん維いが熱を発し、全身がぴりぴりと痛み出した。

　魔術の反動である。

　比ひ較かく的てき容易とはいえ、肉体へ作用させる魔術は〝揺り戻し〟が厳しい。

　ルーナリアを背せ負おい、酷ひどくなっていく筋肉痛に顔をしかめながら、ライルは馬車を拾うべく表通りへ引き返した。
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「はあっ、はあっ…………あ、あれはなんだったんだ……？」

　敵意を持って襲いかかる霧――貴族の少年たちはお伽とぎ話ばなしの魔ま物ものでも見たように顔を青ざめさせ、一心不乱に走り続けていた。

　不意に、最さい後こう尾びにいた少年がつんのめってひっくり返る。

　びくっとして残りの四人が振り向くと、女物のブーツが目に入った。

「……よくもまぁ、バカな事をしてくれたもんねぇ」

　声がして、足を突つき出しコケさせた犯人が姿を現した。

　薄うす暗ぐらい路地裏でも鮮やかな赤しやく銅どう色いろの髪かみに、切れ長の翡ひ翠すいの眼。

「ま、マリーア・ハイライン……」

「分かってるわよね？　自分たちが何をしたのか？」

　翡翠の瞳に見み間ま違ちがえようのない憤ふん怒ぬを燃やし、マリーアは雌めす獅じ子しのように牙きばを剥むいた。

「敵意を向けたら――敵意を向けられても文句ないわよね！」

　言うが早いか、マリーアは背後に背負っていた長い布包みを振り被かぶって走り抜けた。

「げぇ！」

　マリーアの攻撃は苛か烈れつだった。武器となった布包みをバトンの様に振り回し、少年たちの胃や肝かん臓ぞうに強烈な突きを見み舞まう。抵抗しようという者もいたが、

「この女――あがっ！」

　突き出された拳こぶしを布包みの端はしで弾はじくと同時に、もう一方の先せん端たんを腹にめり込ませる。衝撃で意識が飛びかけた少年の鼻はな面づらに、マリーアは容赦なく頭ず突つきを喰くらわせた。

　美しさは皆かい無むの荒あらっぽさだが、的確に急所を打ち抜く戦い方は、彼女が何らかの戦せん闘とう技術を学んでいることを匂におわせる。

　マリーアはあっと言う間に、身体だけは大人の四人の少年たちを地面に叩き伏せた。

「な、なんでこ、こんな……」

　一人残ったゲリムが擦れ声を洩もらした。

　なんでこんな目にあわなきゃならないんだ？　そんな思いが透すけるゲリムに、マリーアはいまだ収まらぬ怒いかりの眼まな差ざしを向ける。

「……あんたを残した意味、分かるかしら？」

　マリーアは手にした包みの布を解いた。布がはらりと地面に落ち、木材の匂においが漂ただよってきそうな最新の長身銃ライフルが露あらわになる。

　マリーアはポケットから銃じゆう弾だんを取り出すと、慣れた操作で装そう填てん。音を立てて遊底ボルトが固定され、線条が覗のぞく銃口がゲリムへ向けられた。

「あ、な、なあ――」

「酔すい狂きようだとは思わないことね。戦場帰りの猟りよう兵にみっちり教えてもらったんだから」

　喋しやべっていても揺れない銃口や、自然と肩かた幅はばほどに開かれた足、溶よう接せつされたようにライフルを支える両手。それらが言葉よりも雄ゆう弁べんに素人しろうとでないと語っている。

「ライルにちょっかい出すだけでも許せないけど――本当に撃うつとはね」

「ま、待て、待ってくれ――」

「黙ってろ下種野や郎ろう！」

　バァン！

　拳銃よりはるかに大きな銃声とともに撃ち出されたライフル弾は、マリーアの狙い通りゲリムの右みぎ腕うでを掠かすめて通り過ぎ、路地に転がっていた木箱に着ちやく弾だんして粉こな微み塵じんにした。

「……え？」

　自分の右腕の灼しやく熱ねつ感に少し遅おくれて気付くと、ゲリムは傷を押さえて地面を転げまわった。

「ぎゃああああっ！　腕うでが！　オレの腕がぁぁあああああ！」

「やかましい！　掠り傷きずでがたがたぬかすな！」

　無様にのたうつゲリムに近づくと、堅かたい銃じゆう床しようを振ふり下おろす。静かになったゲリムを見下ろし、マリーアは忌いま々いましい顔で悪態をついた。

「あたしとしては四し肢しを撃ち抜いても気が収まらないけど、ライルはそんなの望まないでしょうからね。感謝はライルになさい」

　それだけ言うと赤銅色の髪を掻かき上げ、ようやくひと心ごこ地ち付いたように肩かたの力を抜いた。

「――お嬢じようさま」

　マリーアが片付けるのを待っていたように、メイドのミラが声を掛かける。彼女は心底ほっとした顔をして、

「ハラハラしましたよ」

「どこがよ。あなたの助けが必要な連中じゃないわ」

「いえ、いつ最後の一線を越こえてしまうのかと心配で心配で」

「殺しゃしないわよ、こんな連中」

　マリーアは気絶した少年たちをブーツで小こ突づいた。

「弾も金ももったいないわ…………ん？」

　マリーアは顔を上げ、路地の奥おくの暗がりを怪け訝げんな目で凝視した。

「誰だれか居ました、ね」

　ミラも主と同じ方向を見て呟く。

「……まぁ、誰だかは想像が付くわ」

　マリーアは髪を掻き上げ、ブーツの踵かかとをカッと打ち鳴らした。

「さて――こいつらを片付けましょ。いろいろ因果を含ふくめないと、ね」

　彼らを叩き潰つぶしたのは怒りもあるが、あの光景の目もく撃げき者しやを放っておけなかったからだ。

　魔術がお伽話の産物とされるこのご時世では、先ほどの事件を話されたところで笑い話だろうが、『話したって無む駄だだ』と言い含めるのは必要だろう。

「……できるなら、もうライルにあんな思いはさせたくないしね」

　マリーアは銃把を握りしめ、決然と顔を引き締しめた。
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　お逃にげなさい、と誰かが言った。

　その言葉に従い、少女は逃げた。

　霧の血族――その名に相応ふさわしい、霧の結界に包まれた穏おだやかな故郷。だが今や、渦うず巻まく炎ほのおと飛び交かう銃弾が白き霧を吹き飛ばし、黒こく煙えんと血けつ臭しゆうが嵐あらしの如く吹き荒あれていた。

　城は崩れ、森は燻くすぶり、すべてが幻まぼろしの如く溶とけて行く。

　炎が迫る。少女は再び逃げ出した。

　だが逃げられない。炎はどこまでも追ってくる。

　お前も消えろ――炎が囁ささやく。お前も溶けろ。お前も崩れろ。夢のように、陽かげ炎ろうのように。それが運命さだめだ。お前たちは消える。それが運命さだめ。受け入れろ。受け入れろ……

　炎が追い付き、少女の足を捉とらえた。

　受け入れろ受け入れろ。炎の囁きが冷たく浸しみ込み、少女は悲鳴を上げた。
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「――目が覚めた？」

　ルーナリアが眼を覚ますと、ライル・バルトシュタインが心配げな顔で見下ろしていた。

　ソファに寝ねかされていたルーナリアは、掛かっていた毛布をずらして身を起こした。

　オイルランプの明かりが揺れている事から、すでに陽ひも落ちているようだ。かなり長い時間気を失っていたらしい。

「……申し訳ありません、ライル様」

　起き上がり、ルーナリアは頭を下げた。

　もっとも、言うほどに申し訳無さもなかった。ごく普ふ通つうの反応を返しただけだ。

　ルーナリアが顔を上げると、ライルは戸と惑まどったような顔をこちらに向けていた。手にはハンカチを握っている。

　仕草だけで問い掛けるべく首を傾かたむけると、自分の手の甲こうにぽつりと水すい滴てきが落ちた。瞬まばたきして視線を動かすと、さらにぽたぽたと。

「…………」

　おずおずと自分の目元に指を伸ばす。頬までがしとどに濡ぬれていた。

「大丈夫かい？」

　ライルが涙なみだを拭ふこうとハンカチを近付ける。

「ッ！」

　ルーナリアは反射的にライルの手を弾いた。彼かれが握っていたハンカチが床ゆかに落ちる。

「……ッ！　見るな！」

　反射的に『霧』を発する。ライルが『霧』の圧力に押されて尻しりもちをついた。

「見るな……見るなっ！」

　ルーナリアは両手で顔を隠し絶叫した。

　涙を流す必要などない。

　泣く理由などどこにもない。

　それなのに――何で自分は泣いているのか？

『霧』が波立つルーナリアの胸の内を示すように荒れ狂くるう。積み上げられた本や書類が宙を舞まい、机や棚たながガタガタと震ふるえた。

「落ち着いて！」

　ライルは頭を押さえて床に這はいつくばり、頭上を飛び交う暴ぼう威いをやり過ごした。

　ようやく『霧』が収まると、研究室は竜たつ巻まきが通り過ぎたみたいに滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　散らばった本を退けながら立ち上がったライルに気付かず、ルーナリアはソファの上で顔を覆おおったまま蹲うずくまっていた。

「…………許しもなく女の子の泣き顔を見たのは申し訳ないと思うけど」

　と、ずり落ちた眼鏡めがねの位置を直しながらライルは言った。

「そんなに恥はずかしい事かい？　誰だって泣くだろう？」

「……泣いてなどいません」

　ルーナリアは顔を隠したまま、なんとか平へい坦たんな口調で返事を試みる。が、声は自然と嗚お咽えつを噛み殺すようになった。

「泣いてるじゃないか？」

「泣いていません」

「いや、泣いてるでしょ？」

「泣いてません。けして泣いてなどいません」

「いやいや、泣いてるじゃないか！」

「泣いてません！　泣いてないったら泣いてません！」

　終しまいには叫さけんでいた。

　思わず顔を上げてしまったルーナリアは、きりりとライルを睨にらみ付けた。

「……あなたは、何なんですか？」

「何、って言われても……」

「手て篭ごめにするならさっさとすればいいでしょう！　使い魔まにしたいというなら〝制約〟でも〝調ちよう伏ぶく〟でもすればいい！　さぁ、さっさとなさい！」

「無む茶ちや言うなぁ……」

　ライルは頭痛を堪こらえるように眉まゆ根ねを揉もむと、姿勢を正してルーナリアに向かい直った。

「……僕ぼくは君を束そく縛ばくしようとか利用しようなんて思ってない。恩に着せるつもりもないよ」

「なら、何で私を助けたりしたのです？」

「困ってる人を助けるのに理由がいるの？」

　ライルは首を傾かしげた。

　心底そう思っているような、衒てらいのない仕草だった。

「…………私は困っていませんでした。見世物小屋の時も、攫さらわれた時も」

　ライルの答えに、ルーナリアは同情を超えて絶望的な気分になる。

　自分は困る必要などないし、泣く理由もない。

　何な故ぜなら、自分は死人だからだ。

　助けられる筋合いも、その救われる価値もない。

　――この少年は、まったく何も分かっていない。

　ルーナリアの胸中に、ざわりと蠢くものがあった。

「……あなたは私が感謝するとでも思っているんですか？」

　この勘かん違ちがいした少年を思い知らせてやろう。能天気で他人の善意を疑いもしないその顔に、失意と怒りを塗ぬりたくってやろう。

　この間ま違ちがいの涙ごと、この少年を否定してやる。

　ルーナリアはうつろな顔を、冷え冷えとした悪意で歪ませた。

「……善意で助けたのでしたら、まったくの無駄でしたね。私、あなたのような人が大だい嫌きらいです。虫むし唾ずが走ります。他人の為ためなんておためごかしを嘯うそぶくあなたは――単なる偽ぎ善ぜん者しやです」

「知ってるよ」

　と、ライルはさも当然のように頷うなずいた。

「君を助けたのは僕の独り善がり。単に僕が僕の気分を良くする為にやった事だ。そもそも〝人の為〟とか〝人助け〟なんて偽ぎ善ぜん以外の何物でもない。偽善だから理由もないよ」

　ともすれば露ろ悪あく的にも聞こえるが、自じ嘲ちようするでも気分を害した様子でもなく、まるで『１＋１＝２』と当たり前の答えを述べる口調である。

　ルーナリアは二の句を継つげず言葉を詰つまらせた。

　ライルは平静な顔のまま研究室を見回し、

「……この有様じゃこの部屋で寝る事も出来ないし、今夜は寮りように戻るよ。君は引き続きそのソファを使って。もし、もうここに居たくないって言うなら勝手に出て行ってくれて構わないけど……行く当てもないなら、しばらくここに居ても良いんじゃないかな？　少なくとも、僕の気分は良くなるよ。――おやすみ、ルーナリア」

　そう言って、静かに研究室を出て行った。

　ルーナリアは置き去りにされたように途と方ほうに暮れた。

「……何よ……何なのですかあの男は！」

　激情に任せてルーナリアは叫んだ。

　怒りと悔くやしさに顔を歪ませているのに気付き、ルーナリアは手ひどく打ち負かされた気分になって俯うつむいた。

「……私は泣いてない。泣く必要もない。だから泣いてなどいない……私は……」

　消え去るべき存在。間違って動き続ける死人――それがルーナリア・ネブラブルートだ。

　泣く理由も悲しむ必要もありはしない。そういう存在の筈はずだ。

「……泣いてないったら泣いてない…………」

　呟くが、なんとも白々しかった。

　あの少年は結局、ルーナリアが泣いてないとは認めなかった。

　ルーナリアの言葉をするりとかわし、自分の言葉をぽんと置いて去ってしまった。

「…………くやしい……」

　不公平じゃないか、とルーナリアは思った。

　自分ばかりが一方的に振り回されて……なんてにくらしい男なのだろうと唇くちびるを噛かむ。

「…………」

　ルーナリアはソファの足元に落ちたハンカチを拾い上げた。すでに濡れているその感かん触しよくから、自分がずっと泣いていたのだと知れた。

「……泣いた顔を見られたの、はじめて、です……」

　呟くや、ルーナリアは隠かくれるように毛布を被った。

　毛布には、やはり独特のにおいがして……その正体に、彼女は唐とう突とつに気付く。

「インクの、におい……？」

　この部屋と、その主になんとも相応しいにおいだ。

　まだ、あのにくらしい少年がそばにいるような気分になって、ルーナリアの泡あわ立だった胸中はなかなか収まらなかった。







三章　赤しやく銅どうの令れい嬢じよう
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　怯おびえた。

　少女は恐きよう怖ふした。

　解わからないものに、分かっていた筈のものに、ワケも判わからず少女は震えた。

　怯え、恐おそれ、震えた後――少女はようやく理解した。自分が何も知らない小こ娘むすめなのだと。ちっぽけで、取るに足らない、つまらない凡ぼん人じんであると納なつ得とくした。

　それが、少女の誇ほこりになった。

　誇りは今も、少女の胸にある。




※　※　※




　ライルが朝起きると、昨夜ベッドに入る前に脱ぬいだ靴くつの位置が微び妙みようにずれていた。逆さに振ると、大量の釘くぎと捩ね子じがザバッと零こぼれた。

「……引っ掛からなくてごめんねヘイゼル」

　向かいの空のベッドに、ライルは溜ため息交じりに謝あやまった。

　寮を出る間ま際ぎわ、冷蔵庫から適当な食材を拝借して布に包つつむ。研究室への道すがら、さてどんな顔をしようかと思考を廻めぐらす。

「うーん……気まずい……」

　泣き顔を見たのは不ふ可か抗こう力りよくだが、女性が理り屈くつじゃないのはマリーアで経験済みである。

　一番無難なのは素す直なおに謝ることだが……

「……泣いてたのを『泣いてない』なんて言われてもな」

　意地を張るのとはまた違ちがう切実な理由から、ルーナリアは涙を否定した。多分、彼かの女じよの捨すて鉢ばちな態度も同じ理由なのだろう。

　彼女はどうあっても、『自分は何の価値もない』と思いたいようだ。

「……嫌いやだよな、そういうのは」

　かつて、ライルの師であるエルルーア・アゾートは自らの魔ま術じゆつを指して『消え去るのを待つばかりの技術』と言った。いかにも皮肉っぽくこき下ろしたが、ライルは師の顔に浮かぶ微かすかな悲しみを見み逃のがさなかった。

　だからエルルーアが科学を啓けい蒙もうしても、ライルは魔術の研究を止めなかった。価値のないものなんてない。消えるだけものなんてない。そう思いたかった。

　ルーナリアを助けようと思った理由をあえて挙げるなら――彼女があまりにライルの願望ねがいと真逆だったからだろう。

「……彼女が『泣いてなかった』とは絶対に認めちゃだめだな」

　決意を新たにすると、研究室のある雑居棟とうに辿たどり着く。軋きしむ階段を上がり薄暗い廊ろう下かを抜ぬけ、ライルは息を吸って研究室のドアをノックした。

　コンコン――どしゃっ、ばさばさっ！

「…………」

　まるで、ノックに驚おどろいて転んだ拍ひよう子しに抱かかえ込んだ本を落とした音――に聞こえた。

「……失礼しまーす」

　自分の研究室のドアをおずおずと開くと、発生したばかりらしい埃ほこりが舞っていた。

　おまけに、本の山に半ば埋うもれた少女のスカートがめくれ上がり、ライルに向かって下着を露わにしていた。

「…………」

『………………』

　なんとも言えない沈ちん黙もく。

　やがて細い両足がばたばた踠もがいて、本の山に埋もれていた上半身が引きずり出された。

「…………おはようルーナリア」

「おはようございます、ライル様」

　ルーナリアは昨日の泣き顔の余よ韻いんもなく、相変わらずの無表情でライルを見返した。

「……」

「…………」

　ライルは何と言うべきか迷って口を閉ざし、ルーナリアはじっと視線を動かさない。

　気まずい沈黙が流れるが、

「………………いやらしい」

　ぼそっと漏もれた一言に、ライルはびくりと身を引いた。

　ルーナリアはくるりと身体を回し、床に落ちた本を拾いはじめた。

「…………ええと、ルーナリア？」

「はい。何でしょうライルさま？」

　呼び掛けに振り向かず、ルーナリアは平坦な声で返事した。

「……何をやってるんだい？」

「片付けです」

　ルーナリアは本を抱え、本ほん棚だなに並べ直してゆく。

「私が散らかしてしまったものです。それに、私はライルさまの秘書なのでしょう？　ならばこの部屋の整せい理り整せい頓とんは私の仕事です」

　蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつを揺ゆらし、ルーナリアはせっせと本を並べ直す。

　だが彼女の動きは妙みようにたどたどしく、崩くずれた本を再び積もうとする度に、

　――ドサドサッ――

「…………」

　――ドサドサドサッ――

「…………！」

　――ドサドサッ、バタンッ。

「手伝おうか？」

「いえ。お節せつ介かいには及およびません」

　ルーナリアは素知らぬ顔で言う。

「……整理するのでお散歩でもして来て下さい。それともライルさまには女性の涙だけでは飽あき足たらず、労苦の汗あせまで観かん賞しようする趣しゆ味みもおありなのですか？」
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　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいの見本みたいに言うのだが、耳が赤く染まっていては形無しだった。

　ライルは必死で笑いを噛み殺し、限界が来る前に廊下へ脱だつ出しゆつする。

「くっ、ふふ……意外と不器用なタイプなんだな」

　意外と、素の部分は負けず嫌ぎらいで天あまの邪じや鬼くなのかも知れない。おまけに、無表情ではあっても感情を隠すのが苦手のようだ。

　ライルは微笑ほほえましい気分になって、朝食の包みを扉とびらの前に置いて研究室を後にした。

　学院の敷しき地ちはまだ静かなままだ。せっかくの休みである。寮りよう生せいたちは泊とまりがけで遊んでいるか、いまだ惰だ眠みんを貪むさぼっているのだろう。

　特に目的地もなく歩いていると、静かな中でやけに活発な一角に行き着いた。古式ゆかしいダンスホールに、多くの生徒たちが出入りしている。

「そう言えば、明日は生徒会主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいか」

　貴族の子し弟ていや裕ゆう福ふくな高級市民が多く所属するだけに、ヴェルゲンハイム学院は園遊会や舞踏会といった優ゆう雅がな催もよおしが多く行われる。

　春炎祭最終日に開かれる舞踏会も人気ある恒こう例れい行事のひとつだ。短期休きゆう暇かの前にはエスコート相手を探して、多くの男子が女子に告白しまくる光景がそこかしこで見られた。

　準備に精を出す生徒らに知っている顔を見つけ、ライルはかるく手を上げ近寄った。

「おはよう、ヘイゼ、ル……」

「……オハヨウ、ライル・バルトシュタイン」

　骸がい骨こつの眼がん窩かみたいに落ち窪くぼんだ目をギロリと向け、ヘイゼルは陰いん々いんと挨あい拶さつを返した。

「……ほんとうにヘイゼル？」

「それ以外の何に見えるってんだコラ！」

　ヘイゼルは手にしていた大工道具を放り出して喚わめいた。

「おのれオノレ……許すまじ……」

　ライルは助けを求め、騒さわぎに気付いた他の生徒に顔を向ける。だが、彼らも多かれ少なかれヘイゼルに似た険しい目つきを返してくる。

「……ライルよ」

「な、なに……？」

「ここで準備してる奴やつらがどういう人種か分かるか？」

「生徒会の手伝いをする心優やさしい人たち……じゃないんだよね、きっと……」

「ああ。此こ処こにいるのは女との予定もなく、労働するしかないアワレな野や郎ろうどもだ」

　休暇前の飛び込み告白で撃げき沈ちんした男子たちが、血走った眼をギラギラ輝かがやかせる。

　気け圧おされるライルに、ヘイゼルは優しすぎる声こわ音ねで語り掛かけた。

「なぁ、ライル？　世の中の男には二種類いると思わないか？」

「……どうだろう。二種類だけとは言えないんじゃないかな……？」

「いや、真に重要なのは二種類だけだ。女に縁えんがない男と……女に縁のある男と」

　ザッ！

　ヘイゼル達が一いつ斉せいに一歩踏ふみ鳴らした。

「……きっと俺おれらと違い、ライル・バルトシュタイン様は舞踏会のエスコート相手には不自由しないんでしょうなァ」

「いや、そもそも舞踏会の事なんてすっかり忘れてて――」

「ふざけるな！　慌あわてるまでもないってことかコラ！」

「ぐっ、うらやましくなんてないんだからね！」

「男子の憧あこがれ、『炎ほのおの薔ば薇ら』マリーア・ハイライン嬢じようと幼おさな馴な染じみというだけに留とどまらず」

「可か憐れんな秘書まで雇やとってあんなことやこんなことを！」

　何故かルーナリアの事が速そつ攻こうで知れ渡わたっている。今度、噂うわさの伝達速度を数式化してみたいものだ――ここから無事に生き延びたら。

　血と女に飢うえた男子どもに、ライルはじりじりと距きよ離りを取った。

「男の異い端たん審しん問もんを行う！」

　ヘイゼルが背後の男子に大声で問い掛ける。

「被ひ告こく、ライル・バルトシュタインの罪状は如何いかん!?」

『大罪のひとつ、淫いん蕩とう罪が適当かと！』『淫蕩罪！　淫蕩罪！』

「有罪か否いなや!?」

『有罪！　有罪！』

「ならば与あたえるべき罰ばつは如何！」

『窃せつ盗とうなら手を斬きれ！』『虚きよ偽ぎなら舌を抜け！』『淫蕩なら――切り落とせ！』

「よろしい！」

　陪ばい審しん員いんたちの決定を受け、ヘイゼルはライルに向き直った。

「ま、待った！　濡れ衣ぎぬだ！　誤解だ！　弁護の機会を――」

「弁護も情状じようじよう酌量しやくりようもない。男の異端審問には実じつ刑けいあるのみだ」

『然しかり！　然り！』

「いつの時代の裁判だ！」

「安心しろ。ほんとに切り落としはしない。それは単なる例えだ」

「そ、そうなんだ……」

「ただ、大きさやら長さやらの事細かな情報データを学院全体にばら撒まくだけだ」

「切った首を晒さらすような最低最悪の極きよつ刑けいじゃないか！」

　巻尺や三角定規、挙句は天てん秤びんまで構えたヘイゼルたちの本気を感じ取り、ライルはびっしりと冷や汗を流した。

　いざ、と男子たちが身構えた――その瞬しゆん間かんを見計らったように、

「――なかなか面おも白しろい光景だな」

　柔やわらかいが力強いその声に、聞いた者すべてが動きを止めた。

「朝から元気だ。感心感心」

　二声目で、皆みなの目が一斉に動いた。

　引き締しまった長身を高級な衣装で包んだ若者が、すべての視線を鷹おう揚ように受け止めた。

　引力、と言うべきか。彼かれの放つ気配は業わざ物ものの剣けんに似ていた。鋭するどい気配を発しながら、人目を引く妖あやしい魅み力りよくを備えている。

「――――やあ、ライル・バルトシュタインくん？」

　ヴィルヘルム・ゼストは、にこやかな顔をライルに向けた。

　次いで、計量器具を構えた男子生徒たちにも微笑み掛けた。

「少し、彼の身み柄がらを借りてもいいかな？　少し話したい事があってね」

「は、はい……」

　毒気を引き抜かれたようにヘイゼルたちが頷いた。

　ヴィルヘルムが登場しただけで、場の空気は一変していた。

　ヴィルヘルムはその力強い視線を再度ライルに向け、安心させるように目を細めた。

「そういう訳だ。すこし良いかな？」

「……はい」

　ライルは警けい戒かいしながらも頷き、ヴィルヘルムの後に付いて行った。
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　ヴィルヘルムがライルを連れていった先は、人気のない蓮はす池いけに作られた東あずま屋やだった。

　設しつらえられたテーブルに向かい合って座すわると、ヴィルヘルムは速すみやかに頭を下げた。

「――昨日は失礼をした。ゲリム達の暴走には俺にも責任がある。本当にすまなかった」

「あ、いえ……」

　纏まとった威い厳げんと裏腹な素直さが、ライルの意気を挫くじいた。

　ヴィルヘルムは頭を上げると、心から安心したように笑い掛ける。

「怪け我ががなくて良かった。昨日もさっきも、ね。君を損そこなう事はこの国の損失だからな」

「そんな。大げさすぎますよ」

「謙けん遜そんだな。科学者にして魔ま術じゆつ師したる《最後の魔ま女じよの弟で子し》よ」

「！」

　さらりと述べられたセリフに身体が固まる。

　だが、それもほんの刹せつ那な。ライルは眼鏡めがねの位置を直しながらしらばっくれた。

「仰おつしやってる意味が――」

「ああ、警戒する必要はない。俺にとっては魔術師など、驚くべきものではないよ。我がゼスト辺境伯はく家は東部を守護してきた辺境騎き士し団だんの責任者。そういう立場だと、何かと技術者を庇ひ護ごする機会は多い。優すぐれた戦士、優れた建築士、そして――優れた魔術師とか、ね。暗黒時代には多くの魔術師を匿かくまい、幻想種フアンタズマとも密約を交かわしたほどだ」

「……なるほど」

　いかに魔術師や幻想種が浮うき世よを厭いとって隠いん棲せいしても、厳然として存在する以上関係者が居るのは当然だ。その中には実力者の庇護を受ける者もいただろう。

「……それで、ゼスト卿きよう」

「ヴィルヘルムでいいよ。何なら愛あい称しようで『ヴィル』と呼んでも構わない」

　ヴィルヘルムはにこやかに訂てい正せいした。

　妙に友好的だ。

　なにがそんなに気に入られたのか疑問に思いながら、ライルはそのまま話を続けた。

「……ゼスト卿。あなたが魔術師を認にん知ちしているのは分かりました。ですが、現在の社会で『魔術師』が忌き避ひすべき迷めい信しんの産物とされているのも事実です。あなたは僕ぼくをどうされるおつもりですか？」

「ヴィルで良いと言ったのに」

　眉まゆを歪ゆがめるヴィルヘルム。本当に傷付いたような表情だった。

「――君をどうしたいか、ね。単刀直入に言えば、『まずはお友達からはじめましょう』といったところかな？　時代遅おくれの異端審問にかけようとか、世間からの目を悪化させてやろうなんて考えちゃいないさ」

「それを信じろと？　昨日の彼らは、僕を目め障ざわりな羽虫みたいに嫌きらっていましたけど？」

「それは連中が阿あ呆ほうだからさ」

　爵しやく位いを持つ生きつ粋すいの貴族は、にこやかな顔で貴族の子弟らを嘲あざけった。

「貴族に最も必要な資質が何か分かるか？　権力？　財産？　それとも血筋？　違うね。貴族と呼ばれる人間が持たねばならないのは、価値を見極める眼だ」

　ヴィルヘルムはそう言うと、両の眼をライルに注いだ。

「――貴族とは管理者だ。時代が移っても貴族が貴族たらんとするなら、正しい管理者であり続けなければならない。君には〝価値〟がある。それを見極められなかったゲリム達は、残念ながら無能と言わざるをえない」

「……それこそ正しい目め利ききとは言えないと思いますけど？　あなたも《最後の魔女の弟子》という仇あだ名なに目が曇くもってはいませんか？」

「またまた謙遜だな。なら三年前、君が提唱した『蒸気演算概がい論ろん』はどう説明する？」

「なっ――」

　今度こそ、ライルは言葉を失った。

　ヴィルヘルムは我が意を得たりと笑えみを深める。

「やはり、か。蒸気機関で動く自動機械――あの論文は実に衝しよう撃げき的てきだった。表向きはエルルーア・アゾートの名で流る布ふしているが、あれは君の発想アイデアによるものだろう？」

「……なんで、そう？」

「売名行こう為いに関心のなかった最後の魔女が、あの概がい念ねんだけは積極的に発表した。何な故ぜかと思ったが、こう考えれば説明が付く――あまりに幼い君の才能を守る為ためだった、とね」

「…………」

　ライルは無言だった。ヴィルヘルムの言う通りだったからだ。

「あの概論をたった十三で構築したのは、もはや天才と呼ぶ以外にない。それを踏まえ、改めて言おう。――ライル。俺と一いつ緒しよに来い」

　ヴィルヘルムはライルへと手を差し出す。

「俺は君が欲ほしい。君の才能は巨きよ大だいな可能性を秘ひめている。その価値を、俺は最大限に尊重しよう。君の成したい事を成す手伝いを、俺にさせてくれないか？」

　彼の言葉は若くして辺境伯を受け継つぐことを認められただけある、人を引き付ける力強さに満ちていた。男なら頭を垂れ、女なら抱だかれたいと思わせる。

　管理者の――支配者の声、だ。

　ライルでさえ、この男に仕えてみたいという気持ちが鎌かま首くびをもたげるのを感じた。

「……光栄ですが、遠えん慮りよします」

　が、ライルはそう言って首を横に振ふった。

　ヴィルヘルムは意外そうな顔で小さく唸うなる。

「ふむ……何故かな？」

「僕にはそれほどの価値なんてないからですよ。少なくとも僕自身はそう思ってます」

「人間、自分の価値は過大するか過小するかで上う手まく捉とらえられないものだ。君は君自身を判っていないよ」

「そうでしょうか？」

「ああ。俺も、そうだからな」

　ヴィルヘルムはあくまで優雅に肩かたを竦すくめて言った。

「俺も、他ほかならぬ〝己おのれの価値〟だけは把は握あくできない。それが俺の原動力でもある。俺は俺の価値を知る為に挑ちよう戦せんし続ける」

「自分の価値……」

「君も同じだ。違うのは、俺は過大な自分を裏付けようとし、君は過小な自分に満足している――否いや、満足しようとしている。違うかな？」

「そんなことは――」

「嘘うそ、だな」

　ヴィルヘルムは頑かたくなな子供に向けるような笑みを浮うかべた。

「それは本心じゃない。君は君の力を振るいたくてしょうがない筈はずだ」

「そんなことは――」

「君が自分の力を畏おそれるのは、マリーア嬢が君の才能ちからだけを必要としている、と疑っているからだろう」

「…………」

「ふふっ。君は自覚している事を指し摘てきされると無言になるな。かわいい癖くせだ」

「茶ちや化かさないで下さい」

「茶化してなんていないさ。親しい少女からの好意が〝自分〟と〝才能〟のどちらに向けられているのか……実にかわいい悩なやみだ。すぐにでも解決できるような、な」

「…………」

「そう、才能を示すだけでいいのさ。才能もまた君の力だ。それを発揮して彼女の歓心を得るのに何を悩む？　なればこそ、俺と来るのは近道と思わないか？　君の力を確立して、そうして彼女を迎むかえに行けばいい。だろう？」

「…………」

　ライルは差し出された手を引き込まれるように見み詰つめた。思わず、手が上がる。

　ヴィルヘルムが満足そうに目を細めた。

「――――随ずい分ぶんとせっかちですね、ヴィルヘルム・ゼスト卿？」

　凛りんとした声と共に、横から伸のびた手がライルの手首をがしっと握にぎり締めた。

　ライルの視界の端はしで赤しやく銅どう色いろの髪かみが躍おどる。

「……マリーア」

　ほんの少しの後ろめたさを覚えながら、ライルは幼馴染みの少女の名を呼んだ。




　朝一番で学院に向かったマリーアは、研究室にも寮りようにもライルが居ないのを見て取り舌打ちを漏らした。

　学院内を探し回っているとダンスホールで舞踏会の用意をする一団を見つけた。

「ごきげんよう。作業中に失礼いたしますが、ライル・バルトシュタインを見かけなかったでしょうか？」

　幼い頃ころは礼れい儀ぎ作法を馬ば鹿かにしきっていたマリーアだが、ここ数年は子し爵しやく令れい嬢じようらしい完かん璧ぺきな優雅さを心得ていた。その方が都合がいいと悟さとったからだ。

　故ゆえにマリーア・ハイラインは学院の男子女子問わず憧れの的だ。成金貴族と蔑さげすむのは、ごく少数の貴族だけである。

　話しかけられた男子はビシリと背筋を伸ばし、すらすらとマリーアの質問に答えた。

「ありがとう。作業お疲つかれ様です。頑がん張ばってくださいね」

　微笑んで労ねぎらいの言葉を掛けると、男子生徒たちは蕩とろけそうな笑え顔がおで気を失った。

　マリーアは早足でその場を去り、人目がなくなると一目散に走った。

　天に祈いのりが通じたか、マリーアはすぐにライルを発見した。

　しかし、見つけたライルと話していたのは、よりによってヴィルヘルム・ゼストだった。

　見つけるや否や風のように滑すべりこむと、ライルは驚おどろいた顔になった。

　言いたい事は多々あるが、今は目の前の男を睨にらみ付けるのが先だった。

「……怖こわいな。そんな顔を向けられると心臓が止まりそうだよ、マリーア嬢」

「小こ娘むすめのひと睨みで止まるとは、当代のゼスト卿は随分と繊せん細さいな心臓であらせられるのね」

「小娘、ね。仔を守る雌めす獅じ子しもかくやの眼光を放っておいて、その表現は穏おん便びんに過ぎるのではないか？」

「あら？　そんな事を言うからには、あなたが何に手を出したのか十分お分かりのようね」

　マリーアは翠みどりの眼を鋭く研とぎ澄すませ、斬りつけるように言葉を叩たたき付けた。

「――疾とくお帰りくださいまし、ヴィルヘルム・ゼスト辺境伯。また頬ほおを叩かれたくないのであれば」

「やれやれ……嫌われたものだ」

　悲しげに溜ため息を吐つくヴィルヘルム。そんな仕草すら女性を蕩けさせる貴公子然とした洗練ぶりだが、マリーアは厳しい視線を一いつ瞬しゆんたりと弛ゆるめなかった。

　マリーアも当初、噂に聞くヴィルヘルム・ゼストには敬服に近い思いを抱いていた。

　若くして辺境伯――貴族でも高い位を受け継いだヴィルヘルムだが、出自は妾しよう腹ふくの次男である。想像を絶する苦労があった筈だが、彼は課せられた重圧を尽ことごとく試練と変えた。

　口を開いていれば爵位が与えられると思ってる馬鹿どもとは違ちがう。人並外れた克こつ己き心しんと向上心を備えた、貴ばれるに足る人物だとマリーアも思っていたのだ。

　それが、顔を合わせて一言二言で印象は反転し、気付けば手を振り抜ぬいていた。

　明確な理由があった訳ではない。敢あえて言えば〝女の勘かん〟だ

　この男は気に入らない。絶対に分かり合えない――否、分かり合ってはいけない。

　その想おもいは、今この瞬間も変わってはいない。

「……どうやら、本当に退散した方が良さそうだな」

　ヴィルヘルムは首を振って立ち上がった。

「ああ――ひとつ忘れていた。マリーア嬢、昨日君が捕ほ獲かくしたゲリム・シュバッテン以下五人の身柄、俺に引き渡してくれないか？」

「……承服できかねるわね。あいつらはライルに銃じゆうを向けた、れっきとした犯罪者よ。引き渡すならあなたではなくて司法の手へ、でしょう」

「もちろんただで渡せとは言わない。連中の口は俺が黙だまらせておく。君も連中の囀さえずる荒唐無稽な作り話を誤ご魔ま化かす手間も省けるだろう？」

「連中をけしかけたかも知れない男の言葉を信じろと？」

「少なくとも、俺はライルくんを大きく評価している。その点は信じて欲しいな」

「…………いいわ」

　固い面おも持もちのまま、マリーアは頷うなずいた。

　この男は自らの定めた『価値』観を裏切る真ま似ねはしない。その点だけは信用してもよい。

「今夜にでも使いを出そう。それでは、な。マリーア・ハイライン嬢。ライル・バルトシュタインくん」

　自信に満ちた笑みを残し、若き辺境伯は去って行った。

　彼の姿が視界から完全に消え、ようやくマリーアはゆるゆると息を吐き出した。

「……一ひと筋すじ縄なわでいかないってのは、あーゆう奴を言うのよね」

「マリーア……」

　呼び掛けられるや、マリーアはきっとライルの顔を睨み据すえた。

「……どういうつもりだったの？」

「はい？」

「あんな奴と手を組もうとしたの？」

　ライルがたじたじになるのに構わず、マリーアはきりりと眦まなじりを吊つり上あげた。

「十年来の腐くされ縁のあたしを差し置いて、あんな奴と？」

「ま、マリーア、落ち着いて……」

「落ち着け？　あたしはこれ以上もなく落ち着いてるわよ！」

　マリーアは言葉とは裏腹な叫さけび声ごえを上げた。

　くやしい、とマリーアは憤いきどおった。

　やはり自分はライルにとってその程度でしかないのか。

「……あたしだって、もう迷子になるだけの女の子じゃないのよ？　お願いだから、相談くらいしてよ。悩みくらい聞かせなさいよ……」

　思わず弱音に近いものを零こぼし、マリーアは顔を俯うつむかせた。ライルの前では背せ伸のびしてばかりの彼かの女じよには珍めずらしいことである。

　マリーアにとって、ライル・バルトシュタインは大事な人間だ。家の恩人の形見ともいうべき少年であり、気心の知れた幼馴染みであり、なにより〝魂たましいの恩人〟でもある。

　だからライルに頼たよられないのは、歯は痒がゆくてしょうがない。

「ま、マリーア……！」

　ほとんど見た事のないマリーアの落ち込みように、ライルはおおいに慌てふためいた。

「ご、ごめん！　相談しなかったのは自分が情けなかったからというかマリーアにだけはカッコ悪い姿を見せたくなかったからで、べつにマリーアを蔑ないがしろにしてたわけじゃないんだ！　ごめん！　本当にごめん！　謝あやまるから！　ごめんマリーア！」

　――おや？

　マリーアは必死に謝る幼馴染みに内心驚いた。

　普ふ段だん、事あるごとに誘ゆう惑わくしてもすげなく流すライルである。こんなに積極的に関心を向けてくれるのは、これまた珍しいことだ。

（いまなら……？）

　落ち込んでいたマリーアの中に、むくむくと期待が膨ふくらみはじめる。

　ずっと手を握り締めていたのも好都合だ。マリーアは拗すねた子供が甘あまえるように、ライルの腕うでに身体を擦すりつける。

「……悪いと思ってる？」

「う、うん……」

　押おし付けられた胸の柔らかさに、ライルが顔を赤くしてこくこくと頷く。

　マリーア自身、顔から火の出る思いで身体を張ってるのだ。恥はずかしがってくれなかったらそれこそ絶望である。

「……なら、明日の舞ぶ踏とう会かい、あたしのエスコートしてくれる？」

「は、はい……はい？」

　ライルが目を瞬まばたかせる。冷静さを取り戻もどすと、胡う乱ろんな目付きでマリーアを睨んだ。

「……嘘うそ泣なきだったの」

「さぁ？　何のことかしら？」

　マリーアはここが勝負どころとぐりぐりと胸を擦りつける。弾はじけそうな心臓の鼓こ動どうが悟られやしないかひやひやするが、表情はあくまで女の色気を演出する流し眼だ。

「ね、『はい』って言ったわよね？　言った以上は、ちゃんと守ってくれるわよね？」

「……わかったよ。約束するよ、マリーア」

　降参したように頷くライル。

　マリーアは心の中で快かい哉さいを叫さけび、思いきりライルの首元に抱き付いた。

「ありがとライル！」

「わわっ！　マリーア――！」

　いきなり抱き付かれ、ライルの身体がバランスを崩くずした。

　ライルはマリーアの勢いを支えきれず、ものの見事にひっくり返る。

「ぐぅえッ！」

「ライル!?」

　蛙かえるの潰つぶれるような声で呻うめいたライルは、当然のことながら気絶していた。




　ルーナリア・ネブラブルートにとって、掃そう除じなど初めての経験だった。彼女は霧の血族ネブラブルートでおよそ百年ぶりの新生児で、同どう胞ほうたちに蝶ちようよ花よと大切に扱あつかわれていた。

　だから上手くいかないのは当然なのだ。ルーナリアは一向にはかどらない状じよう況きようにそう言い訳した。言い訳した後で、そんな事を考える自分に驚く。

　驚いたといえば、多くの年配の人間たち――みんな『キョウジュ』という職業だった――がライルを訪ねてくることだ。

「君はどちら様かな？」

　新しく雇やとわれた秘書だと答えると、彼らは驚いた後に「そうか、彼も本格的にやる気になったか……だがおのれこんな可愛かわいいお嬢じようさんを。うちの秘書は小うるさいバァさんだぞ」と零してから、ルーナリアに書類を渡わたして去って行った。

　書類には記号と数字がびっしりと書かれていた。この書類をライルに渡して欲しいそうだが、あの少年は妖よう精せい語や精せい霊れい文字にも匹ひつ敵てきするこの暗号を解読できるらしい。

　一日かけて研究室をひとまず元の混こん沌とん状態に戻すと、部屋の主が帰ってきた。

「――ソファを貸して」

　先ほどやってきてすぐさま出ていったマリーア・ハイラインは、何故か気絶したライルを示してそう言った。

「……何があったのですか？」

「さ、さぁ……？」

　ルーナリアが問うと、マリーアは口笛を吹ふきながら部屋を出て行った。

　あの口笛は何かのまじないだろうか？　人間の習慣はまだよく分からない。

　マリーアはすぐに戻ってきて、その手には水の入った洗面器があった。彼女はソファに横になったライルの枕まくら元もとへ寄ると、ハンカチを濡ぬらして彼かれの後頭部に当てた。

　マリーアはバツの悪い顔であったが、ライルを手当てする動作は慈いつくしみに満ちていた。ソファの近くに椅い子すを寄せ、眠ねむったままのライルを眺ながめながら微笑ほほえむ。時折、彼の前まえ髪がみを整えてやったりする。

「……マリーア様」

「マリーア」

　マリーアが指を振りながら訂正した。

「様だの何だのは、堅かた苦くるしい席だけでたくさんだわ」

「……マリーアは、ライルさまとお付き合いが長いのですか？」

「そうね……もう九年と七ヶ月と十八日の付き合いになるわ」

　事細かにマリーアは言った。

　会った日をしっかり覚えているほど、彼女とライルの出会いは衝撃的だったのか。

「……初めて会ったのは、田舎いなかの別べつ荘そうだったわ」

　ルーナリアの内心を読んだわけではないだろうが、マリーアは懐なつかしむような顔で、くすくす笑いながら語りはじめた。

「病弱な母の療りよう養ように、一緒に田舎へ付いて行ってね。その田舎にはハイライン家の恩人であるエルルーア・アゾート先生も住んでいた」

「エルルーア・アゾート……」

「ライルの師せん匠せいで、養母でもあった人ね。別荘を訪ねてきたエルルーア先生に連れられてやってきたのが、当時先生が引き取ったばかりのライルだった。あまりにも細くて弱々しくて、あたしの第一印象は『もやしっ子』だったわ」

　いまもそれほど変わってないけど、とマリーアはライルの寝ね顔がおを見下ろした。

「まぁそんなだから、あたしはライルを子分にして連れ回したわ。『あたしが鍛きたえてやる！』ってね。いま思うと……よくもまぁ嫌われなかったものだと感心するわね」

　苦く笑しようするマリーアの横顔は、間ま違ちがえようもなく〝恋こいする乙おと女め〟の表か情おだった。

「その頃から――その、お好き、だったんです、か？」

　問い掛かけはつっかえつっかえになってしまった。

　色いろ恋こい沙ざ汰たなど経験がないルーナリアにとって、これは初めての〝恋コイ話バナ〟だった。

　ルーナリアの問い掛けに、マリーアは「むっ」と唸って眉まゆ根ねを寄せた。

「気になる？」

「いえ……いいえ、気になります。ライルさまは、私の雇い主ぬしでらっしゃるので」

「ふぅん……ま、せいぜい『弱虫の弟』ってところね。あの頃のあたしは『自分より強い男じゃないとヤ』とか言っちゃう夢見がちな女の子だったから」

「では……何故？」

「そこから先は秘密」

　凛とした声で言い切ると、マリーアは毅き然ぜんと立ち上がった。

「――一日で随分顔つきが変わったわね。昨日までは自分で死ぬ気力もなかったのに」

　言われ、そんなに変わっただろうかとルーナリアは訝いぶかしがった。

「ライルに何か言われた？　いえ――何もなかったから、かしら？」

　くすり、とマリーアは笑った。

「あたしは帰るわ。明日の夜に用事が出来たから準備もいるしね。あとはお願い」

　マリーアは手を振って部屋を出て行こうとした。

　ルーナリアは思わず、

「――あのっ」

「なに？」

「……よろしいんですか？　私のような者が居たら……不ふ愉ゆ快かいではないのですか……？」

　なんでこんな事を聞いてしまったのか、ルーナリアにも良く分からなかった。

「ええ、不愉快よ。胸を掻かき毟むしりたくなるほどに」

　その答えを聞き、ルーナリアは心が冷えるのを感じた。かつて嫌いやというほど感じ、ついには無くなったと思っていたその冷たさは――喪そう失しつ感というものだった。

　まさか、自分は失いたくないと思っているのか？

　失う物のない自分が、消えて行くだけの自分が、失いたくないなどと思っていたのか？

　けれど――いったい何を？

「不愉快だけど、構いやしないわ。あたしはあたしの魅み力りよくでライルと勝負してるの。木こっ端ぱの一人二人増えたところで揺ゆらぎはしないわ」

　マリーアの言葉に、ルーナリアは知らず知らず俯かせていた顔を上げた。

　赤銅色の髪の少女は憮ぶ然ぜんとした表情をふっと緩ゆるめて肩を竦めた。

「――ライルもきっと許さないでしょうからね。自分が傷付いても偽ぎ善ぜんだの自己満足だの言い張る、とっても傲ごう慢まんなお人ひと好よしなんだから」

　とっても傲慢なお人好し。

　あの少年を言い表すのに、なんとも落ち着く表現だった。

「だからまぁ、好きにしなさい。あたしも好きにするから」

　それだけ言って、マリーアは今度こそ赤銅色の髪を翻ひるがえして去って行く。

　ルーナリアは呆ぼう然ぜんと、マリーアの去って行った扉とびらを見つめた。

　格好良い少女だった。

　ルーナリアはなぜか、自分が情けないと思った。忸じく怩じたる思いを抱く理由も価値も、もはや自分には何もない筈なのに。

　何が、あの少女をあんなに格好良く見せているのだろう？

　誇ほこらしげな顔で言った『秘密』が理由だろうか？

「……その『秘密』が分かれば、あなたの事も分かるのでしょうか……」

　ルーナリアはライルを見下ろして呟つぶやいた。

　他人の心をかき乱しておいて、気絶したライルの顔はなんとも呑のん気きなものだった。

「…………ほんとうに、にくらしい人です」




※　※　※




　ゲリム・シュバッテン以下貴族の子し弟てい五人は深夜になって解放された。ゼスト辺境伯はくの使いだという御ぎよ者しやの操あやつる馬車に揺られ、彼らはようやくの自由に安あん堵どの溜め息を漏もらした。

　だが、馬車が郊こう外がいに向かっているのに気付き、少年たちの一人が御者に声を掛けた。

「おい、いったい何ど処こへ行くんだ？」

「…………」

　御者は無言だった。不敬であると叱しかったが、人形のように黙っていた。

　馬車が止められたのは、王都郊外の野原のど真ん中だった。天空には分厚い雲が覆おおい、正確な場所は測りようがない。

　不気味な御者のランプに導かれ、彼らは地面に突とつ如じよ口を開いた『穴』に辿たどり着いた。草が覆う野原の中に、そこだけは人工的なコンクリートで舗ほ装そうされている。

　御者は穴の底へ続く階段を降りて行く。少年たちも仕方なくそれに続いた。

　……どれほど下っただろうか。

　よほど広大な空間に辿り着いたらしい。御者のランプはただひとつの光源で、それだけでは濃のう密みつな闇やみを晴らすにはまったく足りていない。

　だが、彼らの顔を晴らす人物はしっかりと照らしていた。

「ヴィルヘルム様……！」

　若き辺境伯が、剣けんを杖つえに彼らを待ち構えていた。

　少年たちは転ぶようにして駆かけ寄ると、ヴィルヘルムに向かって首を垂れた。

「お、お許しくださいヴィルヘルム様……とんだ醜しゆう態たいを……」

「しかし、朗報が！　あのライル・バルトシュタインは怪あやしい魔ま術じゆつの使い手です！」

「あいつは少女の姿をした悪あく魔ままで飼っています！　すぐにでも異い端たん審しん問もんに！」

　彼らの弁明を、ヴィルヘルムはじっと聞いていた。いや、聞いているように見えた。

　やがて彼らの言葉も尽つきると、ヴィルヘルムは誰だれに向けるでもなく、

「………………ふぅ」

　と、とてもささやかな溜め息を漏らした。

「…………いまの時代に異端審問という言葉が出てくるとは。イルゼシュタイン王国の歴史を忘れたか？　教会の専横に立ち向かった貴族の末まつ裔えいからそんな言葉が出てくるとは……笑うべきかどうなのか」

　――少年たちの何人が、その変化に気付けただろう？

　ヴィルヘルム・ゼストがたった今、決定的な判断をしたのだ、と。

「……認めよう。俺おれの愚おろかさを」

「ヴィルヘルム様……？」

「それに……黙らせると約束してしまったし、な」

　そう言って、ヴィルヘルムは何の気負いなく剣を抜いた。労うように掲かかげられた剣は、肩かたを叩くような自然さで少年たちに吸い込まれる。

　一いつ閃せん、二閃――都合四振ふり。

　示し合わせたようなタイミングで、四人の少年たちがどぅと倒たおれる。

　ランプを持った御者は何も見ていないようにぴくりとも動かなかった。

「ひ、ひぃ！」

　残されたのは、何の因果かゲリムだった。腰こしが抜け、無様にその場にひっくり返る。

「ひぃぃぃぃいいいいいい！」

「――特に意味はない。ただ剣を振るう順番で君が最後になっただけでね」

　声を擦れさせるゲリムに、ヴィルヘルムはごく落ち着いた口調で語り掛けた。

「君らには感謝している。君らのおかげで、主要貴族たちの権力や資産の運用状態も概おおむね把は握あく出来た。あとはいつでも自由にできる」

　ゲリムは顔を蒼あお褪ざめさせた。

　有力貴族たちを乗っ取る。ヴィルヘルムはそう言っているのだ。

「だ、騙だましたのか……」

「とんでもない。君らさえ有能なら友好的でいられたんだ。だが、どう考えても君らより俺の方が上う手まく使えるからね。憎にくむべきは自らの限界だよ、ゲリム・シュバッテン」

　それは、ある意味これ以上ない貴族的な精神の産物だった。

　自分に有用であるかそうでないか――かつて貴族たちが領民に対し行ってきた無む慈じ悲ひかつ一方的な選別を、この男はすでに下してしまったのだ。

　無用と峻しゆん別べつされたゲリムの眼前に、鋭するどい剣けん先さきが突き付けられた。

　それは優美でありながら、禍まが々まがしさを感じさせる長ちよう剣けんだった。刃はは仄ほのかに赤く染まり、いまにも血が滴したたりそうだ。拵こしらえは精せい巧こうな細工が施ほどこされていたが、目を引くのは柄つか元もとで妖あやしく光る宝石だった。黄たそ昏がれ色の宝石――現在は燃料とされているが、古来には魔ま力りよくの源と云いわれた神秘の魔ま石――琥こ珀はくが、睨みつけるようにギラリと光った。

「ま、まって！　待って下さい！　なんでも――何でもしますから！」

「…………ふぅ」

　小さな溜ため息とともに凶きよう刃じんが風を切った。




３




　春炎祭の最終日、学院の休きゆう暇かの最終日に予定されていた生徒会主しゆ催さいの『仮面舞踏会』はつつがなく始まった。

　日が暮れると、ヴェルゲンハイム学院の敷しき地ちの各所で珍ちん妙みような格好の人々が現れ始めた。

　極東に伝わるキモノを羽織った少女もいれば、甲かつ冑ちゆうでやってくる男子生徒もいた。髑どく髏ろを模した仮面で死神を気取る者もいれば、伝統的な白仮面に道どう化けの衣装を纏まとった者もいる。

　学院のダンスホールに続々やってくる凝こりに凝った装いの学生たちを眺め、ライルは早くも頭がくらくらするようだった。

　ライルはいたって普ふ通つうの礼服に、顔の上半分を覆うフクロウを模した仮面を被かぶっていた。獅し子しや虎とらの毛皮をそのまま着こんでいるような中ではささやかではあるが、仮面を被っている以上問題はない。

　ホールの隅すみでぼんやりしていると、ぽんぽんと肩を叩たたかれた。何気なく叩かれた方を見て――ライルは「ゲ」と呻いた。

「ライルだろ？　俺だって俺」

　頭に矢が刺ささって目玉が飛び出た醜みにくい死体が――死体の仮装をした誰かさんは、聞き覚えのある軽い口調で名を呼んだ。

「……もしかしてヘイゼル？」

「おうよ」

　死体のくせしてやたら元気に、ヘイゼルは自身の仮装を誇るように胸を張った。

「どうよ、コレ？」

「……よく出来てると思うよ」

「だろ？　バイトしてる劇団の小道具係に飾かざってもらってな。さすがはプロの仕事だぜ。びっくりしたろ？」

「うん。びっくりしたよ」

「この見事な仮装ならどんな野や郎ろうよりも目立てるぜ。女もどっきりびっくりうっとりってもんよ」

　本人はいたって満足そうなので、ライルは何も言わず頷いておいた。

「けど、よく僕ぼくって分かったね？」

「女にキョーミなさそうに立ってるからな。見ろよ、気の早い奴やつはもう始めてる」

　ホールの各所ではさまざまな人々が談だん笑しようしつつ、こそこそっと耳打ちしている様子も見受けられた。

　この仮面舞踏会は一種のゲームでもあって、生徒同士の名前当ても趣しゆ旨しの一つなのだ。自分はちゃんと君を見つけられるんだよ、とロマンチックな告白の機会を提供しようというのである。もっとも、示し合わせて参加した恋こい人びと同士がお互たがいを見つけられず、破局するという例もあるとの噂うわさだが。

「みんな必死なんだぜ？　特に彼女なしの野郎は探さぐりを入れるのに余念がない。まあ、現実が充じゆう実じつしてるお前にゃ関係ないだろうがコノヤロウ」

「お願いだからその顔を近づけないで……」

　ヘイゼルの死相で迫せまられて辟へき易えきしていると、ホールに感かん嘆たんのざわめきが広がっていた。仮装客たちの視線を追い、ライルはダンスホールの入口に目を向けた。

　焔ほのおの女め神がみ――人々の注目を集めていたのは、そんな絢けん爛らんたる装いの女性だった。

　すらりと伸のびた肢し体たいを飾るのは深しん紅くのドレス。肩や背中が大だい胆たんに開いているが、艶えん美びさよりは優美さを印象付けた。たわわな胸むな元もとを幾いく重えもの薄うす布ぬのが羽う毛もうのように包つつんでいる。

　赤い唇くちびるとほそい顎あごだけでもそうと分かる美び貌ぼうには、赤く染められた羽根が使われた華か美びな仮面。赤しやく銅どうの髪かみも相まって、火焔鳥フイーニクスもかくやの輝かがやかしい装いだった。

「豪ごう華か絢けん爛らん、なのに嫌いや味みな感じがしねぇな」

　見み惚とれていたライルは、ヘイゼルの感想で現実に戻った。気き後おくれする心を叱しつ咤たして、人だかりが囲む『焔の女神』へと近づいて行く。

「……約束通りエスコートしに参りました、マリーア・ハイライン殿どの」

「よろしくお願いします、ライル・バルトシュタイン殿」

　完かん璧ぺきな挙きよ措そでスカートを摘つまむと、『焔の女神』に扮ふんしたマリーアの手が、差し出したライルの手に重ねられた。

「ははぁ～ん？　やっぱりマリーア殿だったのか」

　死体が近付いて来てぎょっとしたマリーアは、すぐさま反射的に拳こぶしを突つき出した。

「ぐぶぅおっ！」

「マリーア！　これはヘイゼル！　ヘイゼルだから！」

「はっ。しまった。あまりのキモさについ……」

「う、ううっ……ひでぇ……」

　的確に肝かん臓ぞうを打ち抜ぬかれたヘイゼルが、死に掛けたようにふらふら立ち上がった。

　不気味さきわまるヘイゼルに顔を見合わせるライルとマリーアだが、またまた起こったざわめきに背後を向いた。

「むっ！　あれは！」

　ざわめきの中心を見たヘイゼルが、新しん鮮せんなゾンビのように走って行った。

　新たに耳じ目もくを集めているのは、華きや奢しやな身体を黒いドレスで包んだ少女だった。凝った裁断ではあるが簡素なデザインは、少女の儚はかなさを強調している。被っているのも黒一色の仮面だが、それも彼かの女じよの銀ぎん髪ぱつの蒼褪めた清せい冽れつさを高めていた。

　月夜の姫ひめ――とでも呼ぶべきか。

　彼女の儚い雰ふん囲い気きは男の保護欲をくすぐるようで、多くの男子生徒たちがエスコートを申し込んでいる。その中に飛び込んだ死体＝ヘイゼルは、彼らを掻き分けて姫の前に抜け出した。なにやら大おお仰ぎような身み振ぶりで語り掛けるヘイゼルだが、少女がかるく一言二言返事をすると、魂たましいが抜かれたようにべちゃりとホールの床ゆかに突っ伏ぷした。

「……憐あわれ」

　本物より本物めいた気味悪い死体に注目が集まっているうちに、『月夜の姫』はするりと人ひと混ごみから抜け出た。彼女は一部始終を見守っていたライルたちの前にやってくると、スカートを摘まんで腰を折った。

「……本当に呼んだのね」

　マリーアはむぅと唇をひん曲げ、『月夜の姫』――ルーナリアに顔をやった。

「ごきげんよう、マリーア様。――今夜は畏かしこまった席ですので」

「はいはい。ごきげんよう、ルーナリア」

「はい。……ごきげんよう、ライルさま」

「こんばんは、ルーナリア」

　何かを含ふくんだマリーアとルーナリアの様子が気になったが、ライルは隅に運ばれて行く死体の仮装を指差して、

「……なに言ったの？」

「先日お会いしたヘンゼル殿だったのですが、やはり先日の通り『夜中もライル様のお世話で忙いそがしいので、身体をお貸しすることは出来ません』とお断りしました」

　研究室の片付けを夜中もやってくれているので間違ってはいないが、思春期の劣れつ情じようを誤解させる言い回しである。

　名前も覚えられていないヘイゼルに、ライルは数秒だけ黙もく祷とうした。

「それより――なにか、とても注目されているようなのですが……？」

　ルーナリアに言われ、ライルも周囲を見回した。

　華はなやかな会場内だが、仮想した多くの生徒たちの注目はライルたちに――正確にはライルが侍はべらす『焔の女神』と『月夜の姫』に注がれていた。

　マリーアもルーナリアも、印象は違ちがえど類たぐい稀まれな美少女たちである。しかも今夜の仮装は、そんな二人の印象をこれでもかと引き立てていた。注目しない方が難しい。

「けど、注目というにはちょっと怖こわい視線も混ざっているわね」

　マリーアが含み笑いをしながらライルの右みぎ腕うでを取った。

　怖い視線――すなわち男子たちの視線が鋭さを増す。嫉しつ妬とに唇を噛かむ彼らの視線を、ライルは心臓や首筋で感じた。急所に注がれる殺気はちょっとどころかかなり怖い。

「ライル様、お手を」

　ルーナリアもそう言って、マリーアとは逆の手に腕うでを絡からめる。

　何ど処こからか「……どう見ても奴だな？」「後で覚えてろ」と呪のろう声が聞こえてきた。

「る、ルーナリア？　放してくれるとうれしいんだけど……？」

「ご主人様のお傍そばを離はなれるわけには行きませんから」

　ルーナリアがそう言うや、歓かん談だんにまぎれていくつもの歯は軋ぎしりが聞こえた。

（……ワザとじゃないだろうな？）

　ライルはルーナリアを見下ろすが、無表情な上に仮面も被っていて判別はつかない。

「両手に華なんて男の夢ね、ライル？」

　右手のマリーアは、隠かくれていない唇を皮肉っぽく歪ゆがめて、開かれた胸元を強調するように押おし付けた。

　途と端たん、噛み締しめたハンカチが裂さけるような音がホールの各所で響ひびく。

（……こっちはこっちで……）

　ライルをからかう事を生き甲が斐いにする幼おさな馴な染じみは、いうまでもなく頭が痛い存在である。

　そんな面めん倒どう臭くさい少女たちに腕を取られ、ライルはホールの中を引き摺ずり回される。注がれる殺気は一歩ごとに増える始末だった。

　――将来殺されるとしたら容疑者には事欠くまい。

　ライルが悲ひ惨さんな未来を幻げん視ししていると、彼かれらの前に「失礼します」と給きゆう仕じ役やくの男が声を掛けてきた。

「そちらのお嬢じよう様さまにお手紙です」

　そう言って封ふう筒とうを手て渡わたされたマリーアは、訝しげに受け取って手紙を取り出すと、

「……ふんっ。ちょっとごめんなさいね、ライル。用事が出来たわ」

　マリーアは肩を竦すくめ、不承不承ライルの腕を解いた。

「いい？　あたしが帰ってくるまで下手な真ま似ねはしないこと！」

　びしっと指差して念を押すと、マリーアは給仕役の男をせっつき歩いて行った。

　残されたライルは殺気がわずかに緩んだのを感じ、思わずほっと息を吐はいた。

「……まぁ、適当に楽しんでようか」

「はい」

　ルーナリアが身を寄せてきた。

　腕に感じる彼女の身体は驚おどろくほど華奢で、それだけにわずかに膨ふくらんだ胸の柔やわらかさが際きわ立だっていた。

　振りほどこうとするが細い腕に似合わない力で掴つかまれ、ライルは早々に諦あきらめた。

　ホールにはさっそくダンスミュージックが流れ、水すい晶しようのシャンデリアの下で多くの男女が、そのエキセントリックな仮装に似合わぬ優ゆう雅がなステップでワルツを踊おどっていた。

「ライルさまは踊らないのですか？」

「僕はちょっと……」

　習ったことはあるのだが、その時の教師に『いい？　ライルはあたし以外と踊っちゃダメよ？　ぜったいにダメだからねっ！』と念を押されている。よほど無様なステップだったに違いない。

「ルーナリアは？　心得はありそうに見えるけど」

「……習いましたが、あまり得意ではありませんでした」

　仲間がいたとちょっと嬉うれしくなるが、そうなると暇ひまを持て余すばかりだ。

　どうしたものかと首を捻ひねっていると、曲が終わって踊っていた男女が解散し、新たな相手とホール中央にまろび出てくる。楽団はしばしの小休憩と、指揮者が肩を回していた。

「……そうだ」

　ふと思い付き、ライルはルーナリアの手を握にぎって楽団の方へ近寄って行った。

　楽団もまた音楽部の学生だ。指揮者の学生にライルは頭を下げた。

「すみません。こちらのお嬢様に歌を唄うたわせてあげてもらえませんか？」

　ルーナリアは仮面を被ってても分かるくらい吃びつ驚くりした様子だった。

　指揮者はルーナリアをちらりと見て、こういったイベントもありかとかるく頷うなずいて指揮台を譲ゆずった。

「さ、どうぞ」

「しかし……」

「踊りはともかく、歌は得意なんでしょ？　唄ってみなよ」

「……ライルさまがそう言うのでしたら」

　ルーナリアは負けたように呟き、指揮台に上がって楽団に頭を下げた。演奏リーダーと相談し、かなり古風な音声楽章が奏かなでられる事になる。

　ホールの中央に相手を見つけた男女が集まってくる。演奏リーダーのバイオリンが音を掻かき鳴らしはじめた。

　ルーナリアは音楽に合わせてリズムを取り――

「――ａｈｈ――」

　ルーナリアの歌が響いた瞬しゆん間かん、みんながみんな動きを止め、一いつ斉せいに韻々と響く歌声の出所へと顔を向けた。茫ぼう然ぜんと楽器を弾ひく手を止めてしまった楽団たちが、慌あわてて演奏を再開する。先ほどの指揮者は予想以上の歌声に間近で当てられ、ライルの横でルーナリアから目を離せなくなっていた。

（……やっぱり、綺き麗れいな歌こ声えだ）

　幻想種フアンタズマには〝歌声〟にまつわる伝説を持つものも数多い。ルーナリアの歌は夜の申し子たる《夜闇の血族ノスフエラトウ》にふさわしく、澄すんだ夜空と静かな月を思わせる。

　短い一幕が終わると、踊っていた生徒たちが突とつ然ぜん現れた歌うた姫ひめに惜おしみない拍はく手しゆを送る。楽団の者たちでさえ楽器を置いて手を叩いた。

　ルーナリアは指揮台の上で固まっていたが、やがて小さくお辞じ儀ぎをして台を降りた。

「お疲つかれ様」

「……こんな風に拍手されたのは、はじめて、です」

　ルーナリアは小さい声で呟き、ライルの服の裾すそをきゅっと握った。

「やっぱり綺麗だね、ルーナリアの歌声は」

「……私、舞ぶ踏とうなどの嗜たしなみが苦手で……歌は、それを誤ご魔ま化かす為ために練習していました……」

　仮面のおかげで表情は分からなかったが、どうやら喜んでくれたようでひと安心だった。

「――あの、すみませんが」

　指揮者の学生が声を掛かけてきた。好評なのでもう一曲二曲付き合って欲ほしいらしい。

「……ライルさま？」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだよ。行ってくるといい」

「……ご迷めい惑わくをおかけします。ありがとうございます」

　ルーナリアは頭を下げ、小走りに楽団の方へ走って行った。

　これで踊れないなりに時間を楽しめるのだから、ライルの方が礼を言いたいくらいだ。

　ふたたびはじまった月夜の調べに、ライルは目を閉じて耳をすませた。




　マリーアはホールの二階に上がっていた。

　吹ふき抜けから見下ろすと、奇き抜ばつな装いの仮面舞ぶ踏とう会かいは、まるで動物園みたいだった。

　カーテンと衝つい立たてで仕切られた歓談スペースのひとつに案内されたマリーアは、仮面の裏側で顔を顰しかめた。

「ようこそ、マリーア嬢じよう」

　マリーアを迎むかえたのは若き辺境伯はく、ヴィルヘルム・ゼストだった。軍ぐん閥ばつ貴族らしい勇ゆう壮そうな軍服姿が似合っているが、仮面舞踏会を成立させる仮面は被っていない。

　マリーアはなんとか溜ため息いきは我が慢まんして、スカートを摘まんで礼を取った。

「お声を頂き光栄です、ゼスト卿きよう。よくわたくしが分かりましたね」

「君ほどの女性を見み間ま違ちがえるわけがない――と言えたら格好良いんだろうがね。実は服ふく飾しよく店てんに行って衣装と仮面を教えてもらったのさ」

　不作法なやり方にムッとしたのを隠さないマリーアに、ヴィルヘルムはまあまあと手を挙げた。

「やり方が強ごう引いんになったのは謝あやまる。どうかお茶の一杯ぱいくらいは付き合ってくれないかな？」

　無論、有う無むを言わさず立ち去る事も出来たが、断ったら断ったで後々面めん倒どうそうだ。

　マリーアは幾いく分ぶん乱暴に腰を下ろした。用意されていた飲み物には見向きもしない。

「紅茶を用意したのだが嫌きらいだったかな？」

「いえ。紅茶は好物よ。水牛のミルクがあれば最高ね」

　芳ほう醇じゆんな香かおりを立てる紅茶を意識から締め出し、マリーアはヴィルヘルムに問い掛けた。

「それで？　仮面舞踏会に仮面も着けず、いったい何の御ご用ようかしら？」

「早さつ速そくだな。そんなにライルくんとの時間が大切かな？」

「分かってるならさっさと本題に入りませんこと？　思わせぶりな態度だと、また頬ほおが赤くなると思いますけど？」

「では単刀直入にゆこう。――マリーア・ハイライン。俺に力を貸してくれないか？」

「こんな小こ娘むすめの力が欲しいのですか？」

「謙けん遜そん――ではなく誤魔化しは良くないな。君はすでにいくつもの企き業ぎようで発言力を持っている。総そう帥すいの一ひと人り娘むすめを抜きにしても、君の存在はハイライン財団でも無視出来まい」

「……さて、どうでしょうね」

　ヴィルヘルムの言う通り、マリーアはすでに実家の実業団体のいくつかを掌しよう握あくしていた。独自に立ち上げた事業も一つや二つではない。だが、いずれもマリーアは名ばかりの役員を装よそおっていた。その方が動きやすいからだ。

　――それをこの男、あっさりと調べ上げてきた。

　マリーアはさりげなく居住まいを正した。

「――ヴィルヘルム・ゼスト辺境伯。あなたは何が望みです？　何を望んで力を求めるのです？」

「俺おれの望みは誰だれもが持っているものだ。『自分の価値を高めたい』という、なんともささやかなものだよ」

「自分の価値？」

「人間の人生、欲望はまさしくそれだ。善行を積むのも、財をなすのも、伴侶を欲するのも、地位を望むのも、子孫を残すのも、すべては自分の価値を確信せんが為――そうだろう？」

「分からなくはないですわね」

　価値とは、すなわち他人からの認にん識しきだ。認識されるならより良く見られたいと思うのはごく自然な感情だろう。

　無価値と思いたがる者などいない。いるとすればそれは無価値に価値を見出す者だ。

「人の価値は何を為せるか、何を成したかだ。俺はね、人の価値を十全に活用したいんだよ。それが俺の価値に繋がる。どうだろう？　俺に、君の価値を高める手伝いをさせてくれないか？」

「……せっかくですが」

　マリーアはうっすらと微笑ほほえんだ。拒絶の笑えみである。

「あたしは今のあたしで満足してるんです。これ以上なんて望みませんわ」

「誤魔化すな。今の君は満足なんてしていまい」

「何を根拠に断言するんです？」

「――――〈最後の魔ま女じよの遺産〉」

　ぴくり、とマリーアは反応した。

「《最後の魔女》エルルーア・アゾートの失しつ踪そうとともに広がった噂話、都市伝説だが、それは確かにある。理論として、呪いとして、あるいは形ある力として。マリーア嬢、君とてその確信があった筈はずだ。かの《魔女》と関係の深かったハイライン家の君ならな」

「……それが理由、か」

　マリーアは仮面の裏側でひっそりと納なつ得とくした。

　ヴィルヘルム・ゼスト、この若き辺境伯が自分に近付き、こうして囁いている理由――

「――ライルを手に入れる為、ね？」

「左様。かの〈遺産〉を手に入れた時それを誰よりも上う手まく扱あつかえるのは、エルルーア・アゾートの唯ゆい一いつの教え子たる《最後の魔女の弟で子し》――ライル・バルトシュタインをおいて他にない」

　ヴィルヘルムは笑みを深めると、すっと手を差し出した。

「俺は〈遺産〉の何たるかを知っている。それを示したら、彼もやる気になってくれるだろう。君の不満とは畢ひつ竟きよう、彼への口惜しさに尽つきる。俺に力を貸してくれ。そうしたら俺は君が望むものを――世界を変革させるライル・バルトシュタインを提供しよう」

　その誘いは、間ま違ちがいなく悪あく魔まの誘ゆう惑わくだった。人間の隠された不満を見極め、人の魂の価値を値踏みし、もっとも効果的な誘い文句を囁いてくる。

　自分に差し出された手の平を、マリーアはじっと見つめた。

　この手を取れば、望むものが手に入るだろう。自分の願いは叶えられるだろう。そんな確信を抱いだかせる、力強さに満ちた手であった。

「――――くっ、くく……あはははははははははははははははははははははっ！」

　ヴィルヘルムが怪け訝げんそうに眉まゆを歪めるが、マリーアはまったく頓着しない。身体を捻ったり揺すったりして盛大に笑い続けた。

「く、くっ……まったく、ああ、まったく、笑わしてくれるわね、ヴィルヘルム・ゼスト！」

「……何が、そんなに面おも白しろい？」

「ようやく分かったからよ。なんであたしがあんたと〝分かり合っちゃいけない〟のか」

　マリーアは椅い子すを倒たおす勢いで立ち上がった。

「そりゃ、あんたを利用すればいろいろ楽なんでしょうけどね、あたしの目的はライルを手に入れることじゃない。ライルを振り向かせることなのよ」

「それは……何が違うんだ？」

「それが分からないんなら――」

　マリーアは憐れむように目を細めた。

「――あんたは〝女心〟ってやつを一生理解できないわ。ヴィルヘルム・ゼスト辺境伯」

「……………………ふぅ」

　マリーアが言いたい事を言い切ると、ヴィルヘルムは短く息を吐いた。

「……君は俺と近しい人間だと思ったのだが。たゆみない努力と、それをささえる強い意志……だが、余分なものに囚われ過ぎている…………ふぅ」

　ヴィルヘルムはもう一度投げやりな吐と息いきを漏もらすと、端たん整せいな顔を能面のようにのっぺりとさせ――パチン、と指を鳴らした。

　仕切りのカーテンを払はらい、ぞろぞろと仮面を被かぶった男たちがやってくる。

　マリーアは、ふんっと鼻を鳴らした。

　仮面を被っていても分かる。先日マリーアが叩たたきのめした貴族の少年たちだった。

「――これは契けい約やく違反じゃないの？」

「ライルくんに手は出していないだろう？」

　ヴィルヘルムはのうのうと言い放った。

　剥むき出しの肩かたを竦めるマリーアに、仮面を被った貴族の若者たちがずいっと迫せまる。

「……まあ、待ちなさいよ」

　マリーアはそう言って、仮面を外した。しっかりとめかし込んだ、瑞々しい美び貌ぼうが露あらわになる。艶やかな――媚こびを含んだような笑みに、抑え込もうとしていた若者たちが「ん？」と動きを止めた。

「せっかくだから……ちょっとした見世物を見せてあげるわ」

　仮面をテーブルに置くと、マリーアは椅子にすっと右足を載のせた。赤いハイヒール、きゅっと細い足首、黒いストッキングに包まれたしなやかな脹ふくら脛はぎが露わになる。

　誰かがごくりと喉のどを鳴らす。

　マリーアは笑みを深くすると、膝ひざに掛かっていたスカートを摘み、ゆっくりと持ち上げていった。つるりとした膝、引き締まっているのに肉感にあふれた太腿――健康的な色いろ香かにあふれた美び脚きやくが官能的な仕草で露わになってゆくのに、誰もが目を奪うばわれていた。

　マリーアは、そんな興奮した視線に満足したように頷き、

「――楽しんでいただけたかしら？」

　そう言って、ちょうど抜きやすい位置までスカートを持ち上げたところで、ガーターベルトに挟み込んでいた小型拳銃デリンジヤーを抜き放った。

　ぽかん、とその二連装の銃じゆう口こうを見つめる若者たちへ、マリーアは容よう赦しやなく引き金を引いた。

　ささやかな銃じゆう声せいとともに撃うち出された弾だん丸がんは、若者たちの一人の足に命中した。

「――ッギャアアアアアアアアアア！」

　一いつ瞬しゆん後、銃声よりもよほど大きい悲鳴が上がった。

「イイもの見たでしょ！　それは駄賃よ！」

　マリーアは崩くずれ落ちた男をクッションに、彼らの真中へ飛び込んだ。見事な脚線も露わにして蹴りを見舞まい、瞬く間に二人を床に叩き付ける。

　残った二人が無言で圧し掛かろうとしてくる。マリーアはひらりとステップを踏むようにかわすと、くるりと持ち直した小型拳銃の銃じゆう把はを彼らの後頭部へ叩き付けた。

　テラスの床に、瞬く間に五人の若者が倒れ伏す。

　銃声も響いて大きな悲鳴も上がったが、舞踏会の雰囲気に乱れはなかった。

　楽団の演奏は続いており、階下のホールのあちこちで大道芸めいた見世物をやっているおかげで、この二階テラスの騒さわぎはほとんど目立っていなかった。

「…………ふぅ。期待してはいなかったが、ここまで使えないとは」

　ヴィルヘルムがつまらなそうに呟つぶやき立ち上がった。いつの間に抜いたのか、手には抜き身の剣けんが握られている。

「次はあなた？」

　カチリ、とマリーアは小銃を向けた。弾たまはまだ一発残っている。







[image: ]







「ああ、急ぐな。その前にやることがある」

　ヴィルヘルムはそう言うと、足を撃たれて呻うめいている少年のもとへ向かった。仮面が外れて露わになったのは、取り巻きのまとめ役だったゲリム・シュバッテンである。

「……結局役立たずだったな、ゲリム」

「お、お許しを……」

「一度許した。二度はない」

　ヴィルヘルムはゲリムの首筋を無造作に剣で薙いだ。

　さすがに目を見開いたマリーアだったが、傷は浅く掠めただけで致命傷ではなかった。

　むしろ、本当に驚くのはこの後だった。

　ヴィルヘルムの剣に付着した血がすっと消えた。まるで刀身が血を吸ったように。

　同時に、掠かすり傷を負ったゲリムがびくりと身を震ふるわせた。彼の目から光が消え、脅おびえた表情も消え去った。そして、足の銃創などなかったようにむくりと立ち上がる。

「……なに？」

　気絶させたと思った他の少年たちも起き上がった。仮面の外れた彼らの目も、すでに意思の光が消えていた。

「さぁ、行け」

　ヴィルヘルムの命令の下もと、少年たちがマリーアに襲おそい掛かった。

「くっ！」

　向けられた銃口などお構いなしの突進だった。やむを得ず、また足を狙って撃つが、命中しても歩みは止まらなかった。

「こいつ、は！」

　動きは素しろ人うとそのものなので避よけるは容易たやすいが、少年たちの異様さに気け圧おされる。

「五人程度なら、完全に意識を削ぎ取れる。もう痛みを感じる感性もないし、脅える心もない。諦めて掴まってくれないか？」

　ヴィルヘルムがマリーアに呼び掛けた。

　最近まで自分を慕ってくれた者たちを人形の如く操っておいて、その声に罪悪感めいた響きは皆かい無むだった。

「こ、の――！」

　マリーアは悪態を吐きながら考えを改めた。

　どんなカラクリかは知らないが、ヴィルヘルムが操っているのは間ま違ちがいない。なら、人形使いそのものをどうにかすれば良いだけだ。

　マリーアは掴み掛ってきた少年の頭を飛び越えると、空中で広がったスカートの裾からもう一丁の小型拳銃を抜き出した。

　容赦なく、ヴィルヘルムへ二発続けざまに撃ち込む。

「…………うそ、でしょう……？」

　着地したマリーアは、目の前の光景に口の端を痙攣させた。

　銃撃を受けたヴィルヘルムだが、マリーアの放った二発の銃じゆう弾だんは掲かかげられた彼の剣によって阻まれていた。ひしゃげた鉛の塊かたまりが、こんこんと床ゆかに転がる。

「さすがだな。とっさの狙ねらいで、しっかりと人体の中心に照準されている」

　冗談としか思えない気軽なセリフだった。

　あまりの剣けん捌さばきに固まったマリーアに、操あやつり人形どもが襲い掛かった。

「！　い、いや！」

　少女らしい悲鳴を上げて身を捩るが、一度掴つかまれれば単純な腕わん力りよく差は覆しようがない。マリーアは無力な小娘として押おさえ付けられた。

「いやっ！　触らないでっ！　放してぇ！」

「――随ずい分ぶんと可愛らしい悲鳴をあげる」

　悠然と近付いたヴィルヘルムが、剣の柄をマリーアの腹にめり込ませた。

「そんな悲鳴を聞かせれば、彼かれを籠絡出来たかも知れないのにな」

「ぐ、うぅ……ラ、イル…………」

　くぐもった呻き声を吐はき、マリーアは昏倒した。

　ヴィルヘルムはそれでマリーアに興味を失い、テラスの端から階下――いまも舞踏の真っ最中のホールを覗のぞき込んだ。

「さて……この人数を操るのはさすがに初めてだな」

　ヴィルヘルムは呟くと、手にした剣――赤い刀身を燦然と掲げる。剣の柄にはめ込まれた琥こ珀はくが、揺ゆらめくように輝かがやきはじめた。




　三曲を歌い終えたルーナリアを、ライルはお疲れさまと労った。彼かの女じよのおかげでホールの雰ふん囲い気きも随ずい分ぶん華はなやかさを増したように思える。

　飲み物でも貰いに行こうと連れ立って歩きだした二人の前に、本物の毛皮を被った狼男の仮装客が立ちはだかった。

「可か憐れんな歌姫どの。よろしければご一いつ緒しよしませんか？」

『狼男』と同じような考えの人々は大勢いるようで、彼の背後でそわそわした人の群が出来上がっていた。

「……残念ですが、私はこちらの方から離はなれるワケには行きません。ご遠えん慮りよさせていただきます」

「……そうですか」

『狼男』がぐるんとこちらを向いた。なにやらぶつぶつと呟いている。

「そうかそうかこいつこいつこいつと……ならならこうすれば問題ないないないな……」

　訝しがるライルに、『狼男』は突とつ然ぜん殴なぐり掛かってきた。

「うわっ！」

　慌てて身を逸らしたライルの鼻先を、本気の拳こぶしが通って過ぎた。

　さらに二撃目を放とうとする『狼男』を、ルーナリアが飛び出して押し倒す。ばたばた暴れる『狼男』だが、《夜闇の血族》たるルーナリアの繊手が完全に抑え込んだ。

　ルーナリアの手刀が首筋に打ち込まれ、『狼男』はばったり気絶した。

「ほ、本当に殺されかかるなんて……」

「ライルさま、何か変です」

　顔を蒼あお褪ざめさせたライルに、ルーナリアが仮面を放ほうり捨てて注意を促した。

　種々雑多な仮面がこちらを向いている。注がれる視線をひしひしと感じるライルだが、先ほどまでとは全く異質だった。

「……殺気が、ない……？」

　人形めいた目玉を向ける仮装客たちが、一斉に一歩を踏み出した。

「……らいるらいるいるいるいるいるるるるる…………」

「捕える捉えるとらえるえる得る獲るるるる…………」

「かか、かかかっ、かかかかかか…………かかぁれぇぇぇえええええ！」

　統一感のない仮装の群れが、雪崩を打って襲い掛かってきた。

「う、わ……！」

　ライルは泡を食って逃にげ出した。ルーナリアも続く。

「にににに逃がぁぁぁああああすぅぅぅぅかかかかぁぁぁぁああああっ！」

　出入口に向かうが、すでに扉とびらは閉じられ、二重三重の人の壁かべが出来あがっていた。

　仕方なく、ライルとルーナリアはホールの奥おくへ方向転換。廊ろう下かから迂回して外に脱だつ出しゆつを試みる。

「いったい、あれは……さすがに僕ぼくへの殺意が理由じゃないよね？」

「操られているようでした。あの様子は〝傀儡〟の魔ま術じゆつに似ているように思います」

「〝傀儡〟……君の仲間？」

　血を媒介に人の心を操るのは《夜闇の血族》に備わる魔術のひとつだ。

　ライルに問われたルーナリアは、これまでにない硬い無表情だった。

「いえ……いいえ、それはない筈です……」

　いったいどんな顔をすればよいか決めかねている様子だ。ある意味、ライル以上に混乱しているようだった。

「……とにかく、今は逃げ――」

「ライルルルルル！　きさま腐くさり落ちやが――」

「ごめんヘイゼル！」

　向かって来た死体＝ヘイゼルを殴なぐり倒す。だが操られた人々はまだ廊下の向こうから近付いてくる。

　ライルとルーナリアは手近な曲がり角へ飛び込んだ。

「……しまった」

　何度目かの進路変更で、ライルは舌打ち交じりに逃げてきた方向へ向き直った。

「……闇雲に襲おそわれてるんじゃない。誘導されてる」

「誘導、ですか？」

「ああ。どうやらホールの上の展望台に追い込もうとしているようだ」

　ライルは眼鏡めがねの奥の双眸を輝かせた。

　ルーナリアは軽く目を見張った。

　先日もそうだったが、一度思考を切り替かえたライルは驚おどろくべき洞察力を見せる。普ふ段だんののんびりした風ふ情ぜいが嘘うそのようだ。

「……どうします？　むりやり突破しますか？」

「いや、このまま行こう。誘導されてるならこの先に〝傀儡〟の術者が待ち構えてる筈だ」

　ライルは琥珀の仕込まれた懐かい中ちゆう時計を取り出して先を進んだ。

　予想通り、幾いく度たびかの襲撃で進路変更し、二人は展望台へ続く階段を昇のぼって行く。展望台へ辿たどり着くと、ライルは扉を念の為ために固く閉じておいた。これで追ってくる仮装客たちはしばらく押し留とどめられるだろう。

　大理石の支柱が並ぶ吹ふきさらしの展望台に、ライルとルーナリアの足音が響ひびいた。

　春炎祭らしく、中央には篝かがり火びが焚かれている。

　出入り口の反対側、突つき出したテラスに、倒れ伏した人ひと影かげが照らされていた。

「マリーア!?」

　ライルは思わず飛び出そうとして――ぴたりと動きを止めた。

「……やはり、あの人数だと意識をそぎ落とすのは難しいな。凶きよう暴ぼう化させるのがせいぜいか。今後の参考にしよう」

　マリーアの寝ねかされたテラスを塞ぐようにして、長身の若者が立ち塞ふさがった。抜き身の剣を提げたその若者は――

「……ゼスト卿きよう、下の皆みんなは、あなたが？」

　喉をひり付かせながら、ライルはヴィルヘルムを睨にらんだ。

「ああ、そうだ。こんな手段でお招きして済まないね」

「あなたは……魔ま術じゆつ師しだったんですか？」

　ライルは懐中時計を握にぎり締しめる。

　ヴィルヘルムは「まさか」と頭を振って手にした剣を持ち上げた。

「こいつのおかげだ。この魔ま剣けんの、な」

「魔剣？」

　紅月ブラツドムーンのように仄赤く染まった刃やいば。繊せん細さいな装飾が施ほどこされた柄に象嵌された琥珀は、うっすらと黄たそ昏がれ色の光を――魔ま力りよく励れい起き光を発していた。

「魔剣……〝人を操る魔剣〟……？」

「いえ――正確には〝血を吸った者を操る魔剣〟です」

　ライルの疑問に答えたのは、隣に立つルーナリアだった。

　ルーナリアは身体を震わせながらヴィルヘルムの魔剣を凝ぎよう視ししている。

「……かつて〝夜闇の王〟が振るい、その特性を得た『吸きゆう血けつ鬼きの剣』……〈朱い月牙ダーインスレイヴ〉……！」

「そういう銘めいらしいな」

「なぜ……なぜそれを持っている！」

　ルーナリアは叫さけんだ。まるで悲鳴のような絶ぜつ叫きようだった。

「それは霧の血族が封印していた魔剣……里とともに焼け落ちたのでは……」

「ふむ……やはり霧の血族の生き残りか。これも運命の皮肉かな」

　ヴィルヘルムは魔剣――〈朱い月牙〉を見下ろして、言葉通り皮肉げに笑った。

「譲られたのさ」

「誰に!?」

「さぁ？　まぁ、それは追々に」

　ヴィルヘルムはルーナリアから視線を外し、ライルを見た。

「さて――ライルくん。こんなやり方はあまり好きではないが、改めて問う。俺おれに力を貸してくれないか？」

「あなたは……！」

　マリーアを人ひと質じちに取り無関係な人々を巻き込んでのうのうと言い放つヴィルヘルムに、さすがにライルも声を荒あらげた。

「この期に及んで何を！」

「俺には君の力が必要だ。〈最後の魔女の遺産〉を我わがものとする為にね」

「……〈最後の魔女の遺産〉？」

　ここにきてそんな噂うわさを――いや、噂なんかではない。ヴィルヘルムの落ち着きようは、噂を噂と取る者の態度ではない。

「君は《最後の魔女》から託された筈だ。あの〈遺産〉――『思考機関』を動かす鍵かぎを」

　ヴィルヘルムは魔剣の切っ先を気絶したマリーアへと向けた。

「できるなら忠誠を以もって仕えて欲ほしい。だがそれが難しいなら、この〈朱い月牙〉がマリーア嬢じようの血を吸う事になる」

「……ッ！」

　ギリッ、と奥おく歯ばを噛かみ締めた。ヴィルヘルムの言う事には不明な点もあるが、ここは頷うなずくしか――ライルがそう思いはじめた刹せつ那な、

「これ以上その剣を汚すなっ！」

　ルーナリアが『霧』を解き放った。輝く琥こ珀はく眼がんで睨み据すえ、ヴィルヘルムに挑みかかる。

「返せぇえええええ！」

「…………ふぅ」

　ヴィルヘルムはマリーアに突き付けていた剣を引くと、襲い掛かかってきたルーナリアの『霧』を迎撃した。岩をも砕く『霧』の触手が、魔剣の一いつ閃せんで霧む散さんする。

「ふむ。さすが《夜闇の血族》の魔剣。同種の魔術に対抗できるか」

「返せ！」

　ルーナリアは床を這う『霧』に乗って滑すべるように移動した。〝霧踏み〟とでも呼ぶべき歩法で瞬く間にヴィルヘルムに接敵したルーナリアは、『霧』を纏まとった腕を振り抜く。

　風を斬る霧の腕。

　だがヴィルヘルムはひらりと飛翔するや、足場のない空中で器用に剣を振り抜いた。魔剣の切っ先がルーナリアの肩を抉る。

「あ、う……ああっ！」

　着地したヴィルヘルムに、ルーナリアは肩を押さえながら『霧』の瀑布を叩き付けた。

　ヴィルヘルムは『霧』の壁を魔剣で真っ二つに引き裂き飛び出るや、目を見張るルーナリアに返す刃を叩き付けた。今度は胸むな元もとを逆袈裟にされる。

「……やはり《夜闇の血族》は操れんか。なら、殺すしかないな。迷うことなく、同族を追うがいい」

　痛みに蹲るルーナリアに、ヴィルヘルムが魔剣を振り上あげた。

「さようなら、霧の血族の末姫ひめよ――むっ」

　退き様、ヴィルヘルムは魔剣を振るった。

　高速で飛んできた梟の仮面が二つに割れて落ちる。

「やめろ！」

　ライルは懐中時計の琥珀から魔ま力りよくを引き出し、即そく座ざに魔術を行使した。

（――水蒸気の分子運動抑制――さらに重力加速度増大――！）

　展望台の上空で凝結させた無数の雹を、一いつ斉せいに落下させる。重力加速度を改変された雹は、短い距きよ離りで殺人的な速度に達する。

「は、ははっ！　素晴らしい！」

　ヴィルヘルムは嬉々として魔剣を振るった。視認しにくい氷の塊を、縦横無尽な剣閃が叩たたき落して行く。

「……っ！　ルーナリア！」

　叫び、ライルは再び雹を形成した。

「同じ手段が――ぬぅ!?」

　ルーナリアの『霧』が展望台を覆おおった。攻こう撃げきに必要な濃度には届かないが、それでも目眩くらましには十分。

「行け！」

　霧に包まれたヴィルヘルムヘ向け、雹弾の雨を振ふり落とす。

　ガギギギギギギギギギギギッ――強固な氷の衝突音が展望台に響き渡わたる。

「剣を――！」

　粉塵漂ただよう爆ばく心しん地ちにルーナリアが飛び出した。

「！」

　仄赤い刃が粉塵を切り裂さく。

　たたらを踏んだルーナリアに、ヴィルヘルムは剣けん呑のんな笑えみで接近した。

「惜しむらくは魔剣の頑がん丈じようさだな！」

　地面と垂直に降る雹を、剣を盾にして致命傷を防いだ――無傷とは言えないヴィルヘルムの様子からそう察したライルだが、化け物じみた胆力には驚嘆よりも恐きよう怖ふを覚える。

　ルーナリアは後ろに下がるが、ヴィルヘルムはぴったりとそれに続く。ライルの雹弾を警けい戒かいしているらしい。

　魔剣がルーナリアに振り下ろされる。

　ルーナリアは寄り集めた『霧』を使い斬撃を阻む。『霧』ならではの変へん幻げんさで、ときには盾、ときには足場、ときには触手と、辛うじて神速の剣捌きに対応する。

　やきもきするライルだが、接近戦をされては援護ができない。見守るしかなかった。

「守るのは上手いが――守ってどうする霧の血族の姫君？」

　剣を振りながらヴィルヘルムが囁いた。

　ルーナリアの表情が硬かたくなる。

「ここにこうして居るという事は――君は逃げたのだろう？」

「……だまれ」

「何な故ぜ逃にげない？　逃げればいい。かつて君がそうしたように」

「だまれ」

「ここで守って――戦って何になる？　さあ、逃げろ。さあさあ」

「だまれ！」

　ルーナリアは抜ぬき手を放った。驚異的な膂りよ力りよくに『霧』を螺旋状に纏わせた必殺の一撃だ。

　ヴィルヘルムがにたりと嗤う。

　彼は魔剣を担ぐように構えてルーナリアの抜き手を滑らすと、体重を掛けて勢いよく振り上げた。

　ルーナリアの身体が宙に浮く。膂力はともかく、体重は見た目と変わらない。

　がら空きになった少女の腹に、ヴィルヘルムのブーツが突き刺ささった。

　バゴンッ！　と恐おそろしい異音が響き渡る。

　華きや奢しやな身体は床を水平にすっ飛び、展望台の柵にぶつかって止まった。

　ルーナリアは悲鳴の代わりに血を吐いて、変形した柵に絡め取られた。

「……ふぅ。挑発に乗らなければ守り切ることくらいは出来たろうにな」

　戦せん闘とう時の笑え顔がおを吹き消し、ヴィルヘルムはつまらなそうに息を吐いた。

「ルーナリア！」

　ライルは思わず走り寄ろうとするが、中央の篝火が斬り叩かれ、派手に火の粉が飛び散った。

　たたらを踏んだライルは、とっさに懐中時計を掲げて火の粉を吹き散らす。

「――君が一番厄介だ。自由度の高さは戦術の幅を広げるからな」

　ぎくりとして背後を向こうとするが、それよりも早くライルの右みぎ腕うでが弾はじかれた。師から贈おくられた懐中時計が床に叩きつけられる。

　手首を取られ、顎あごを掴つかまれ、ライルは完全に拘こう束そくされた。

「あの懐中時計に琥珀が仕込まれていたようだな。ようやく無力化できたか」

　背後のヴィルヘルムが、耳に口を寄せ囁いてくる。

　ひやりとした感かん触しよくに、ライルの背筋が総毛立った。

「さて、最初に戻もどろう。ライルくん、鍵を渡してくれ」

「なんの、事――」

「ある筈はずだぞ？　エルルーア・アゾートが自ら失しつ踪そうした以上、あの〈遺産〉の鍵を唯ゆい一いつの弟で子したる君に託した筈」

「……師し匠しようが姿を消す前に残したのは、あの懐中時計だけだ」

　ライルは呻うめいて、弾き落とされた時計に目を向け――眉まゆを顰ひそめた。

　床に叩き付けられて外装が傷付き、懐中時計の内部構造が剥むき出しになっていた。だがその内部にあったのは、ライルの知る時計の構造ではなかった。

　発ゼン条マイや歯車は見えず、黒い塊のようなものが体積のほとんどを占めていた。黒い塊に幾いく筋すじものラインがめぐり、規則正しく青白く瞬いていた。

「機械式時計じゃ、ない……あれは……」

「く、くく……そうか、あれか。あれが〈遺産〉の鍵か！」

　ライルが目を見張る後ろで、ヴィルヘルムは愉ゆ快かいそうに大笑いした。

「ふふ、これでようやく本題に入れる。さぁ、ライルくん、俺と共に来てもらおう」

「だれが――！」

　顎を掴む手がひねられ、ライルは無理やり後ろを向かされた。息のかかる距離にヴィルヘルムの整った顔があり、刃のような碧へき眼がんがライルを覗き込んでいた。

「力尽くは嫌きらいだ。嫌いだが、ここは押し通させてもらう。なに、君とて『あれ』を見れば気が変わると言うものだ」

「『あれ』？　あなたの言う〈遺産〉とやらか？」

「そう。あれは――――ッ！」

　まるで接吻するように顔を迫せまらせていたヴィルヘルムが、ライルを放して即座に飛び退のいた。直後、ヴィルヘルムの立っていた場所に数本の投擲ナイフが突き刺さる。

「――何なに奴やつか！」

　ヴィルヘルムは納めていた剣けんを引き抜き誰何すいかした。向き直った先は一本の石柱のその先せん端たん。

「問われて名乗る者では御座いませんが――ただの美少女メイドでございます」

　名乗った人影はひらりと展望台に舞まい降りた。飛び散った松明の火に照らされたのは、ライルもよく知る少女だった。

「ミラ……」

「こんばんわ、ライルさま」

　マリーア直属のメイドである金きん髪ぱつに小麦色の肌はだの少女は、エプロンドレスを摘つまんでお辞じ儀ぎをした。

「ミラ……どうやってここに？」

「なにやら屍しかばねのような方々がうろうろされてましたので、直接ここまで昇ってきました」

　そう言ってミラが指差した先には、鉤爪つめ付きのロープが柵に巻き付いていた。

「驚くことはございません。昔からわたくしが一番木登りが上手でしたでしょう？」

　朗らかに笑ったミラを、茫ぼう然ぜんと見返すライルだった。

　一方、邪じや魔まをされたヴィルヘルムは、端たん整せいな顔に不ふ機き嫌げんを滲にじませた。

「……使用人風情が辺境伯はくたる俺に歯向かうか？」

「わたくしの主はマリーアお嬢さまであってあなたでは御座いませんので」

「なるほど。なら――務めを果たすがよい！」

　ヴィルヘルムが魔剣を手に走り出した。

　ミラも真正面から立ち向かってゆく。

「ミラ！　その剣は掠めるだけでも――」

　ライルの忠告の終わる間を待たず、〈朱い月牙〉が振り下ろされる。

　ミラは仄赤い刃を紙かみ一ひと重えで避よけると、幽霊のような動きでヴィルヘルムの背後に回った。

「なにっ？」

　驚きよう愕がくしてヴィルヘルムは、とっさに魔剣で首筋を守った。

　ギャリンッ！

　金属の擦こすれる音と火花が散った。

「惜おしい。勘かんがよろしいですね」

　そう言ったミラの手にはいつの間にか鞭むちのような武器が握られていた。だが、通常は頑丈な革や紐である筈の打撃部は、剃刀よりも薄うすい鋼の刃だった。

「奇き怪かいな武器を……いや、そういえば聞いたことがある。かつてハイライン財団前総そう帥すいには、凄すご腕うでの護衛がついていた、と」

　ヴィルヘルムは顔に笑みを戻すと、詩を吟じるように口を開いた。

「その兇手の業わざ、噂に聞く〝殺し屋殺し〟か!?」

「無ぶ粋すいですよ辺境伯様？　女の秘密を暴こうなどと」

　にこやかな笑顔のまま、ミラは鋭するどく薄はく刃じんを振るった。

　鞭の如く、しかしはるかに危険な鋼の『鞭べん剣けん』が、螺旋を描きヴィルヘルムに迫る。

　ヴィルヘルムは〈朱い月牙〉を横薙なぎに迎撃する。

　が、鞭剣は直前で軌道を変え下方へ落ち込む。石畳を跳ねかえった薄刃の切っ先がヴィルヘルムの顎から脳天を穿うがつべく迫る。

　ヴィルヘルムは背を逸らしてギリギリ回かい避ひ。

「ははっ！　まさしく邪剣妖剣の類いだな！　こんな兇手と太刀合えるとは！」

　お返しとばかりにヴィルヘルムが斬り込む。

　鞭剣は受けに適さず、掠かすり傷でも負えば操られる――そんな一方的な斬り合いの筈だが、ミラはそのすべてを避け切った。

「よく避ける！」

「それほどでも」

　ミラは飛び退きざまに鞭剣を振るう。しなやかな薄刃が〈赤い月牙〉に絡み付く。

　魔剣と鞭剣がギリギリと引き寄せ合った。

「――見事だ」

「近ちか頃ごろはこれもメイドの基本技能。お褒ほめには及およびません」

「ふふっ、君のような芸達者なメイドなら俺も欲しいな。この魔剣で従わせるのも良いが……それはまたの機会にしておこうか。如何いかんせんこちらにも予定がある……！」

　がら、と石を蹴る音が響いた。

　展望台の石柱の陰かげから、数人の操あやつり人形たちが姿を現す。

　出す機会は何度もあったのに、万が一に備え今の今まで伏せていたらしい。

「さぁ、どうする、メイドのお嬢さん？　このままではライルくんが危険だぞ？」

　ヴィルヘルムは鋭く口笛を吹いた。

　操り人形にされた少年たちがライルに飛び掛かる。ライルは身構えるが、すでに琥こ珀はくもなく魔術は使えない。

「ライルさま！」

　ミラは鞭剣を手放して身を翻ひるがえした。ライルに襲おそい掛かろうとした少年たちを、袖そで口ぐちに忍しのばせたナイフの柄で殴りつけ無力化させる。

「すまない、ミラ」

「いえ――正直、あのまま続けていても勝ち目はありませんでした。それなら早々に相討ちの覚かく悟ごをすべきでしたが……すべて遅かったようです」

　びっしょりと汗あせを掻いたミラが、展望台を見回して顔を曇らせた。

　展望台にはヴィルヘルムの姿も、そして気絶していたマリーアの姿もなかった。

「……わたくしが昇って来たロープで逃にげたようです。申し訳ございません」

「…………いや、僕ぼくもやられた」

　懐中時計もなかった。あれを「鍵」と呼んで執着していたヴィルヘルムが持ち去ったのだろう。代わりに、一枚の紙片が置かれていた。

「……ちくしょう」

　紙片を握り締め、ライルは呻いた。

「……ミラ。一ひと先まずここから離れよう。ルーナリアは？」

「息はあります。わたくしが背せ負おいますわ」

　ライルは頷くと、王都中央部――盛大な篝火に照らされる白亜のイルゼシュタイン城を越え、西の郊こう外がいをきつく睨んだ。

『王都西郊外多目的広場　　軍轄第一造船場　三番工場跡あと地ち』

　残された紙片にはそう書き記されていた。







四章　最後の魔ま女じよの遺産
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　かつて、少年は師にこう問われた。

〝お前はどんな人間になりたい？〟

　少年は、師匠みたいな人間になりたい、と答えた。

　少年の師は苦笑いした。

〝なぁ、ライル……あんたがあたしの事をどう思ってようと、あんたはあたしみたいになって欲しくない。だってそうだろ？　師は弟子に自分を超こえて欲しいと思うもんだ〟

　少年の師はそう言うと、少年の頭をくしゃくしゃと掻かき回した。

〝……人間は、いつまでも誰かの背中を追うわけにゃいかない。いつかは自分の足で立ち、自分で歩いていく方向を探さなきゃならないんだ。だからライル、あんたはあんただけの道しるべが必要だ。右か左か、前か後ろか、進むべきか戻るべきか――必要な時にしっかり考えられるだけの指針が。

　なぁ、ライル――お前はどんな人間になりたい？〟

　少年は首を捻ひねった。

　師の質問はあまりに曖あい昧まいだった。そもそも質問にすらなっていない気がした。

　悩んだ末、少年は最初に頭に思い浮かんだ答えを師に聞かせた。

　なんとも当たり前で、つまらない答えを。

〝そうか。ならライル、お前は誰よりも傲ごう慢まんにならないといけない。誰よりも傲慢で、誰よりも我が儘で……誰よりも強くならないといけない。――大だい丈じよう夫ぶ、お前なら大丈夫さ。お前はあたしの、たった一人の……〟

　少年の師はさっきとは別人のような手付きで、優やさしく少年の髪かみを撫ぜた。




※　※　※




　研究室に逃げ込んだライルは、机の引き出しの二重底から隠かくし持っていた高純度の琥珀を取り出した。

　琥珀を励れい起きさせ、ソファに横たえられたルーナリアに魔力を注ぎ込む。肩かたや胸の深手が、光を受けて徐々に塞がっていった。

「さて――どうするか」

　ライルは溜ため息をもらし、カーテンをずらして外を見下ろした。

　学院内は珍奇な仮装をした生徒たちが彷徨さまよっていた。夢遊病めいた動きも相まって、さながら悪夢の庭である。

「ライルさまの魔ま術じゆつとわたくしの武器があれば、突破はさほど難しくないと思われますが？」

　ミラが控ひかえめな口調で強硬手段を訴えてきた。

　ライルは首を横に振る。

「突破だけじゃなく事態の収拾も図はからないと。彼かれらをこのままにして置けないし」

「それはライルさまのすべき事なのですか？」

「〝魔術は秘するべし。幻まぼ想ろしを空そら事ごとと化さしめよ〟――それが魔ま術じゆつ師しの暗あん黙もくの掟おきてだ。《最後の魔女の弟子》としては、違たがえることは出来ないよ」

　手の中の琥珀を転がしてライルは宣言し、ポケットからヴィルヘルムの残していった紙片を取り出した。

「……僕はここに向かう。ミラは学院を見張っていて欲しい」

「お一人で行かれるのですか？」

「操られた人たちが学院の外に出たら危ないからね。学院の封ふう鎖さをお願い。そういうの得意だったでしょ？」

「ええまぁ……お嬢じようさまに言われて納屋に閉じ込めましたよねぇ、数々の悪ガキを」

　ミラが懐なつかしむように零こぼした。

「しかし……ライルさまをお一人で行かせるのは……」

「大丈夫。こんなこともあろうかと、それなりの用意はしてあるから」

　ライルは机の二重底に隠していたものを取り出した。口径の大きい、弾込めが中折れ式の単発銃じゆうだった。

「あのイケスカし貴族には、少々相手不足にも思えますが？」

「まぁ、この銃自体はなんの変哲もないんだけどね」

　ライルは銃やら何やらをベルトに挟み、自作の弾だん丸がんをポケットに詰つめ込む。パーティ用の礼服に、学院の外がい套とうを無造作に羽織った。

「……それなら、せめて何か御入り用の物はございませんか？」

　なおも心配顔のミラが問い掛ける。

　ライルは大丈夫と言おうとするが、

「…………それなら、私に剣を下さい」

　目を覚ましたルーナリアが、頭を振りながら立ち上がっていた。

「剣を……私も、行きます」

「君は休んだ方がいい。魔力で回復したとはいえ、癒えたばかりでは……」

「あの男は、霧の血族ネブラブルートの魔ま剣けんを持っています」

　ルーナリアは必死な面おも持もちで言った。

「あの男には訊きたい事があります。私も行きます」

「……分かった」

　ライルは頷うなずいた。

　不安はあるが、置いて行っても付いてくるなら一いつ緒しよの方がいい。

　なにより、ここでルーナリアを遠ざけるのは彼かの女じよの為ためにはならないと思われた。

「ミラ、剣……なんてないよね？」

「ありますよ」

「……あるんだ」

「最近は何かと物ぶつ騒そうですからね」

　憂うれい顔のミラは、そう言って一本の鍵かぎをライルに渡した。

「馬車の荷物入れの鍵です。どうぞ、ご随意に」

「……ありがとう」

　ライルは鍵を受け取ると、準備を続けた。

　体の調子を確かめながら立ち上がるルーナリアに、ミラがこそりと耳打ちした。

「――ルーナリア様。勝手なお願いですが、お二人の事、どうぞよろしくお願いします」

　ミラはぺこりとルーナリアに頭を下げた。

　ルーナリアはしばし無言だったが、やがてこくりと頷いた。

「――よし、行こう。ひとまずはマリーアの馬車まで駆け足だ」

　雑居棟とうを飛び出し、三人は操り人形たちの合間を駆け抜けた。




　マリーア・ハイラインは不機嫌だった。

　ライルとの逢瀬を邪魔されたし、選び抜いたドレスは汚れてしまったし、ミラが用意していたディナーも食べ逃のがしたし、何より肌触りの悪い縄で椅い子すに縛り付けられている。

「そんな顔をしないで欲ほしい」

　のうのうと言ってくるヴィルヘルムに、マリーアはいっとうキツイ目で睨にらみ付けた。

「――なら、さっさとこの縄を解いて頂けるかしら？」

「そうしたら、君はまた俺おれの頬ほおをひっぱたくんだろう？」

「とびきりきついヤツをね」

「なら、このままでいてもらおう」

　ヴィルヘルムは肩を竦すくめた。

　マリーアが運び込まれたのは、見た事もない空間だった。

　パッと見は教会の聖堂にも似ている。扇状に歪曲した壁かべには、パイプオルガンのような筒が幾いく重えにも並んでいる。奥おくまった一段高い床ゆかには、鍵盤に似た入力装置らしきものも見受けられた。

　だが油と鉄の臭においは、聖堂などとはむしろ真逆。効率と機能を念頭に置いた無機質で機械的な印象だった。

「…………ふぅ」

「……その『くだらねぇ』って言いたげな溜ため息いきやめなさいよ。気分が悪いわ」

「溜息など吐ついていたか？」

　ヴィルヘルムは意外そうな顔になる。

「しかし、そうだな。確かに『くだらない』とは思っているよ。君は力がありながら、それを最大限活用する機会を放棄している。ライルくんに対しての態度がそうだ。君は彼の扱あつかい方を誤っている」

「勝手に決め付けられたくないわね」

「決め付けではないさ。事実だ」

　淡たん々たんと、独り言だってもっと情緒がある調子で述べるヴィルヘルム。

「…………ふぅ。まあ、君はライルくんへの交渉材料として使えるからな。その価値がある内は、乱暴に扱わないと保証するよ」

「…………」

「ああ……一応聞いておこうか。なぜ君はライル・バルトシュタインに好意を抱いだいているのかな？　もしかしたら役立つ情報かも知れないから聞いておこう」

　マリーアはこの時ほど、手が自由でない事が恨めしいと思えた事はない。せめて片手が自由なら――

「――教えるかバ――カ！」

　めいっぱい目を剥いて「ベェ」と嘲あざわらってやれたのに。

「……まあ、いい。たいした問題ではない」

　ヴィルヘルムはそれだけ言うと、口を閉ざした。

　マリーアはふんと鼻を鳴らす。

（……どうせあんたに話したって分からないでしょうよ）

　もうひとつおまけに鼻を鳴らすと、マリーアは身体から力を抜ぬいた。今から気張っていてもしょうがない。

　マリーアは幼おさな馴な染じみの少年を信じて身体を休めた。
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　西郊外の軍轄第一造船場三番工場跡地は、多目的広場から離れた場所にある。そこだけ水はけが悪くて使いにくい――そういう理由で放置されているらしかったが、それなら何でそんな場所に工場を建てたのかと疑問が残る。

　ライルはその疑問の答えを見ていた。

　原っぱの真ん中に、うっすらと光を漏もらす穴があった。穴はコンクリートで固められ、ちゃんとした階段まである。

　水はけが悪いのは当然。なぜならこの三番工場跡地の下には地下室がある。それもかなり広い。水はけの悪さは、おそらくその地下室のせいなのだろう。

「……」

　ここまで連れて来てくれた馬車を引く馬たちを労ねぎらい、ライルは地下へ降りて行った。

　階段には所々明かりが灯され、階段そのものもしっかり舗ほ装そうされていて歩き難くはなかった。ただ、長年放置されたらしく埃ほこりは溜まっていた。その埃に、最近付いたらしい真新しい足跡がいくつかあった。

　ようやく出口に辿たどり着いたライルは、目の前の光景を目にして息を呑のんだ。

　予想通り、かなり巨きよ大だいな人工の地下空間があった。舞ぶ踏とう会かいを開いた学院のホールが子供の砂場に思えるほどだ。

　だが、ライルが真に驚おどろいたのは、その空間に鎮座する巨大な構造物だった。

「これは……」

　全体を鉄で覆おおった硬式飛行船。機体を浮き上がらせる為の気嚢エンベロープは全長二〇〇メートルを超え、幾重もの甲かん板ぱんを備えた下部ゴンドラも三階建てのビルくらいは高さがある。そして機体の各所には、明らかに砲台を収容できると思わしき仕切り蓋ぶた。

「巨大飛行船……いや、〝飛行戦艦〟か……」

　地下で忘れられていたのも含め、軍の造船場跡に相応ふさわしい代しろ物ものだった。

　飛行船に火力を持たせた飛行戦艦は、飛行船の黎明期から度たび々たび提議された運用案だった。そして、提議される度に廃案になっている。

　理由は単純で、積載荷重ペイロードの問題である。

　通常の飛行船でさえ、厳密な重量調整によって飛行を可能とするのだ。艦全体を覆う装甲、大出力の蒸気機関、武器弾だん薬やくと、それだけでも相当の重量だ。

　なにより厄介なのは、艦を運用する人員である。海の時代から、一番の荷物は人間なのだ。戦せん闘とうまで付加された複雑なシステムを載のせるには、飛行船はあまりに頼たよりなかった。

「これが〈最後の魔女の遺産〉……？」

　疑わしき目で観察していたライルは、飛行戦艦の後部ハッチがこれ見よがしに開いているのを確かく認にんした。

　口元を引き締しめ、艦内へ向かう。

　内部もすでに明かりが燈っていた。その明かりが、ライルの進むべき道順を示していた。

　蒸気機関もすでに稼か働どうしているらしく、床や壁から微かすかな震ふるえが伝わる。せまい通路は頭上にパイプが這はい、居住性などは皆かい無むに近い。それだけに、この機体が純じゆん粋すいな戦闘用であると無言の内に示していた。

　通路の終端は、これまでの通路と打って変わった趣の空間だった。どちらかと言えば、教会の聖堂に近い。入口の向かい側、すなわち要塞の前方側には、巨大なパイプオルガンめいた装置が鎮座していた。

「――ようこそ」

　その、パイプオルガンめいた機械の基部に、一人の男が剣けんで床を突つき立っていた。

「〈最後の魔女の遺産〉――飛行戦艦〈巨人の王ユミール〉、その中枢へ」

　ヴィルヘルム・ゼストが、待ちわびたように笑った。

　ライルはヴィルヘルムを睨みつけながら、同時に彼の背後のパイプオルガンめいた巨大機械も観察した。

　パイプと思えたものは、数字を刻んだホイールが並んだ円筒だった。それが壁の一面にずらりと並び、膨ぼう大だいな歯車やクランクが付随している。そしてパイプオルガンの『鍵盤』の位置には、タイプライターそのものの巨大なキーボードが設置されていた。

　そのキーボードの前にヴィルヘルムが立ち、すぐ横には簡素な椅子に縛られたマリーアがいた。不ふ機き嫌げんそうだが彼女の身体に傷がないのを見て、ライルはほっと息を吐いた。

「――この〈巨人の王〉の制せい御ぎよ甲板に設置された機械が何か分かるだろう？　かつて君が提案し、《最後の魔女》によって発表された機械だ」

　ヴィルヘルムが試すように問い掛かける。

　もちろんライルにはすぐ分かった。かつて彼が思い描えがいた完成図そのままだった。

　かつてライルが考え付いたのは階差デイフアレン機関ス・エンジン――蒸気機関を動力にした計算機だった。決まった動作で確実性のある計算結果を算出するものだが、大がかりな割に出来る計算も単純なものなので、紙で計算した方が早いと一笑された代しろ物ものである。

　だが、計算機は単なる第一段階に過ぎない。計算を半自動的に実行する機械が実用化されれば、その次の段階がある。それこそが――

「そう。計算機ではなく、命令を処理する機械頭脳――『思考インジニアス機関・エンジン』だ」

　命令に基づき、機械そのものが自らの機能を制せい御ぎよするシステム――ライルも理論だけは考え付いたが、現在の技術では到底完成できないと思っていた。

　それが、いま、目の前にある。

「この〈巨人の王〉の船体は、かつて飛行戦艦という構想を実現する為に試作され、失敗作として放棄されたものだ。地上の造船場が焼け落ちた後もそのまま放置されていた。

　この失敗作に目を付けたのがエルルーア・アゾートだ。かつて軍にも協力していた彼女なら、この船の存在を知る事も出来たろう。もっとも、真に欲しかったのは複雑かつ巨大な駆く動どう源を必要とする思考機関を可動させるに足る器だろうがね。

　だが戦闘機械と思考機関の二つが合わされば、どれほどの〝力〟となるかは判るだろう？」

「…………」

　もちろんライルも理解していた。

　思考機関を備えれば飛行戦艦の運用に必要な積載荷重の問題が、かなりの部分で解消される。あらかじめ思考機関に〝命令プログラム〟を記録しておけば、あとは勝手に機械がやってくれる。砲を構える兵隊や、出力調整する機関員――飛行戦艦に付き纏まとった〝重い人間たち〟という縛りを、劇的に解決してくれるのだ。

「これが量産されたなら、画期的な兵器になるだろう。整備さえしっかりされていれば、機械は命令を間違えないし疲つかれもしない。まさしく理想的な兵器だ」

　ヴィルヘルムは満足そうに、楽しい玩おも具ちやを見つけたように嬉々として話した。

　その『理想的な兵器』がひとたび投入されれば、百から千の死者を楽々と量産する――そういう事をきっちり理解した上で称賛しているのだ。

「これを見つけた時は俺も胸を躍おどらせたが――この思考機関は動かない。この機関を動かす為の〝鍵〟がない状じよう況きようでね」

　ヴィルヘルムは鍵盤キーボードの上部にある空くう隙げきを示した。ちょうど手の平ほどの、丸い何か――そう、例えば懐かい中ちゆう時計大の何かが収まる様な凹み。

「打ち込んだ命令を計算式に訳す変へん換かん鍵かぎ――それをずっと探していた」

　ヴィルヘルムはそう言うと、ライルから奪った懐中時計――エルルーアに貰った懐中時計を取り出した。懐中時計の外装と風防を外し、その『中身』を抜き出した。

　黒いレンズ状の物体。時計の針が接続されていた部分はまさしく鍵のような突起を見せ、表面を走るラインから規則的に光が漏れていた。

「これで〈巨人の王〉は起動するだろう。そしてその後は、君が必要だ」

　ライルに向かい、ヴィルヘルムは力強さにあふれた腕うでを差し出した。

「《最後の魔女》の行方が知れぬ今、彼女の次に――いや、《魔女》よりもこの思考機関をよく知る君の力が。ライル・バルトシュタイン、俺とともに来い。この〈巨人の王〉と一緒に、君の才能を世界に知らしめよう」

「…………」

　ライルは差し出された手を、ヴィルヘルムの背後の思考機関を無言で見み詰つめた。

　感動がなかった訳ではない。自分の思い描いた機械がこうして目の前に形を見せて、心の動かない人間が科学を学ぶワケがない。

　この思考機関を多くの人間に見せたい。それはライルの偽らざる欲望だった。

「…………お断りします」

　数秒の間を置き、ライルはやはり拒否した。

　ヴィルヘルムが顔を曇らせる。ライルの返答がよほど予想外だったらしい。

「たしかに僕ぼくは思考機関を構想しました。けどそれは、こんな風に使われる為じゃない」

「……君は自分の力の結晶を、自分の価値を自分で否定するのか？」

「僕はこんな人を傷つけるだけの目的で考えたんじゃない。少なくともその〝はじまり〟が兵器として使われるのを、黙だまって見過ごす事は出来ない」

「知ち恵えと知識は〝力〟だ。力は振ふるわれなければ価値はない。ならばもっともその価値を高める振るい方を――兵器として振るうのがてっとり早いだろうに」

　ヴィルヘルムは頭痛を払はらうように頭を振ると、無念そうに呟つぶやいた。

「できるならライルくんには自発的に協力して欲しかったが、こうなっては仕方がない」

　ヴィルヘルムは腰こしの剣を引き抜いた。

「やはり、こうするしかないようだ」

　仄赤く濡れた魔剣がマリーアに向けられる。

　マリーアは忌々しそうに鼻を鳴らした。

「――汚い男ね」

「手段などは目的の為にいくらでも正当化される。さぁ――どうする、ライルくん？」

「……それなら、僕も人ひと質じちを取らせてもらいます」

「人質？　俺にはそんなものは……！」

　ヴィルヘルムが言葉を失った。

　マリーアも目を見張る。

　ライルは外套の懐ふところから棒状の道具を取り出していた。肉叩たたきにも似た、木材の柄に金属製の筒が取り付けられたそれは、

「手榴弾、だと……」

　柄付手榴弾は、ボルトアクション式ライフルと並ぶ最新の武器だった。着火方式が導火線から雷らい管かんに変わったおかげで、安全な携行武器として流通している。

「いったい何ど処こから……」

「爆薬の調合も雷管の製作も、分かっていれば意外に楽ですよ」

　ライルは柄の先せん端たんの紐に指を掛けた。

「もし僕に吹っ飛んで欲しくないのなら、速すみやかにマリーアを解放して下さい」

「……とんでもない事を考えるな、君は」

　これまで余よ裕ゆうを崩さなかったヴィルヘルムが、はじめて整った顔を強こわ張ばらせた。

「もっとも合理的で成功率の高い方法なだけですよ」

　ライルはにこりと笑った。

「本当に僕を高く買ってくれているんですね、ゼスト卿きよう。さあ、どうします？」

「……この距きよ離りなら、俺ならば一秒半で到達する。手榴弾を弾はじくには十分な時間ではないかな？」

「なら――試ためしてみましょう」

　と、ライルはあっさり紐を引いた。

「ライル！」

「くっ」

　マリーアの悲鳴が上がる前に、ヴィルヘルムは駆かけ出していた。

　言葉通り二秒足らずでライルのもとに達したヴィルヘルムは、ライルの手から手榴弾を弾いた。

「冷や冷やさせ――！」

　手榴弾が破裂したが、襲おそって来たのは爆風ではなく強きよう烈れつな閃光だった。

「これは――！」

「ご心配なく！」

　予め顔を隠かくしていたライルは、目を押おさえたヴィルヘルムの横を走り抜けた。

「ただの化学発光ですから！」

　ライルは一目散にマリーアへ向かった。

　マリーアも強烈な光に目を回していたが、ライルの気配に気付くとぱっと顔を輝かがやかせた。

「ライルぅ～」

「無事で良かったよマリーア」

　ライルはマリーアを拘こう束そくする縄に手を掛けた。

「！　ライル後ろ！」

　ハッ、と後ろを向くと、ヴィルヘルムが戻もどってきていた。まだ光に焼かれた眼めが回復し切っていないものの、ライルに手を伸のばしてくる。

「やってくれる――ッ！」

　落ちてくる銀閃。

　ヴィルヘルムは勘かんだけで魔剣を振って迎撃した。

「貴様か……」

　突とつ如じよ天てん井じようから落ちてきたルーナリアが、再度鋼の長ちよう剣けんを振るった。

　ヴィルヘルムは危なげなく防御する。

　視力低下による戦闘力の低下がほとんどないのを見て、ルーナリアは『霧』を発する。ヴィルヘルムの視界を遮ると、両りよう腕うでにライルとマリーアを掴つかみ、〝霧踏み〟によって滑すべるように距離を取った。

「……やられたよ、ライルくん」

　念入りに瞬まばたきをした後、ヴィルヘルムはライルを睨んだ。

「――いまのはいったい何だったんだ？」

「金属粉――アルミニュウムと燃焼剤で作った発光反応です」

　椅子ごと移動してきたマリーアの縄を解き、ライルはヴィルヘルムに向き直った。

「本物の爆薬なんて、いくら僕でも管理が厳しくて作れませんよ」

「カマをかけられた、というワケか。やれやれ……君には本当に驚かされる」

　一杯ぱい喰わされたと言うのに、ヴィルヘルムは楽しそうに笑った。

「これでは尚更――お帰しするわけには行かんな！」

　ヴィルヘルムは身をひるがえして思考機関の基部に走った。

　ライルが止めろと言う暇ひまもない。

　思考機関の〝鍵穴〟に、《魔ま女じよ》の懐中時計の中身が嵌め込まれた。

　カチリ、という小さな音とともに、無数のホイール群が一いつ斉せいに回転し始めた。

「――『浮上』」

　ヴィルヘルムの指が鍵盤の上で踊おどる。

　瞬しゆん間かん、蒸気機関の駆動音が高まり、中枢甲板が――飛行戦艦そのものが、身動ぎするように大きく震え出した。




３




　王都西郊こう外がいの多目的広場で行われていた曲芸祭も終わり、大道芸人たちはしたたかに酔っていた。とある有力貴族から、かなりの量の酒が寄贈されたのだ。その贈り主がヴィルヘルム・ゼストであることを知る人間は少なく、三番工場跡あと地ちから遠ざける意図があると知る者は誰だれもいない。

　もっとも、誰も彼かれもタダ酒が飲めるなら細かい事は気にしなかった。

　最初、彼らはその揺ゆれを酔いのせいだと思った。

　次に、酔いの浅い者がそれを指差した。

「はっはっは！　飛行船まで酔っ払ってこんな所に！」

　ほとんどの者が気にせず酒盛りを続けた。




「ははは！　素晴らしいな！」

　飛行戦艦〈巨人の王〉の制御甲板の壁の一部は浮上と同時に収納され、硝がら子す越ごしに外の景色を映していた。遠くなる大地が浮上の実感を与あたえる。

　鍵盤の操作だけで、この巨大な飛行戦艦が動いている。〈巨人の王〉の中枢たる思考機関は、間ま違ちがいなく世界の戦争を一変させるだろう。いまはまだ飛行戦艦という巨大な容れ物にしか対応できないが、小型化されればその価値は計り知れない。

「ははははっ！　素晴らしい！　やはり君は天才だ！　ライル・バルトシュタイン！」

「…………」

　ヴィルヘルムの讃辞に、ライルはただただ無言だった。

　自分の考え出したものが、考えうる限りもっとも最低な扱われ方をされようとしているのだ。悔くやしさで言葉が見つからなかった。

「……どうするの、ライル？」

　縛めを解かれたマリーアが、腕や肩かたを擦りながら耳打ちした。

「調子乗りまくってるけど、まったく隙がないわよ、あのイケスカし貴族」

「……思考機関を押さえなくても、この飛行戦艦を止める方法は他ほかにもあるよ」

　自動化といえば聞こえはいいが、それは同時に複雑さを抱かかえる事でもある。複雑な機械ほど、つけ込む弱点は多くなる。たとえば、頭が駄だ目めなら心臓を潰すというような――

　ライルはじり……と後退ろうとしたが、それを察したようにヴィルヘルムの指が鍵盤を叩いた。

　途と端たん、中枢甲板に通じる通路がガタンと音を立て、鉄の壁かべで閉じられた。

「これで、機関中枢への道は閉ざされた。さぁ、どうする？」

「…………」

「ライル」

　無言になったライルに、マリーアが肩を叩いた。

「何を考えてるか分からないけど……あたしを使いなさい」

　ライルが振り向くと、マリーアはどことなく剣呑に笑っていた。

「あたし、こう見えても強いのよ？」

「……知ってるよ」

　ライルは苦く笑しようした。

　なんとも情けないが、全滅覚かく悟ごの賭けに出る前に、彼かの女じよらの力を借りるしかなさそうだ。

「……ルーナリア。荷物渡わたして」

　ルーナリアの背中に背負われた荷物を受け取ると、ライルは次々と武器を取り出した。

「はい、マリーア」

　愛用のライフルと銃じゆう弾だんの収まったベルトを渡すと、マリーアは「これよこれ」と言って身に付けた。ライフルの先には、銃剣も装備する。

「さぁ、戦闘準備完了よ」

「了解……ルーナリア？」

「……はい」

　ヴィルヘルムを凝ぎよう視ししていた少女は、ライルの呼び掛けに弱々しく返事した。

「現状、彼の魔ま剣けんに対抗できるのは君だけだ。なんとか時間を稼いで欲ほしい」

「……わかりました」

　ルーナリアは手にした剣を握にぎり直した。

「ルーナリアは時間稼かせぎ。マリーアはすこし僕に付き合って」

「了解」

「相談は終わったかな？」

　ライルたちに向き直ったヴィルヘルムが、魔剣を引っ提げ歩み寄ってくる。

　先手を取り、ルーナリアが飛び出した。

　琥こ珀はく眼がんから魔ま力りよく励れい起き光を発し、身体に『霧きり』を纏わす《夜闇の血族ノスフエラトウ》を、ヴィルヘルムはつまらない顔で迎撃した。

　伸びてきた『霧』を魔剣で薙ぐ。この世ならざる『霧』は、同様の魔ま性しようを持った剣によって打ち払われた。

「――ぬ？」

　ルーナリアの剣が振るわれた。後ろに飛んだヴィルヘルムの鼻先を掠める。間かん髪はつ容れず『霧』の杭が追撃を掛けるが、ヴィルヘルムは飛び退きながらすべて叩き斬った。

「『霧』と剣の複合攻こう撃げきか。多少は手数を増やしたようだが……」

　見る者の距離感を狂わす〝霧踏み〟の接近で剣を突き出すルーナリアだが、ヴィルヘルムは余裕で防いだ。続く『霧』の触手による搦め手も、ことごとくを避よけ、払い、斬り伏ふせる。

「それなりの心得があるようだな。膂りよ力りよくと反射神経もあってなかなかの剣だが、俺おれには及ばん。『霧』も速度は大したことないな」

　見み極きわめるや、ヴィルヘルムが攻撃に転じた。

　展望台での戦闘が小手調べと思えるほど、魔剣は速さも威力も数倍増していた。

「くぅ――」

　魔剣を受け止めたルーナリアの手がしびれた。ならばと『霧』で防御するが、魔剣は『霧』を切り裂き迫せまってきた。切っ先が首元を掠め、ルーナリアの細い首筋に血が滲んだ。

「痛っ――」

「抵てい抗こうするな。これは慈悲だぞ？　君の仲間のもとに送ってやろうというのだからな」

「……あなたは何を知っているのです？」

　首を押さえたルーナリアがきっと睨にらむ。

「その魔剣を、いったい誰から譲り受けたのです……？」

「もちろん、君の里を焼いた者たちからだよ」

　魔剣の刃はを撫でながら、ヴィルヘルムは言った。

「我わがゼスト家以外にも、幻げん想そうの住人と密約を交かわした者たちはいる。中には〈蒸機革命〉で一変した世界に適応するよう提案する者も――霧の血族は、その新たな在り方を拒絶したが故ゆえに滅ぼされたのだろう？」

　若き辺境伯はくは、ルーナリアに憐あわれみの眼を向けた。

「まぁ、しょうがないな。いつまでも閉じ籠っているばかりでは、な。すでに闇に潜んでいるだけで幻想種が畏おそれられる時代は過ぎた。それを認めず、古びた過去の約束事に縛られ、変化を拒む硬化した思想――血統に頼って力を失った没ぼつ落らく貴族どもと変わりない。まったく無価値で、なんの生産性もない。滅ほろびて当然だったよ霧の血族きみらは」

「だまれ！」

　ルーナリアは叫さけんで斬りかかった。剣を、『霧』を振るうが、ヴィルヘルムは子供をあやすように受け流す。

　ルーナリアはなおも我武者羅に攻め立てた。

「父様を！　母様を！　姉様たちを！　私の仲間たちを侮辱するな！」

「なぜ怒る？　なぜ憤いきどおる？　君のやっている事は無意味だぞ？」

「だまれ！」

「その怒いかりが無意味だと、君自身が分かっているのではないか？」

　むしろ優やさしげな囁ささやき声に、ルーナリアの顔が泣きそうに歪む。

「だま、れ……！」

「真に無価値なのは君自身だ。なんとなればこうして此こ処こにいる事が間違いなのだからな。此処にいるという事は――逃にげ出したんだろう？」

「だま……ッ！」

「そう、君は霧の血族を捨てて逃げ出した死に損ないだ」

「っ…………」

　ヴィルヘルムが囁く度、ルーナリアの動きが目に見えて狂い出した。剣筋がぶれ、『霧』の狙ねらいが精彩を欠く。

　恐るべき武人の業を振るうヴィルヘルムだが、戦意を削ぐ話術も容よう赦しやがなかった。

　彼は貴族にもっとも必要なものは『見極める眼』だと言った。その言葉通りに、若き辺境伯は《夜闇の血族》の少女のもっとも脆い部分を見極めているのだ。

「そんな君がなぜ仲間を侮辱されて怒る？　泣く必要も、悲しむ理由も――怒る価値すら捨てて逃げた君が？」

「っ！　っあ……ああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　ルーナリアは絶ぜつ叫きようした。癇癪を起した幼子のように、ただ勢いに任せて剣けんを振るう。

　ヴィルヘルムはルーナリアの愚直な振り下おろしに、魔剣を横合いから叩き付けた。

　バキンッ！

　甲かん高だかい音がして、ルーナリアの剣が真っ二つに折れた。

　ヴィルヘルムは茫ぼう然ぜんとしたルーナリアの腹に掌底を叩き込む。恵まれ鍛きたえられた身体の生み出す運動力が余さず打ち込まれ、ルーナリアは血を吐はきながら吹ふき飛び、なす術なく床ゆかを転がった。

「……あ、あぁう……う、ううう…………」

　身体に力が入らない。身体ががくがくと揺れる。

　それでも何とか立ち上がろうともがいていると、手から剣が抜ぬけ落ちて床に転がった。

　折れた剣。役立たずの刃。まるで――自分のようだ。

　ほとんど根元から折れた刀身を目にした瞬間、ルーナリアはとうとう気力すら入らなくなった。

「そう、それが正しい。誇ほこりも自負も失った憐れな屍しかばねには、何の価値もない」

　ゆっくり歩みながら、ヴィルヘルムは首切り役人のように魔剣を振り上あげた。

「消え失せろ……？」

　何かに気付き、ヴィルヘルムは背後を向く。

　ライルがマリーアと一いつ緒しよに、壁の一部を引き剥がしていた。




「予想通りだ……！」

　ライルは中枢甲板の整備ハッチをマリーアに手伝ってもらい引っぺがし、そこに求めたものを見つけた。

「師し匠しようの事だ。必ず予備を用意してると思った」

　ヴィルヘルムが陣取っていた思考機関本体前のキーボードほどではないが、数字の羅列された小型の端たん末まつが設えてあった。命令プログラムを打ち込む鍵盤が故障した場合の副端末だ。

「何とかなる？」

「何とかする」

　マリーアの呼び掛かけに応じ、端末を膝ひざに抱える。柄にもなく胸が熱くなった。

　――自分が考案した技術の結晶。

　それが現実に存在する。自分の考えたものが実現されて、喜ばない研究者などいない。

　拭いきれぬ業のようなものを覚え――ライルは皮肉っぽく嗤った。

「ライル？」

「お笑い草だ……僕は喜んでる。散々世界を変えてしまうような発明を忌き避ひしといて、それが目の前に差し出されたらワクワクせずにいられない」

　なんてさもしい、憐れな生き物なのだろうと思った。

「……ごめん、マリーア」

「ライル？」

「僕はただ、怖がってるだけだ。自分が誰かの人生や生き方を変えるなんて恐くて――ただ怖こわいから何もしなかった」

　何もしなかったから、こんな所まで来てしまった。こんな事態になってしまった。

　だが、分岐点は無数にあった。何度も何度も、ライルの横に立つ赤しやく銅どう色いろの髪の少女の箴しん言げんがあった。彼女の言葉に応こたえていれば――彼女が望むように力を振るっていれば、こんな風にはならなかったのではないか？

「……ごめん、マリーア。やっぱり、僕は君に望まれたようにやっていれば――」

「あたしが望むのは、ライルが望むようにやってくれることよ」

　あっけらかんと言うマリーアに、ライルは思わず端末から顔を上げた。

　マリーアはにんまりと笑って頷うなずく。

「何を気にしてるのか知らないけど――あたしはライルに期待はしても強制しないわ。そりゃ、いろいろ下準備はしてるけど……それはあくまであたしの趣しゆ味みよ」

「けど、僕は……」

「知恵や知識は、手段であって目的じゃない。たしかにライルは色々な事が出来るだろうけど……それはライルだけのものよ。だからそれがライルの目的ねがいに適ってないのなら、何もしなけりゃいいわ。ライルはライル。何も気にすることなんかないわ」

　そう言って、マリーアは悪いた戯ずらっぽくウィンクする。

　――ああ、そうか。

　胸が軽くなる。

　ライルはずっと、マリーアが自分に構うのは、自分の知恵と知識が目当てではないのかと思っていた。その知恵と知識を、かつてのエルルーアのように振るう事を求められているのでは、と。

　ライルはずっと迷っている。自分の力が間違って人を傷つけやしないかと。だからみだりに才能を発揮するのを控えていた。そんな消極的な人間が、どうしてマリーアみたいな少女に構ってもらえるのだろうかと後ろめたく思っていた。

　けれど、この堂々とした少女に対し　引け目や後ろめたさを感じる必要などなかったのだ。

「――困るな、ライルくん？　いったい何をしようとしているのかな？」

　端末を操作するライルに、ヴィルヘルムが駆けてくる。

「ライル、頼むわよ！」

　マリーアは一切の容赦を捨てて発砲。

　読んでいたように銃弾を避けるヴィルヘルム。銃じゆう口こうから弾だん道どうを予想したらしい。

　ヴィルヘルムはマリーアに新たな銃弾を込めさせる間を与えず斬り掛かる。

　マリーアは逃げず、それに真っ向から打ち合った。

　魔剣と銃じゆう剣けんが火花を散らす。

「ぬ！」

「はあああああああっ！」

　銃剣を引き、相手の勢いをいなす。カウンター気味にライフルの銃じゆう床しようが打ち込まれた。

　鉄板で補強された銃床に額の皮膚を剥がされながら、ヴィルヘルムは身を逸らしつつ一時後退した。

「……なるほど」額の血を指で拭き取り、ヴィルヘルムは目を細める。「ライフルが本当の得物か。その技――『銃剣バヨネツト・術フエヒテン』か」

「ご明答」

　マリーアがライフルを槍のように構えて不敵に笑う。

　銃じゆうが実用化されるに従い、剣に生きる騎士の中にもその新兵器を武術として取り込む者が出てきた。『銃剣術』はその途と上じように生まれて洗練され続けた、最新の近接戦せん闘とう法だった。

　銃弾を込めたマリーアを、ヴィルヘルムが剣の調子を確かめながら睨み据すえる。

「……あのメイドがあってこの主人あり、か。愉しませてくれる――！」

　遊び相手を見つけた獣けものの笑えみで、ヴィルヘルムはマリーアに襲いかかった。

　マリーアはドレスをひるがえし、必死の形相で魔剣の刃を受け止める。

「ライル！　早くして！」

「何をする気か知らんが――っ！」

　マリーアの銃弾を剣の腹で受け止めたヴィルヘルムが目を見張る。

　窓の外の風景が――星の光がゆっくりと動いている。進行を操作されている。

「まさか――」

「回転翼よくのトルクが予想以上に強い……コンマ３修正……」

「変へん換かん鍵かぎを使わずに直接コントロールしているだと！」

　驚おどろきの隙すきにマリーアの銃剣が突つき出されるのを紙かみ一ひと重えで避けるヴィルヘルム。

「ばかな！　あくまで予備は予備！　しかもそんな数字だけの端末で――何な故ぜ！」

「あなた自身が言った筈はずだ、ゼスト辺境伯。この思考機関を造ったのは師匠でも――理論と基礎設計を生み出したのは、僕ぼくだ」

　ライルは端末から目を逸らさずにヴィルヘルムの質問に回答した。

「思考機関とはいえ、その基本は計算だ。人が扱あつかいやすいよう文字入力の鍵盤を用意しても、入力した命令は計算式に翻訳される。その翻訳方式プロトコルさえ分かれば、命令を直接計算式として入力するだけ……」

「馬ば鹿かな！　仮にそれが可能だとして――いったいいつ命令プログラムの計算方式を！」

「基本計算は１と０の二進法。あとはあなたが命令した時に回転したパイプのシリンダー――それで計算処理の法則性は見てれば分かる」

　ライルは指の数が二倍にも三倍にも見える速度で指を躍おどらせた。

　パイプオルガン――思考機関の演算ホイール群がけたたましい軋り声を上げ回転する。期待通りの命令を実行する計算式コードが入力され、封印されていた中枢甲板の扉とびらが開かれた。

「行って！　ライル！」

「ああ！」

　マリーアに促され、ライルは駆かけて行こうとする。だが、倒れ伏したルーナリアを見て、ほんの少しだけ踏み止まる。

「――ルーナリア！」

　先ほどのヴィルヘルムとの会話は聞こえていた。それは彼女の投げやりとも捨て鉢ばちともいえる態度を裏付けていた。現に、呼ばれてこちらを見る彼女の顔は、最初出会った時の虚うつろな無表情に戻もどっている。

「……いまの君に価値があるのかないのか、それは僕にはわからない！　僕が決めて良い事でもない！」

　けれど、と罪悪感の虜となったルーナリアの心に反駁する。

「けれど！　いま君がここで何もしなかったら、ゼスト卿きようの侮辱を受け入れる事になる！　君は君の血族の価値まで決めつけられてそれで良いのか！」

　それだけ言って、ライルは背を向けた。

　これだけでルーナリアの心が晴れるとは思わない。だが、先ほどライルがマリーアに救われたように、ルーナリアの後ろめたさを少しでもかるくしてやりたかった。

（――そうやって、まだ彼女を戦わせようとしてる……偽ぎ善ぜんだな）

　ライルは自じ嘲ちようを振ふり切るように、〈巨人の王〉の機関中枢への速度を速めた。




「行ったわね……」

　遠ざかるライルの足音を背に、マリーアはライフルを構え直した。

「…………」

　対するヴィルヘルムは、ライルが解錠した甲板出口を呆ほうけた顔で見み詰つめていた。まるで隙だらけで適当に狙って撃てばそれで終わりそうだったが、マリーアは剥むき出しの肩や首筋に感じる異質な空気を感じて自制した。

「…………くっ、くく……あ――っはっはっはっはっは！」

　ヴィルヘルムは身体を折って大笑いした。

「は、ははっ、くくく……直接計算式を打ち込んだ？　それが複雑すぎたからこそ変換鍵を探し求めていたのに――ホイールの回転を見て？　あんな高速で動く数字たちから命令を読み解いた？　いったいどれほどの暗記力と計算力が必要になる？　神童も今や、などとも懸け念ねんしていたがとんでもない！　彼は怪物だ。膨ぼう大だいな知識と並外れた計算力を持った知性の怪物！　素晴らしい！　なんとしても仲間になってもらおう」

　ぞくり、とマリーアは背筋を凍らせた。

　ヴィルヘルムの声に、邪気めいた響ひびきは皆かい無むだった。好青年然とした前向きな爽やかささえ感じられるほどだ。

　だがその言葉の意味するところは、相手の意思など関係なく自分に従わせる、という事に他ならないのだ。

　ヴィルヘルムは思考機関の基部へと戻って鍵盤を叩たたいた。カコン、と金属の蓋ふたが外れる音がする。

「艦内の伝声管を開放した。この制せい御ぎよ甲かん板ぱんのやり取りはすべて艦内に流れる事になる」

　なんでそんなことを、などとは聞くまでもなかった。

「ライルくん！　爆薬もない状態でどうやって機関中枢を破壊するかは知らないが……戻ってきたまえ！」

　艦内を走っているライルに、辺境伯は呼び掛けた。

「考え直すなら早い方がいい！　俺とて女性に悲鳴を上げさせるには忍びないし――〈朱い月牙〉が血を吸えば最後には同じ事になるのだからな！」

「！」

　ヴィルヘルムは影かげ法師のように音もなく迫ってきた。魔剣がマリーア目掛け迫ってくる。

　マリーアはライフルを槍のように回転させ、歯を喰いしばって魔剣の猛攻をしのぐ。

　掠かすり傷でも負えば操られてしまう。極限の集中力が要求された。

「こ、ん、の！」

「銃剣術は攻撃力に優すぐれた戦闘法である分、防御は不得意だ。受けるだけでは埒が明かないのではないか？　ん」

　ライルへの説明であると同時に、マリーアへのあからさまな挑発だった。

　銃剣の扱いは槍に似るが、基本的には一撃必殺を信条とする。それだけに反撃に際し隙が出来るのは避けられない。ヴィルヘルムはそれを狙っているのだ。

「心配するな。君を無下に扱う事はしない。むしろ君の願いを叶えてやろうと言っているんだがな、俺は」

「なんっ！　の事っ、よ！」

「素す直なおになれない君の代わりに、俺が素直にさせてやろうと言うのさ」

　防がれる剣撃の代わりとばかりに言葉の楔が放たれる。

「ライルくんに抱だかせてあげよう。何、羞恥心を殺すのなど簡単だ」

「なっ――」

「それどころか、男の悦ばせ方も君の心に直接教えてあげよう。きっとライルくんも夢中になってくれると思うが？」

「この――下種がっ！」

　大事に温めてきた気持ちを踏み躙るその言葉に、マリーアは思わず激昂する。

　怒りは集中力を乱す。魔剣に集中していたマリーアは、ヴィルヘルムが柄を手放したのを見て目を見張る。その瞬しゆん間かん、鋭するどい肘が打ち込まれ、少女の身体がくの字に折れる。

　空中で素す早ばやく握り戻された魔剣が、痛みを堪こらえるマリーア目掛け落ちてくる。

「しま――！」

　だが、魔剣の刃はマリーアの眼がん前ぜんを通り過ぎて遠ざかった。そのままヴィルヘルムも遠ざかってゆく。

　何が何やら分からない内に運ばれたマリーアは、自分の身体に絡み付いた『霧』に気付く。そのまま、ゆらりと立ち上がったルーナリアの横に下ろされる。

「……憎にくらしい人です」

　ルーナリアがぽつりと零こぼした。

「……ええ、私は無力で無価値なつまらない小こ娘むすめです。その考えを翻すつもりなど絶対にない……それを分かっていて、あんな事を……！」

　マリーアは目をぱちくりさせ、ルーナリアの蒼あお褪ざめた銀ぎん髪ぱつを見下ろした。

　この少女はヴィルヘルムではなく、どうやらライルに腹を立てているらしい。〝くそったれ〟とか〝こんちくしょう〟と書かれた苛立たしげな顔からは、これまでの後ろ向きな陰かげはどこかへ追いやられてしまっていた。

「ぜんぶ……ぜんぶ納なつ得とくしてたのに……なのに何で……！」

「――そういう奴やつなのよ、ライルは」

　見上げてくるルーナリアに、マリーアは誇っているようで呆あきれているようでもある、不思議な苦く笑しようを返した。

「例えば、目の前に自殺しようとして死にかけた人がいたら助けるでしょ？　けど、ライルはその人に『命を大切にしろ』なんて言わないのよね。せいぜい『僕はそういうの嫌きらいです』って程度。それで、その後で同じ人が自殺しようとしたら助けるの。また自殺しようとしてもまた助けて……自殺を諦あきらめてくれるまで助け続けるのよ」

「………………分かる気がします」

　ルーナリアはむっつりと押おし黙だまっていたが、やがて同意するように頷いた。

　マリーアは、この意外と分かりやすい少女をとても身近に感じた。同じ少年に心を振り回されて、〝戦友〟めいた共感さえ覚えた。

「さっきは助かったわ。これが終わったら、お礼しなきゃね。何がいい？」

「……では、あなたの『秘密』を教えてください」

　マリーアは一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、ライルの研究室でのやり取りを思い出すと納得して頷いた。

「ええ、いいわ。――じゃ、はじめましょうか、ルーナリア？」

「はい、マリーア」

　赤銅色の髪かみと蒼褪めた銀髪が、反発したようにパッと飛び退のいた。直後、仄赤い魔ま剣けんが叩き付けられる。

「――二人ならどうにかなるとでも？」

　ヴィルヘルムは右手のマリーアを追う。マリーアは牽制の銃撃を放った。当然のように銃じゆう弾だんを避よけるヴィルヘルム。そのまま真っ直ぐ突っ込んで剣を振るい、

「むっ――」

　密度の高い『霧きり』が魔剣からマリーアを守った。

『霧』に守られ後退したマリーアに代わってルーナリアが前に出る。

『霧』に乗って迫せまるルーナリアに、ヴィルヘルムは魔剣とともに再び言葉の刃で斬り付けた。

「いまさらか？　いまさら戦って何になる？　同族に背を向けた死に損ないが――」

「その通り。私は死に損ないです」

『霧』を振るい、ルーナリアは毅き然ぜんとヴィルヘルムを見返した。

「いまさら怒おこってどうなる？　卑怯にも逃げるしかなかった無力な君が、いまさら戦って何になる？」

「何にもなりません。私はやはり無価値でしょうし、消えてしまえば良いという気持ちも変わりません。私は逃げ出した卑怯者。……けれど、霧の血族を――私はともかく彼かれらを侮辱する言葉だけは、認めるわけにはゆきません！」

「……ちっ」

　囁きが利かなくなった事をヴィルヘルムは悟さとった。

　ルーナリアが虚無的だったのは、血族を助けられなかった後こう悔かいゆえだ。己おのれの無力さを許せなかったからこそ、『消え去るべき屍』『生きる価値を失った死に損ない』と思い込もうとしていた。

　その無力感がいま、発端である『同どう胞ほうへの親愛』を刺し激げきされて裏返っていた。

「……なら、ただ斬るだけだ」

　ヴィルヘルムは回転させざま、遠心力も込めた重い剣撃を繰り出した。魔ま力りよく密度を増した濃のう密みつな『霧』が、ヴィルヘルムの斬撃に屈する。

　ルーナリアはすでに折れた剣を手に防御の構えを取った。

「そんな役立たずの剣で何ができる！」

　華きや奢しやな首を刈り取る魔剣はしかし、確かな手応えを以もって弾はじかれた。

　ヴィルヘルムが目を見張る。

「それは……」

　幻げん想そうの『霧』が渦うずを巻き、ルーナリアの手に収束する。折れた剣に纏まとわりついた『霧』は剣身を補完するように、磨り硝子がらすのような白い半透とう明めいの刃はを顕現させていた。

「――〈狭霧の剣ネブラ・スパーダ〉」

　ゆらりと舞まい、ルーナリアは『霧』の刃を横薙なぎに振るう。

　迎撃する魔剣。限界まで高められた『霧』の収束率・密度によるものか、先ほどまでのようにはゆかない。ならばとヴィルヘルムはさらに力を込める。

〈狭霧の剣〉は半ばから断ち切られるが、すぐさま『霧』の刀身が再生してヴィルヘルムに迫った。

「なにっ？」

　身を逸そらすが、『霧』の刃は貴族らしく整った顔を掠め、頬ほおに傷を付けた。

　ルーナリアは身体から発せられる『霧』のすべてを〈狭霧の剣〉に注いでいた。何度断ち切られても再生する――それは云いわば『受け止められない剣』だった。その名の通り、霧のようにすり抜ぬけて迫ってくる。

　だが、力を注ぎ過ぎた代償だろう。ルーナリアの消耗は『霧』を纏う時とはケタ違ちがいのようで、〈狭霧の剣〉が断たたれて再生するたび、その顔からは血の気が引いている。

「この――っ！」

　所しよ詮せんは防御を除外した捨て身――そう考えたヴィルヘルムが咄嗟に飛び退いた。足元で着ちやく弾だんの火花が散る。

「こっちも忘れないでほしいわね！」

　ライフル弾を装そう填てんしながらマリーアが叫さけぶ。

〈朱い月牙〉への耐性があるルーナリアが前衛と防御を、銃に秀でたマリーアが牽制と攻こう撃げきを。にわか仕込みながらこれしかない配置だった。

「……だが、所詮は小細工だぞ、小娘ども」

　かすかな苛立ちを浮うかべ、ヴィルヘルムが少女たちに襲おそい掛かった。
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　ライルは〈巨人の王〉の艦内を駆け抜けた。さきほどから制御甲板の戦せん闘とう状じよう況きようが艦内に流れているが、マリーアとルーナリアを信じて先を急いだ。

　予想される艦内地図から、機関中枢である琥珀アンバー・炉リアクターの場所を思い浮かべる。徐々に分厚い扉が多くなり導力管も太いものになってゆき、自分の予想が正しいと裏付けてくれた。

「……ここか」

　一際分厚い鋼鉄製の扉に辿たどり着く。回転式のバルブを開くと、黄たそ昏がれ色の熱気がライルの頬を叩いた。

　五角形と六角形の組み合わさった三十二面体。それが琥珀炉のおおよその形だった。鋼鉄で鋳造された内部には真銀合金ミスリルと呼ばれる特殊な合金が蒸着され、それが琥こ珀はくに含有されるエネルギーを効率よく反射増幅させる。

　窯かまやパイプの群に半ば埋まった琥珀炉は大の大人をはるかに超える直径で、頑がん丈じようかつ堅牢に作られていた。

　琥珀を補充する五角形の投入窓を開け放っておけば多少の熱量が流出するだろうが、そんな悠長なことはしていられない。

「……使うか」

　ライルは、密かに用意しておいた自分の武器を取り出した。

　単発式の、榴りゆう弾だん銃じゆう。大口径ではあるが、鋼鉄の塊かたまりである琥珀炉を破壊する威力はない――通常なら。

　仕し掛かけは弾の方。

　中折れ式の銃に、虹色に光を反射する銀色の弾頭が装填される。

　通路に出て距きよ離りを取り、両手で保持した銃を船の琥珀炉へ向ける。

　引き金に指を掛かけ――ライルは迷った。

　この〈巨人の王〉――思考機関を本当に破壊していいのか？

　実際に稼か働どうしている思考機関、この前人未到の発明を、ここで潰えさせてよいのか？

　ここで撃うつのは、変えない覚かく悟ご。

　撃たないのは、変える覚悟。

　かつてエルルーアに問われた課題が、ライルの指先一つに解答を迫っていた。

　僕は――

　引き金に掛かった指が震ふるえた。

　その時、壁かべの伝声管から、

〝――いいかげんにしろ！〟

　迷いを飛ばさんばかりの大きな怒ど声せいが聞こえてきた。




　中枢甲板での戦いは一進一退を繰くり返していたが、それは危うい均衡に支えられていた。

　ルーナリアの〈狭霧の剣〉は威力こそあるが、彼かの女じよの剣術はヴィルヘルムには及ばない。いかに速く動こうとも攻撃を予測されて受け流される。

　マリーアの弾だん丸がんも、今のところ命中していない。ヴィルヘルムの動きは迅速を極め、引き金を引いた瞬間にはすでにその場に居なかった。銃剣による刺突は言わずもがなだ。

　超人的な剣の冴えを見せるヴィルヘルムに対し、マリーアとルーナリアは急遽でっち上げた連携で対抗するが、慣れない連携は二人の神経を擦り減らしていた。

「……ったく。勘かん弁べんして欲ほしいわ」

　荒い息を整えながらマリーアは嘆じた。

　彼女の視線の先には、涼しい顔のヴィルヘルムが居る。常人ならぬ戦闘力を持つ二人の少女たちを相手にし、長ちよう剣けんを振り回しながらまったく息を切らしていない。

「そろそろ弾も尽つきるのではないか？　そちらの《夜闇の血族》のお嬢じようさんもお疲つかれのようだしな」

「…………」

　ルーナリアは無言。息を整えるだけで精せい一いつ杯ぱいの様子だった。〈狭霧の剣〉はルーナリアの魔力で維持されている。幻想種にとって魔力は生命力。ヴィルヘルムの魔剣と打ち合う度、ルーナリアは文字通り命を削っていた。

「もう止めないか？　そもそもこんな闘いには何の意味もない」

　ヴィルヘルムは言った。

「なんなら〈朱い月牙〉はそちらのお嬢さんに返してもいい。人を操あやつる手段なぞいくらでもあるからね。マリーア嬢もこの思考機関の価値は十分に分かるだろう？　発表しないなんてとんでもない事だよ。

　どうだい？　君らからもライルくんを説得してくれないか？」

「「…………」」

　マリーアとルーナリアは無言で顔を見合わせた。

　そして、返事とばかりにそれぞれの武器を構え、同時に飛び出した。

　ヴィルヘルムは小さな吐と息いきを漏もらす。

「…………ふぅ。まったく……」

　ルーナリアの繰り出した〈狭霧の剣〉を見詰つめつつ、

「もはや消え去った同胞に義理立てして何になる？　時代に適応できなかったから淘汰された霧の血族なら、君も黙って消えされば良かろうに」

「言ったはずです」

　ヴィルヘルムの魔剣と言葉を真正面から受け止めつつ、ルーナリアは静かに吠えた。

「今の私には何の意味も価値もない――そんな事は私が一番分かってます」

「分かっててこんな戦いを？　理解できんな」

　ヴィルヘルムは羽虫を追い払はらうように剣を振るった。

　剣が掠めて体勢を崩すルーナリアに、仄赤い刃が駄だ目め押おしに落とされる。だが、横合いから飛び出した銃じゆう剣けんがそれを防いだ。

「――理解できないといえば君だ、マリーア・ハイライン」

　槍の如く突き出された銃剣を弾き、ヴィルヘルムは言った。

「君はライル・バルトシュタインに革命の旗手たるを望むのだろ？　いまがそれをなす絶好の機会だ。なのになんでそれを先送り――いや、潰えさせようなどと出来るのだ？」

「――いいかげんしろ！　このノータリン！」

　ライフルを盾に魔剣を防ぎ、マリーアが噛みしめた歯を剥いて叫んだ。

「何度も言わせるな！　あんたにあたしの何が分かるってのよ！」

「分かるさ。君にはハイライン財団という後ろ盾があり、実務能力があり、高い運動能力と芸術的な身体がある。女という身分を逆用する強かさもある。君には能力があり価値がある。ライル・バルトシュタインの才能を十全に活用できる能力と価値が――」

「価値なんて知らないわよ！　あたしの価値はあたしが決める！　あたしの生き方もあたしが決める。うだうだ言うな！」

「才能は正しく活用されるべき宝だ。才能が己ひとりで左右されるなど、傲ごう慢まん以外の何物でもない。だからこそ正しく価値を知る者が管理すべきだ。君がそうしないなら――ライルくんは俺おれが管理する」

「それこそふざけんなぁああああああ！」

　マリーアは引き金を引きざま、怒いかりと銃弾を至近距離で叩き込んだ。

　銃弾こそ避けたものの、耳元で生じた爆音にヴィルヘルムは顔をしかめた。

　マリーアはさらに前進する。

「ふざけるな、ヴィルヘルム・ゼスト！　ライルをあんたの価値観で測るな！　ライルの真価があんたに分かるもんか！」

「……面おも白しろいことを言う。この飛行戦艦を動かす思考機関。これをさらに超えるものが彼にはあるのか？　それはいったい――？」

「そんな事もわからないの？」

　マリーアは、心底ヴィルヘルムを憐あわれむように笑った。

「そんなの、〝優やさしさ〟に決まってるじゃない！」

「……ふぅ。所詮は女の戯言か……やはり、君に彼は任せられんな！」

　カウンター気味に、ヴィルヘルムの拳こぶしがマリーアに突つき刺ささる。

　魔剣に注意を引きつけられていたマリーアが、くぐもった声を漏らし身体を折った。

「ライル・バルトシュタインの才能は、俺が十全に活用する！」

「こ、の――才能しか愛せない男がライルを語るな！」

「女の言うことかっ！」

「女だからよ！」

　何とかライフルを掲げるものの、力が入らず簡単に弾かれる。

　がら空きとなったマリーアの首に、魔剣が血を吸おうと突き出された。

「マリーア！」

　飛び込んできたルーナリアが防ぐが、疲弊した彼女も一撃を受け止めるのが精いっぱいだった。

　少女たちは重なるようにして甲板の床ゆかに倒たおれた。

「これで終わりだ」

　ヴィルヘルムが魔剣を振ふり上あげた――その瞬間、

「！」

「きゃあ！」

　床が、空中要塞そのものが大きく震え、遅おくれて重い音が響いた。

　――ズッ――ヴゥゥゥンンッッ――――！

　絶ぜつ妙みようなタイミングで足元が揺ゆらぎ、ヴィルヘルムの体勢が崩くずれた。全力の攻撃を放とうとしていただけに、致命的なまでの隙すきが生まれる。

「喰らえアホんだら！」

　隙を逃さず、マリーアはライフルの引き金を引いた。

　ライフリングによって回転する銃弾が、ヴィルヘルムの額を削けずり取る。

「ぬ――うっ!?」

　ヴィルヘルムはたまらずに大きく後退した。血がだらだらと流れ出す額を押さえながら、少女たちを横目に外の様子を窺った。

　機関が停止し、飛行戦艦は惰性で空中をゆるゆる進んでいた。外に見えるのはいつの間にか草原ではなく、星の光を反射する水面となっている。

「……ホレ湖か」

　王都の水源でもある、王都西北に位置する大きな湖だ。最大幅は五キロメートルに達し、最深部は二〇〇メートルに及ぶ。秘密のものを沈めるには絶好の場所だった。

　最初の旋回は、もともとここを目指してのものだったらしい。あの少年はすでに〈巨人の王〉の処分場まで想定済みだったのだ。

「到達予測時間を正確に読んでの琥珀炉の破壊――どこまでも驚おどろかしてくれる……」

　思考機関の演算ホイール群も、蒸気圧の弱まりとともに回転が停滞し出す。あとはエンベロープのヘリウムガスを抜けば、鉄の装甲を纏った飛行戦艦は湖に沈しずむしかない。

〈巨人の王〉の命脈が断たれようとしていたが、ヴィルヘルムはまだ余よ裕ゆうを崩さなかった。

　たしかにあの軽装で琥珀炉が破壊されるなど思いもしなかったが、ライル・バルトシュタインがこのまま一人で逃にげるとは考えられない。必ず少女たちを助けに来る筈はずだった。

　息を切らせて立ち上がった少女たちに、ヴィルヘルムは血に濡れた顔を向けた。

「あともうひと押し――決着をつけてやろう！」

　ヴィルヘルムはたたみ掛けるべく矢継つぎ早に攻撃を繰り出した。

　魔剣が唸り、マリーアとルーナリアに襲おそいかかる。息を整える間もなく、二人は防戦一方に追い込まれた。

「手間取ったが、結局は何も変わりはない」

　ヴィルヘルム・ゼストは、こうと決めたものはすべて達成してきた。武芸も、礼れい儀ぎ作法も、地位も、人脈も。

　もちろん、すべてが上う手まく行ったわけではない。だが、最後にはたゆまぬ努力と不屈の精神で成し遂げてきた。

「今回も変わらない――俺は獲得し続ける」

〝――何の為ために、です？〟

　甲板に声が響ひびいた。

〝あなたは何の為に、そこまで力を欲するんですか？〟

　開放された伝声管を伝わってくるのは、間ま違ちがいなくライルの声だった。

「決まっているだろう！」

　必死に魔剣を防ぐ少女たちを睨にらみつつ、ヴィルヘルムは叫び返した。

「俺の〝価値〟の為だ！　俺は獲得し、上昇し続ける」

〝何ど処こまでですか？〟

「――なに？」

〝あなたは何処まで到達すれば満足なんです？　ヴィルヘルム・ゼスト辺境伯はく？〟

「…………」

　盲点を突かれたように、ヴィルヘルムは黙りこんだ。

　数瞬遅れた剣撃の隙に、マリーアとルーナリアが反撃に転じる。

　ヴィルヘルムはハッとして戦せん闘とうに集中した。

「ぬ……」

〝聞かせて下さい。あなたは何処を目指しているんですか？〟

「……思った以上に姑息な手を使うな。言葉で俺を惑わそうというのか？」

〝そう思うなら……っ、耳を塞げばいいだけです〟

　通路を疾走する合間に見つけた、手近な伝声管に叫んでいるのだろう。ライルの声には激しい息遣いが混じっている。

〝けれど惑うというなら……あなたはどうして惑わなければならないのでしょうね？〟

　だが息が途と切ぎれがちだろうと、問い掛けはひたひたと容よう赦しやなく迫ってくる。

〝そもそも……あなたはあなた自身が望んで掴つかんだものが、ひとつでもあるんですか？〟

「なに？」

　疑問を呈すヴィルヘルムの胸を〈狭霧の剣〉が掠めた。

　痛みか困惑か、あるいはその両方にヴィルヘルムの顔が歪む。

「――俺は常に自分を戒めて鍛きたえ上げた。ひたむきな意志があったからこそ、俺はこうして力を得ている！」

〝努力家なんですね〟

　おざなりに『わぁお上手』と合いの手を入れるような調子だった。

〝けれど、あなたは本当に上そ昇れを望んだのですか？〟

「くどい！」

　こめかみを狙った銃剣を躱かわしざま、ヴィルヘルムは叫んだ。

「俺の現在がその証明だ！」

〝本当に？〟

　ライルは続ける。

〝『意志の堅さ』と『想おもいの強さ』は別物です。あなたには『到達おわり』がない。それは『想起はじまり』がないという事じゃないんですか？〟

「ぬ……」

〝あなたが言うすべては『するべきこと』に聞こえる……あなたの『したいこと』は何処にあるんです？〟

「ぬ、ぬぬっ……」

　いつのまにか、ヴィルヘルムの口から呻うめき声が漏れていた。

　マリーアの銃じゆうも、ルーナリアの霧きりも、ヴィルヘルムには恐れるべきものではない。十分に対処できるものだ。

　なのに、彼は呻き声を止められずにいた。

「ぬ、うう……？」

　ヴィルヘルム・ゼストはすべてを手に入れてきた。

　辺境伯の位もそうだ。ある時点で、自分の方が地位を上手く活用できるのが明白だった。だから事故にしか見えない方法で父親を亡き者とし、辺境伯を世襲した。

　だが辺境伯それが欲しかったのかと問われれば、それは――

「う、うう……」

〝あなたの向上心と克こつ己き心しんには尊敬の念を禁じ得ません、ヴィルヘルム・ゼスト〟

　はじめてライルは、ヴィルヘルムを名前だけで呼んだ。

〝しかし残念ながら、あなたがその堅固な意志でどれほどのものを手に入れたとしても、けして満足なんてできないでしょう。どれほどの価値を積み上げようと――あなたには『野望』が欠落している〟

「う、うううううっ……！」

「……先ほどと逆ですね」

　青あお息いき吐と息いきのルーナリアが囁ささやく。

「言葉の刃はいかがです？」

「調子に乗るな！　旧時代の遺物が！」

　ヴィルヘルムはカッと目を見開きルーナリアに斬りかかった。だが、魔ま剣けんは霧の刃に受け止められる。

「……切れ味が鈍ってます」

　と、ルーナリアの〈狭霧の剣〉がゆらりと形を変え、魔剣にがっちり巻き付いた。

「ぬっ、う……」

「せっかくのお顔が台無しよ、辺境伯閣下」

　ルーナリアの頭上を飛び越える様にして、マリーアがライフルを突き出す。

「今度は張り手じゃすまないわよ！」

　とっさに避よけるが、銃じゆう弾だんはヴィルヘルムの右頬を削り取った。歯茎も露あらわに頬が裂さける。

「ぐぬっ――――おおおおおっ！」

　力任せに少女らを振り払った。

　彼女らも限界が近くよろめくものの、マリーアは最後の銃弾を装填し、ルーナリアは一際琥こ珀はく眼がんを煌かせ、すぐさまヴィルヘルムに攻めかかる。

「……なんなんだ、お前たちは……」

　ヴィルヘルムは片側が露わになった奥おく歯ばを噛みしめた。

　――なぜ、この少女たちはこうもしぶとい？

　――なぜ、自分はこんなに手間取っている？

　――なぜ、自分は――

「ぐっ、ぐぐぐっ……」

〝自分の価値は自分で作るもの。己おのれの生きる意味は己自身で定義するもの。たとえそれが他人にはどれほど下らなく思えても〟

「お、俺は……」

〝あなたが自分の価値を分からないと言うのもそれです。あなたは自分が分からないんじゃない。ただ、自分がないだけなんですよ〟

　いつの間にか防戦一方になっていた。

　積み上げた戦闘理論も鍛え抜いた武力も曖あい昧まいになり、ヴィルヘルムは顔を強こわ張ばらせて必死に剣を振るう。

「なら……なら、君はどうだというんだ！」

　ヴィルヘルムは血を吐はくように絶ぜつ叫きようした。

「君はいったい、何を目指している！　何を目的に生きている！　自分の価値をあっさり捨てされる、その拠り所はいったい何だ!?」

　余裕も優ゆう雅がさもかなぐり捨て、ヴィルヘルム・ゼストは咆哮する。

「答えろ！　ライル・バルトシュタイン！」

〝――僕ぼくが考えてる事なんて、とても当たり前な事ですよ。当たり前すぎて、笑ってしまうものです〟

　激しい剣けん戟げきの音に紛まぎれながら、ライルの声はやけにはっきりと響いた。

〝僕はただ――『人に優しくできる人間』でありたいだけです〟

「……なんだと…………？」

　ヴィルヘルムは状じよう況きようを忘れ呆ほうけた声を漏らした。

「それだけ？　それだけの為に……？」

　ライルの答えは、まるで親が子供に言い聞かせる常套句だ。

　――だが、その当たり前を実践できる人間がどれだけいるだろう？

　ヴィルヘルムは、自分が思い違ちがいをしていたのだとようやく気付いた。

　ライル・バルトシュタインは、その才能に似合わない精神の持ち主だと思っていた。優すぐれた頭脳と裏腹な平凡で普ふ通つうな感性故に、その才能を発揮できないのだろうと。

　とんでもなかった。

　平凡で普通だったら、とっくに才能に喰い殺されている。彼かれの見かけ上の印象は、普通人とは比べようのない、強きよう烈れつな『我』によって支えられている。

「こ、こんな……」

　その『我』が最後の追い打ちを掛けた。

　ヴィルヘルムは唐とう突とつに寒々しさを覚えた。剣を握る手がぶるぶると震える。

　彼はこれまで、何の悩なやみもなかった。自分のやっている事は『当然』なのだと思っていた。だから自信を持ってひたすら上昇し続けた。

　だが今感じるのは、寄る辺を失った寒々しさだった。

　当然の事――だが『当然』とはいったい何だ？

「お、俺は……!?」

　文字通り茫然自失したヴィルヘルムが気付いた時には、すでに勝負が着いていた。

　左肩かたを銃弾が捕らえて身体が仰け反り、剣を握る右手が手首から寸断される。

　血飛沫が舞まい、鍛え抜ぬかれた身体が宙を泳ぐ。

「ぐっ、お…………」

　ヴィルヘルムは、どぅ、と前のめりに崩れ落ちた。

　床に、彼の血が水溜りのように広がってゆく。

「…………やった……」

　マリーアが息を吐いた。ライフルを杖つえ代わりに身体を支える。

　ルーナリアも琥珀眼の輝かがやきが消え、〈狭霧の剣〉の刀身も霧む散さんした。

　二人の少女の荒い息遣いだけが、飛行戦艦の制せい御ぎよ甲かん板ぱんに漂ただよった。

「まったく……本物の化け物だったわ」

「ええ……ライル様の言葉がなかったら、とっくにやられてました」

　マリーアとルーナリアは顔を見合せて笑い合った。

「さて……ライルが戻もどってきたら――！」

「マリーア!?」

　突とつ如じよ跳ね飛ばされたマリーアに、ルーナリアが声を上げた。

「…………やってくれたな、小こ娘むすめどもォ……」

　全身血まみれのヴィルヘルムが、悪鬼のように顔を歪ゆがませて立ち上がっていた。あまりの禍まが々まがしさに悲鳴を上げかけたルーナリアの喉のどを、無事な左手ががっちりと絞しめ上げた。

「かっ、は――」

　ヴィルヘルムはルーナリアを引き摺り、立ち上がろうとするマリーアのもとへ行き着くと、彼かの女じよの首にブーツの底を突き立てた。

「ぎっ――」

「ふざけるな……ふざけるな……！」

　裂けた右頬ほおからぶつぶつと声を漏らし、ヴィルヘルムは少女たちに掛かけた力を強めた。

　マリーアもルーナリアも顔を青褪ざめさせた。苦悶を漏らす喉から、頸骨の悲鳴まで聞こえてくる。

「――――ヴィルヘルム・ゼスト！」

　今度は肉声だった。

　顔を煤と埃ほこりに塗らせながら、ライル・バルトシュタインはまっすぐヴィルヘルム・ゼストを睨んだ。




　機関部を破壊したライルは目に付く伝声管に手当たり次第に声を吹ふき込みながら、制御甲板への道を走っていた。

「〝光の果て、闇やみの果てに在りしもの。風の始まり、火の始まりを示すもの〟――」

　走りながら、ライルは〈祈オラ呪シオ〉を唱えた。彼の手に琥こ珀はくはない。代わりにあるのは大口径の拳けん銃じゆうだけだ。

「〝朽くちぬ黄たそ昏がれ、まつろわぬ黄金。其は時の揺よう籃らん。異邦を優しく包みたもう。我らを優しく許したもう〟――」

　ようやく制御甲板に戻ると、着いた筈の決着は最後の最後で逆転していた。

　満身創痍のヴィルヘルムが、いまにも二人の少女を縊り殺さんとしていた。

「っ！　ヴィルヘルム・ゼスト！」

「……やぁ、ライルくん」

　まるで別人みたいに凄せい絶ぜつな顔がこちらを向く。

「……君には驚かされる一方だ。俺を追い詰つめたのはこの小娘たちじゃない……君だ。君の取るに足らない言葉だ」

　ヴィルヘルムはくっくっと虚うつろに嗤った。

「あんな事を言われたのははじめてだ……だが、不思議だな？　なぜ誰だれもあんな事を言わなかったんだ？」

「……それは、あなたがあまりに前向きな人間だからですよ」

　ライルは少しだけ憐れむように目を細めた。

「いつも足踏みしてばかりの僕とは違う……あなたには人を牽引する意志もある。ただ一点――その意志に〝果て〟がなかったというだけで」

「ああ、そうだ……俺には目的なんて初めからない。要求された在り方に従って、手段マニユアル通りに動いていただけなんだろう……だがそんな俺に今はじめてと言って良いほど強烈に湧き上がるものがある。心底君を手に入れたいという、な」

　ヴィルヘルムはギラギラとライルを見返した。

「世界は君に感謝すべきだろうな。君にそれほどの傲慢な優しさがなければ、世界はとっくに在り様を変えていただろう！　俺などが見み極きわめられるような、そんな小さな〝力〟じゃない……そんな君を、俺は心底欲ほしいと思う！　これだけが今の俺の真実だ！　たとえ目的のない手段だとしても……！」

「…………」

「さあ、選んでもらおう……俺を受け入れ世界を変えてすべてを手に入れるか、俺を拒絶し世界を変えずにすべてを失うか！」

　ひゅうひゅうと細い吐と息いきを洩らす少女たちを示し、ヴィルヘルムは悪鬼のような表情を浮うかべた。

「今の俺でも、彼女らを道連れにするくらいは出来る。さあ、どうする!?」

「…………これが返事です」

　ライルは静かに、手にした銃を持ち上げた。

「いいのか？　君の腕うででは彼女たちに当たってしまうかも知れないぞ？　正解とはとても思えんが」

「僕にとっての正解は、いつもひとつですよ」

　そう言って、ライルは笑った。

　ライルは拳銃の照準を、ゆっくりと横へ移動させた。

　その狙ねらいに気付いたヴィルヘルムが、かっと目を見開く。

「やめろ……君は自分が何をしようとしているのか分かってるのか！」

「ええ。〝自分のつくったものには責任を持つ〟……とても当たり前の事です」

　ライルは手の中の銃へ、〈祈呪〉の最後の一節を吹き込んだ。

「――〝其は境界の揺らめき。ならば理を超え時を超えよ。永と久わの黄昏は今此こ処こに〟！」

　ライルの手の中――大口径の単発式拳銃に込められた銃弾は、只ただの銃弾ではない。

　特別製の真銀合金弾頭ミスリル・ブレツト。その内部に封じ込められた琥珀が臨界状態へ。

　本来ならもろもろの外装機器による加熱加圧で引き起こされる琥珀の臨界遷移は、魔ま術じゆつ師したるライルによって急速に活性化する。

　超々極小の琥珀炉というべき真銀合金弾頭内で、琥珀の魔ま力りよくはあらゆるエネルギーの終着点――熱に変へん換かんされてゆく。

　魔ま術じゆつと科学――二つの技術体系を融合させた、ライルにしか造れず操れない〈魔弾フレイクーゲル〉。〈巨人の王〉の機関中枢たる巨きよ大だいな琥珀炉を破壊したのもこれだった。

　ライルは思考機関へと〈魔弾〉を向ける。

「やめ――」

　止めようとするヴィルヘルムに構わず、引き金を引いた。

　初歩的かつ原始的な構造から撃うち出された琥こ珀はく弾だん頭とうは、ごくごく自然な放物線を描えがいて飛翔。ヴィルヘルムの脇を抜け、その後方――思考機関へと吸い込まれる。

　命中した琥珀弾頭は、巧妙な力学構造によって内部の極小琥珀炉を圧縮させる。安定状態に在った琥珀が、すべてのエネルギーを一気に熱量に変換した。

　熱はもとより、急激な空気の膨張が衝しよう撃げき波はを生んだ。

　渦うず巻まく暴ぼう威いがシリンダーを溶かし、鍵盤キーボードを砕き、無数の歯車を弾き飛ばす。

　パイプオルガンの如き様相を見せていた思考機関は、一いつ瞬しゆんで粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいされた。

「お、おお……」

　マリーアとルーナリアを放ほうり出し、ヴィルヘルムは破壊された思考機関に向き直った。よろよろと、煙を上げる残骸に歩み寄ってゆく。

「お、おお……なんて、なんて事を……おおお……」
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　言葉よりもはるかに雄ゆう弁べんな〝答え〟に、ヴィルヘルムは打ちのめされていた。

　彼がはじめて手にした望みが――ライル・バルトシュタインが手に入る事はけしてないのだと、完膚なく破壊された思考機関が語っていた。

　それが、ヴィルヘルム・ゼストが経験した初めての〝絶望〟だった。

　マリーアとルーナリアを道連れにする――そんな余裕など、粉微塵に吹き飛んでいた。

「……立てるかい、マリーア、ルーナリア」

　ライルが呼よび掛けると、二人の少女は気丈にも自分の足で立ち上がった。

「ええ、これくらい唾つば付けときゃ治るわ」

　マリーアがそう言って笑う。

　ルーナリアも、無表情ながら安心させるように頷うなずいた。

　ライルはほっと胸を撫で下ろした。

〝――ライル〟

　聞き覚えのある声が響き、ライルははっと顔を上げた。

〝――おそらくこれを聞くのは、お前だと思う〟

　懐なつかしい師の声――エルルーア・アゾートの声が響いた。
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「ライル、これ……」

　エルルーアと面識のあるマリーアが、突とつ如じよ響ひびいた声に戸と惑まどった声を漏もらした。

　ライルも茫ぼう然ぜんとしつつ、声の正体を察した。

　おそらく、蓄音機――声や音を記録する何らかの装置が仕掛けられていたのだろう。

　伝声管を通じて艦全体から、懐かしい師の声がライルに呼び掛けた。

〝――この声は思考機関が破壊された時に流されるようになっている。こんな発明を壊こわそうなんて思って実行するのは、お前くらいのものだろうからな〟

　そうだろう？　と問い掛けるエルルーアの無む邪じや気きな笑えみが脳のう裏りに浮かんだ。

〝お前は悩んだだろうな。この思考機関、お前の子供みたいな存在を壊してしまった事に。だが、それでいい。こんなモノはまだこの世界じゃ百害あって一利なし、だろうからな〟

　だったら何な故ぜ造ったのか？　そう問いたくなるのを読んだように、

〝だったら何でこんな物を造ったのか、とお前は思うだろうな。まあそれはあたしの業ごうみたいなもんだ。目の前の面おも白しろい物を、どうしても形にしてみたかった。せずにはいられなかった。研究者の性だな〟

　自じ嘲ちようめいた溜ため息まで精密に再生される。エルルーアの声は続けた。

〝……あたしは自分の考え付くままに様々な物を造り上げたが、その事自体の善悪や好悪なんて考えもしちゃいなかった。あたしの考えた物で何万人死のうが『知ったこっちゃない』と思ってた。まあ、ほとんどのヤツもそうだろうな。だがな――それは動物と同じだ。結局は『欲求の奴ど隷れい』であるのに変わりはない〟

「…………」

〝あたしはお前もそうだと思ったが……どうやら違ったようだな。どうやらお前は相変わらずのお人ひと好よしみたいだな〟

　しょうがない奴やつだなぁと苦く笑しようするような響ひびきに、ライルもまた苦笑した。

〝――ライル。お前はまだ〝世界に優やさしくありたい〟と願っているんだな？　それは茨の道だ。理性ある獣けものたらんとして、それでもどうにもならない事だらけなのが人の世だ。だからライル、傷付く覚かく悟ごは済ませておけよ？〟

「…………」

〝考え過ぎるな、なんて言わないよ。お前は人の何倍も頭がいいからね。だから考えて考えて、考え抜け。迷い続けろ。――ま、お前の特技なんてそれくらいだろう？〟

　あはは、と笑い声が響く。

〝……与あたえられた才能に従うのは楽だろうが、楽に見える道ほど後戻り出来なくなるものだ。まぁ――頑張れよ〟

　なんとも適当に別れを告げ、風が吹くような雑音ばかりが漂った。

「……相変わらず弟で子し馬ば鹿かな人ね、あの方は」と、マリーアが言った。

　この〈巨人の王〉が起動した際、真っ先に止めるのはライルだろうと信じていたのだ。もし誰かがろくでもない使い方をしても、自分の弟で子しが止めてくれる。そんな他人任せな、けれど何ど処こまでも弟子を信じたからこそ、こんな声を吹き込んで置いたのだ。

「……僕がお人好しなら、あなたは人騒がせですよ、師せん匠せい」

「では、似た者師弟だったのですね」

　床ゆかに放り出されていた〈朱い月牙〉を抱かかえたルーナリアもライルの横にならび、無表情で辛辣な一言を漏らした。

「……人騒がせかなぁ……？」

「自覚がないのがその証拠です」

　マリーアが声を上げて笑った。

　ルーナリアは揶や揄ゆするように目尻を細める。

　ライルは二人の反応が面白くなく、憮ぶ然ぜんと黙だまり込んだ。

〝――あ、なお、この記録音声テープは飛行戦艦ごと自動的に消滅する〟

　思い出したように響いた声に、三者ともにびしりと表情を凍りつかせた。

〝崩壊に巻き込まれない内に、速すみやかに退避しろよ。それじゃあ、な〟

「ちょ――」

　思わず口を衝ついて出た文句を断ち切るように、ぶつり、と音声再生が終了した。

「……まぁ、この後の手間は省けるけど」

「なに冷静に言ってんの！」

　マリーアが絶叫した。

　制御甲板の大穴の向こうでは、黒い水面がどんどん迫せまってくる。浮力が抜けているのだ。

「わ、私泳げません……！」

　ルーナリアがはっきりと恐きよう怖ふに顔を強張らせた。

「に、逃にげなきゃ――！」

「あ、ああ。急いで逃げないと……！」

　ライルは思考機関の残骸に目をやった。

「くっ、くく……まったく、こんな風に終わるとは……まったく！」

　辺境伯はくの称号を受け継ついだ青年は、腹を抱えて大笑いした。

「まったく！　ここまで思い通りにならなかったのは――ここまで完かん璧ぺきに負けたのは初めてだよ！　は、はは……ははははははははっ！」

　左肩の銃じゆう創そうから、断たたれた右手首から、いまも血が流れ出して甲かん板ぱんを濡ぬらしている。自ら血を絞り出すように、ヴィルヘルムは笑い続けた。

「……すぐに止血を。あなたも一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしましょう」

「ははっ！　君は優しいな…………腹が立つほどに」

　ヴィルヘルムはよろよろと、しかしはっきりと後ろへ――甲板の大穴へと後ずさった。

「優しさと傲ごう慢まんさは同じコインの裏表……君は気付いているか？　見返りを求めない優しさは、傲慢以外の何物でもないと」

「…………」

「俺おれみたいな浅ましい人間には、その優しさは毒でしかない。君の優しさを受け取るのは、自分が『その他大勢の一人』でしかない事を認める事だからな……それだけは認める事は出来ん。それだけは決して……」

「やめ――」

　飛び出そうとしたライルを、マリーアとルーナリアが押おし止めた。

　満足顔のヴィルヘルムは、とうとう大穴の端はしに行き着いた。

「感謝するよ、お嬢じようさん方……ライル・バルトシュタイン。これが俺の終点おわりだ」

　ヴィルヘルムは、なんとも満足げに言い放った。

「だが、まだまだ君は終わらない！　これから多くの者たちが君に群がってくるだろう！　真なる《最後の魔ま女じよの遺産》たる君にな！　いつか俺のものにならなかった事を後こう悔かいするがいい！」

　晴れやかな笑い声を上げ、ヴィルヘルム・ゼストは甲板から身を投げた。

　暗くら闇やみに飲み込まれ、その姿はすぐに消えさった。

「……ライル？」

「ライルさま……？」

「…………大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ、マリーア、ルーナリア」

　自分を押さえる少女たちの手を叩たたき、ライルは安心させるように微笑ほほえむ。

「……行こう」

　二人を促し、ライルは破壊された思考機関に背を向けた。







終章　少年と少女たち







　王都の真新しい住宅地に、ひときわ新しいアパルトメントが建っている。それなりに高給取りの住人を見込んだ物件で、外の見栄えも清潔感と遊び心に富んでいた。

　その、高級アパルトメントの最上階で、

「うっ、ううううう……ライルぅ～～」

　一人の少女がガリガリと扉とびらに爪つめを立てていた。

　言うまでもなく、マリーア・ハイラインである。

　首筋などに巻かれた包帯が見えるが、外に追い出された犬猫ねこの風ふ情ぜいで、痛々しさは欠片もない。

「……何してるんですかお嬢さま」

　氷の入った洗面器を持ったミラが、主のあられもない姿に溜め息を漏らした。

「み、ミラ！　大丈夫？　ライル大丈夫？　死んじゃったりしないわよねっ!?」

「……さぁ、どうでしょうか」

　沈痛な表情を見せるミラに、マリーアはあわあわと頭を抱えた。

「ああっ！　ライルぅぅうううううう！　ミラ！　あたしに何かできることないの!?」

「そうですね……なら、ライルさまの研究室から溜まっている計算書類を持ってきては如何いかがです？　得意な事をしてれば、ライルさまの気分も多少は――」

「計算書類ね！　すぐ持ってくるわ！」

　言うが早いか、マリーアは疾風の如く去っていった。

「……やれやれ。やっと静かになりました」

　体良くマリーアを追っ払ぱらったミラは扉を開いた。

　高価ではあるが落ち着いた内装の客間。そのベッドの上から、

「うーん、うーん…………あ、頭が熱い……全身も痛い……」

　熱に浮かされた呻うめき声が、陰いん々いん滅めつ々めつと響いていた。

　ライルは羽う毛もう布団と毛布に首まで潜もぐり込み、頭には氷嚢を載のっけていた。

　思考機関を破壊され、あらゆる機構が停止しエンベロープの気体も排出された飛行戦艦〈巨人の王〉は、ホレ湖のど真ん中、もっとも水深の深い場所へと沈んでいった。

　その飛行戦艦から辛くも逃げ延びてすでに三日、ライルはいまだ熱にうなされている。

　春先の湖で泳げば無理もなかろうが、沈没に巻き込まれて諸共に沈しずむ事を考えれば、許容すべきダメージと言える。……当のライルがそう思うかはともかくとして。

「けれど、名誉の負傷と言えるかもしれませんね。女性二人を抱えてホレ湖を泳ぎ切ったんですから」

「う、うう……マリーアもルーナリアも、なんでよりによってカナヅチなんだ……」

　ライルはくしゃみ混じりに呻いた。

「はいはい、良く頑張りました」

　ミラはライルの氷嚢を換かえながら笑った。ライルの世話を焼くのが楽しいようだ。

　甲か斐い甲が斐いしく看病しつつ、ミラはライルに話しかけた。

「戦いの様子はお嬢さまから聞きましたが、見事に相手の心の隙すきを突いたそうですね」

「……口先だけの情けない戦い方だけどね……」

　熱に浮かされたライルは、ほとんど寝ね言ごとみたいに口を開いた。

「……ミラ。僕ぼくは……傲慢かな……？」

「――さぁ、どうでしょうか」

　ミラは少しだけ目を見張ったが、蒲団を直しながら優しい声で返事した。

「たぶん、傲慢といえば傲慢なんでしょう。非凡な才能を持ちながら何も成さない――もったいないとか、何様だの謗そしりは当然でしょうね」

「……うん……」

「けれど、良いじゃありませんか。それがライルさまなんですから。少なくとも、わたくしは嫌きらいじゃないですよ」

　それに、とミラは心の中で付け加えた。

　その傲慢な優しさがなかったら、ライルはきっと歯止めのきかない〝機械〟になってしまうだろう。ヴィルヘルムを追い詰めたように、あらゆる人間を『数値』と『計算式』で視る事になる。それが嫌いやだから、ライルは意図的にのんびりした生活を送っているのだ。

　傲慢といえば、これほど傲慢な事はない。

　だがそれらすべてをひっくるめて、マリーアも、ミラも、ライルが好きなのだ。

「まぁ……もうすこし女心ってやつに想おもいを馳せてもいいと思うのですけど、ね」

　そのひっそりとした呟つぶやきは、熱に呻くライルには聞こえないようである。

「やれやれ……何はともあれ、まずは風邪を治さないとですね」

　ミラはそう言うと、懐をごそごそとまさぐり、透とう明めいな液体の入ったガラス管を取り出した。蓋ふたを取り、熱に呻くライルの口へ注ぎ込む。

「ん……むぅ！　なっ、なんだこりゃぁあああああああああああああ！」

　ほんの一口含ふくんだ途と端たん、ライルはベッドの上を転げまわった。熱で赤かった顔が、一気に青色に染め変わる。

「げはっ！　……あ、甘くて苦くて辛くて酸っぱくて塩っぽくてシュワシュワ……」

「母直伝の滋養強壮薬です。南方諸島に伝わる――人呼んで『死体起こし』」

「た、確かに死体も驚おどろく味………」

「さぁさ、本当に大事なのはこれからです」

　ミラはそう言うと、今度は弾だん丸がん状の固形薬を取り出した。

「この『死体起こし』は、上と下で一セットですから」

「し、下って……」

「ええ。もちろん、座薬ですわ」

　ミラはにこにこと、虫も殺さぬ笑え顔がおでメイド服の袖そでを捲まくりあげた。

「さぁさぁライルさま、大人しくわたくしにおしりを差し出して下さいまし」

「う、上だけでいいです……」

「そうはまいりません。まだ顔が真っ青じゃありませんか」

「こ、これは薬のせい……」

「往生際が悪いですよ？　さぁ――力を抜ぬいて身を委ねて下さいまし」

　満開の向日葵ひまわりのような爛漫の笑みで、ミラはライルににじり寄るのだった。




「……これでよし、です」

　数日かけた研究室の片付けを終え、ルーナリアはほっと息を吐はいた。

　ひと息入れようとソファに座すわると、足元でカチャリと音がした。

「…………」

　ルーナリアはソファの下に押し込んだ〈朱い月牙〉を取り上げた。

　ヴィルヘルム・ゼストによって操られていたヴェルゲンハイムの生徒たちは、すでにルーナリアによって〝傀儡〟の魔術を解かれて普ふ通つうの生活に戻もどっている。操られていた際の記き憶おくを失っているものの、楽しすぎて羽目を外し過ぎたくらいであっさり収まったようだ。

　霧の血族ネブラブルートに伝わってきた《夜闇の血族ノスフエラトウ》の魔ま剣けん――霧の血族もルーナリア一人となった今となっては無用の長物である。むしろヴィルヘルムのように悪用され、人間社会に混乱を起こす可能性すらある。

『いいんじゃないかな、別に』

　風邪で朦朧としながら、ライルは言った。

『今回の事で唯ゆい一いつの成果といったら、その剣けんを取り戻したくらいだからね。処分するなんて言われたら、僕の方が気を遣っちゃうよ』

　やはり、彼かれは『ルーナリアの為ため』なんて理り屈くつは言わなかった。呆あきれるくらい――いや、怒いかりを覚えるくらいだ。

「……父様、母様、姉様……私は、あの方に付いて行こうと思います」

　鞘に納められた〈朱い月牙〉を撫ぜ、ルーナリアはひっそりと呟いた。

「霧の血族ただ一人の生き残りが彼と出会ったのは、運命なのかも知れません」

　自分の無力さはいまだ晴れない。だが、受け入れる事は出来るように思う。

　無力で取るに足らないが、自分はやはり霧の血族たるを誇ほこりに思っている。自分はそのただ一人の生き残り――それなら、見届けよう。

　魔術と科学、その狭間で生きる《最後の魔女の弟子》――その行く末を。

　もし自分が生き残った事に意味を見出すなら、きっとそういう事なのだろう。

「いえ……私がそう、決めました。私自身で……許してくれますか？」

　無論返事はない――ハズだったが、

「いいんじゃない？」

　と声が掛かかった。

　ルーナリアが顔を上げると、開きっぱなしの扉に、マリーアが姿を見せていた。

「マリーアさ――」

「マリーア、よ……あの本の山だらけの部屋が、よくここまで綺き麗れいになったものね」

　マリーアは部屋を見回しながら入ってくる。

「……七年前、かしらね」

　と、マリーアは世間話のように語りはじめた。

「昔のあたしは、とんでもないお転婆のはねっかえりでね。貴族だお嬢じよう様さまだ何だなんてのは窮屈で、近所のガキをとっちめて女ガキ大将を気取ってた」

　突とつ然ぜん何の話だろうと首を傾げるルーナリアに、マリーアは話を続けた。

「ある日、あたしが度胸試だめしだって言い始めて冒険してたら、友達の女の子が大けがをしてね。暗い森の中だった。転んだ拍ひよう子しに尖った石に頭を打ち付けたその子は、いっぱい血を流してぴくりともしなかった。みんな唖あ然ぜんとして突っ立ってたわ。その時、あたしが何を思ってたかわかる？」

「その女の子の心配を――」

「『大人に怒られる』。真っ先に思ったのはそれだったわ」

「それは……」

「幼いから仕方ないって？　けど、あたしが卑怯者だってのは変わらない。今思い出しても反吐が出るくらいの、ね。そんな中、最初に行動したのがライルだった。彼は怪け我がした女の子に近寄って、隠かくし持っていた琥こ珀はくで――魔ま術じゆつを使ったわ」

　その時、マリーアははじめてライルの秘密を知ったのだ。

　女の子はライルの魔術で応急処置され、その後はライルに先導されてみんな村へ戻った。「女の子は助かって万ばん々ばん歳ざい。けど次の日から……ライルは村の友達に忌き避ひされるようになった。当然よね？　科学の進歩めざましき〈蒸機革命〉真っ只ただ中、魔術は妖あやしい悪あく魔まの業ってのが常識なんだから。そのすぐ後よ。ライルが王都に引っ越こしたのは」

　突然のことで、マリーアが知ったのは彼らが引っ越した後だった。

　彼かの女じよが再びライルと顔を合わせたのはしばらく後、王都での事だった。

　ライルとの久しぶりの再会に、幼いマリーアは自分のせいで棲家を追われたライルへの申し訳なさと、なにより見知ったはずの幼おさな馴な染じみの秘密に怯おびえていた。

「すぐにでも逃げ出したかった。けど、ライルは……あたしに大丈夫だよって言ってくれた。そして、こんな事を言った――」

『僕は後悔してない。僕は確かにあのとき、彼女を助ける事が出来た。命を救う事が出来た。だから後悔してないよ。マリーアが気に掛けるべきは彼女であって僕じゃないよ』

　幼い――十歳弱の少年が発するとは思えぬ言葉だ。それくらいの年とし頃ごろなら、友達を失う事は世界の崩壊に等しい筈はずだ。なのに後悔してないと語り、しかも幼いマリーアの罪悪感を完全には否定しない厳しい心遣いまでしてみせた。

「……それが『秘密』、ですか？」

「ええ。これがあたしの、一番の『秘密』」

　寂しげな顔で、けれど胸は張らなくとも背筋を伸のばしたライルが、後ろ向きな考えに凝こり固まったマリーアの心を晴らしてくれた。

　マリーア・ハイラインはその時初めて、ライル・バルトシュタインに恋こいをしたのだ。

「けれど……そんなに大事な思い出を、なんで私に」

「話すって約束したし、あんな告白聞いちゃったら、あたしが黙ってるのはフェアじゃないでしょ？　それに……ヴィルヘルムの言ったことも半分当たってるしね」

「？」

「『見返りを求めない優しさは、傲慢以外の何物でもない』、ってやつよ」

　マリーアは伏し目がちに苦く笑った。

「ライルは基本的に、他人を頼たよらない。思考機関あんなものを考え出すくらいだもの。他人に出来ないことが出来て、他人の知らないことを知っている。だから他人を助けようと思っても、助けてもらおうとは思わない」

「だから、自分の行いを『偽ぎ善ぜん』と……？」

「ええ。ライルはたぶん、本質的に誰だれも必要としていないわ」

「…………」

　ルーナリアは黙り込んだ。

　マリーアの言葉は、好意の対象を評するにはあまりに辛辣だった。故ゆえに――次の言葉をじっと待った。

「だから――そう、だからこそ、燃えるわ」

　ルーナリアの予想通り、マリーアは挑ちよう戦せん的に笑った。

「そんなライルだからこそ、その優しさに理由を付けさせてやりたい――あたしをあいつに認めさせてやりたいって、そう思うわよね？」

「――――はい」

　ルーナリアは頷うなずいた。

　不公平だと思った。自分だけが心を掻かき回されるのはくやしいと思った。

　見届けたい――居座ってやりたいと決意したのも、そんな理由からだった。

「だから、ね。こういう言い方は適切かどうかは分からないけど……〝同志〟って気分なのよ」

「同志、ですか……？」

「同じ敵に挑む、ね」

　そう言って、マリーアはからりと笑った。

「……私、こういう経験がないのでよく分らないのですが……」

　何とはなしに胸むな元もとを押さえながら、ルーナリアは確かく認にんするように言葉を紡ぐ。

「同志というのは……〝友達〟、ということでしょうか？」

「まあ、同じようなもんね」

「わたし……友達なんて初めてです」

「ふぅん？　じゃあ、初めてだらけなのかしらね？」

「？」

「初めての友達で、初めての仲間で――初めての好敵手」

　ルーナリアは瞬まばたきを忘れて、赤しやく銅どう色いろの髪かみの少女を見み詰つめた。

「……あなた、ほんとうにすごい女ひ性となのですね」

「少なくとも、そう在ろうとは思ってるわ」

　いつも幼馴染みのメイドへうろたえまくりの少女は、ざっと赤銅色の髪を掻き上あげた。

「……ありがとうございます」

　ルーナリアは頭を下げた。そして、マリーアを正面から見つめ返す。

「……これからも宜しくお願いします」

「ええ。これからもよろしく――ライルを恋に落とさせるまで、ね」

　二人の少女は、どこかふてぶてしい微笑みを交かわし合った。

　と、其処へ。

　バタンっ！

「？　ライル？」

「ライルさま？」

　少女たちは目を丸くして、飛び込んで来たライルを見据すえた。

　さっきまで熱で呻いていたライルだが、外がい套とうをひっかけた彼はすっかり熱の引いた青い顔で息を切らしていた。

「……ああ、気にしないで。もうすっかり治った……気がするから」

　何な故ぜかお尻を擦りながら、ライルは言い訳するように説明した。

「ふぅん？　まぁ、何はともあれ」

「来たら来たで、さっさと横になって下さい」

「……なんか、二人とも雰ふん囲い気き変わった？」

「そう？」

「気のせいではないですか？」

　困惑顔のライルに構わず、マリーアとルーナリアは示し合わせたようにライルの両りよう腕うでをそれぞれ掴つかみ、部屋の奥おくのソファへ連行した。

「……やっぱり、なんかあった？」

「「さぁ？」」

　空とぼけた少女たちの答えに、ライルはますます腑に落ちない顔になる。

「そんなに気になるの？」

「それは、そうだろう？」

　ライルは当たり前だと頷いた。

「精神衛生が悪いと、おちおち風邪も治せないよ」

　ライルの言葉に、二人は視線を交わし、

「――残念ながら『秘密』、よ」

「……せいぜい、気に掛けて下さい」

　マリーアは悪いた戯ずらっぽく、ルーナリアは皮肉げに、くすくすと笑いを漏もらした。

　ライルはそんな少女たちの様子に、拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

　そんなライルを見て、少女たちはさらに笑う。
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《最後の魔女の弟で子し》の部屋に、少女たちの笑い声がいつまでも響ひびいた。







〈Disciple of The Last Hex〉closed.







独白烏のモノローグ







　このあとがきを読んでいるあなた。なにはともあれ帯おびを捲めくってみて下さい。

　え？　ええ、表紙の帯です、オビ。捲ってみると、

　破けた黒タイツから白い太ももがっ！

　何を隠そう、僕はこいつが好物でして……外れかけのガーターベルトと甲乙競います。

　――と、そうそう。ガーターベルトと言えば、

「ガーターベルト、いいよね」

「いいですね。奔ほん放ぽうなお嬢じよう様さまがばっとスカートたくし上げてデリンジャーとかね」

「王道だねぇ――じゃ、そんな感じで」

　……信じられる？　ホントにこんな感じではじまったのよ、このハナシ？

　で、可愛い女の子たちが純じゆん朴ぼくっぽい男の子を仲良く取り合う話が出来上がりました。

　白い娘（黒タイツ）も赤い娘（ガーターベルト）も一いつ生しよう懸けん命めいな子たちなので、作中のメイドみたいに生温か～く愛めでてやって下さいませ。

二〇一二年春　翅はね田た　大だい介すけ
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

翅田大介先生／大場陽炎先生







[image: ]













item/image/p043.jpg





item/image/p087.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p115.jpg





item/image/p279.jpg





item/image/p187.jpg





item/image/p301.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序章　最後の魔女



		一章　最後の魔女の弟子



		二章　月花の姫



		三章　赤銅の令嬢



		四章　最後の魔女の遺産



		終章　少年と少女たち



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p255.jpg





item/image/p017.jpg





item/image/k002.jpg
- o A RSN HRR—=R AN — LSRN RSB RO RS
2eS2LaA gflyv EIRESRERLIGSNEBIS NvRNIRD A VO REESIRIVIKFON

(IpY

)

Ll

RAE

[






item/image/p137.jpg





item/image/k001.jpg
[0 o RS
R/ #” s\o

m—V =R VIR U EIHES RIVITHRL SRRIVELD R B K S 08

H<LEINYEOREOB IO IBIFRLIHNEIDIV Se°






item/image/k004.jpg
(2—hOR-O-NDINNA—L ) HHcontsarue i

J BEFEINT2IRDIOS






item/image/k003.jpg
FANK Ao

[&T

DT MBI B L TN RW)?

HSIRLL O M IR S I IV R S 1 HI & o
2QIRIVIEV FEE O TS XL M N VIR 5e°






item/image/ok.jpg
—PROFILE
BHRXN corrory

SERILEUY T (BZEEDPD) FUHK U, FREIEIFETIHREELEL
Do [+ BAR>TCIABRICBENWVTDALS] & (5 BXTHARRBICKE
BOAIE. DEDFYNRILTHIT U

z
KIBEBE -oir055
FUBHFRLT, KIZHBRTT,
AUBSDDS /ROBUABTERULTCET P
LRGP CH— LADRBEFEL D TNDDT.
S/ ROBHBFHHETE<ELNTY !
EST. SBREDIDULIBEVNLET ! |

Vaing,,

p-

&
2y

: HUXE

RAEDMIE & FEH D £

20129F6 T 1H  #INFEAT

FH— WHKA

HN—=4 5 A b—— KB % %7 —— WIDE

RATHE—HIT KA
AT SR E— TV v 28 T151:0053 HEAREAIX L 4 A2-15-8

& ©2012 Daisuke Haneta J






item/image/p002.jpg
O« MK~ KR





item/image/p001.jpg
\\

RIEORELERERDE

BAHEKXN

HUXE

N

g






